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9
-
1
-
3

 
災

害
時

等
の

応
援

に
関

す
る

協
定

書
 

（
中

部
9

県
１

市
広

域
災

害
時

等
応

援
連

絡
協

議
会

）
 

（
県

危
機

政
策

課
）
 

 （趣
 

旨
） 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

富
山

県
、

石
川

県
、

福
井

県
、

長
野

県
、

岐
阜

県
、

静
岡

県
、

愛
知

県
、

三
重

県
、

滋
賀

県
及

び
名

古
屋

市
（
以

下
「県

市
」

と
い

う
。

）で
第

１
号

に
掲

げ
る

災
害

が
発

生
し

、
又

は
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
並

び
に

第
２

号
及

び
第

３
号

に
掲

げ
る

事
態

（以
下

「災
害

時
等

」と
い

う
。

）に
お

い
て

、
被

災
県

市
又

は
国

民
の

保
護

の
た

め
の

措
置

若
し

く
は

緊
急

対
処

保
護

措
置

を
実

施
す

る
必

要
の

あ
る

県
市

（
以

下
「
被

災
県

市
等

」と
い

う
。

）で
は

被
災

者
等

（
避

難
住

民
並

び
に

大
規

模
災

害
、

武
力

攻
撃

災
害

及
び

緊
急

対
処

事
態

に
お

け
る

災
害

に
よ

る

被
災

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
の

避
難

、
救

援
等

の
対

策
が

十
分

に
実

施
で

き
な

い
場

合
に

、
被

災
県

市
等

の
要

請
に

基
づ

き
行

わ
れ

る
広

域

応
援

を
、

迅
速

か
つ

円
滑

に
遂

行
す

る
た

め
、

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（
1）

災
害

対
策

基
本

法
（昭

和
３

６
年

法
律

第
２

２
３

号
）第

２
条

第
１

号
に

定
め

る
災

害
 

（
2
）
武

力
攻

撃
事

態
等

に
お

け
る

我
が

国
の

平
和

と
独

立
並

び
に

国
及

び
国

民
の

安
全

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（
平

成
１

５
年

法
律

第
７

９
号

。
以

下
「武

力
攻

撃
事

態
対

処
法

」と
い

う
。

）第
１

条
に

定
め

る
武

力
攻

撃
事

態
等

 

（
3）

武
力

攻
撃

事
態

対
処

法
第

２
５

条
第

１
項

に
定

め
る

緊
急

対
処

事
態

 

（応
援

県
市

） 

第
２

条
 

大
規

模
な

災
害

時
等

に
お

い
て

は
、

救
援

活
動

等
を

速
や

か
に

実
施

で
き

る
体

制
を

執
る

た
め

、
応

援
県

市
は

、
必

要
に

応
じ

被
災

県
市

等
に

対
す

る
救

援
対

策
本

部
を

設
置

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

応
援

県
市

は
、

相
互

に
連

絡
を

と
り

、
主

た
る

応
援

県
市

を
決

定
す

る
。

 

３
 

主
た

る
応

援
県

市
は

、
速

や
か

に
救

援
対

策
本

部
を

設
置

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（応
援

の
内

容
） 

第
３

条
 

応
援

県
市

が
行

う
応

援
の

内
容

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

（
1）

物
資

等
の

提
供

及
び

あ
っ

せ
ん

並
び

に
人

員
の

派
遣

 

ア
 

食
料

、
飲

料
水

、
生

活
必

需
品

、
医

薬
品

そ
の

他
供

給
に

必
要

な
資

機
材

の
提

供
及

び
あ

っ
せ

ん
 

イ
 

被
災

者
等

の
救

出
、

医
療

、
防

疫
、

施
設

の
応

急
復

旧
等

に
必

要
な

資
機

材
及

び
物

資
の

提
供

及
び

あ
っ

せ
ん

 

ウ
 

避
難

、
救

援
及

び
救

助
活

動
に

必
要

な
車

両
、

舟
艇

等
の

提
供

及
び

あ
っ

せ
ん

 

エ
 

避
難

、
救

援
・救

護
、

救
助

活
動

及
び

応
急

復
旧

に
必

要
な

医
療

系
職

、
技

術
系

職
、

技
能

系
職

等
職

員
の

派
遣

 

(2
）避

難
場

所
等

の
相

互
使

用
、

緊
急

輸
送

路
の

共
同

啓
開

等
被

災
県

市
等

の
境

界
付

近
に

お
け

る
必

要
な

措
置

 

(3
） 

被
災

者
等

の
一

時
収

容
の

た
め

の
施

設
の

提
供

 

(4
) 

医
療

機
関

に
よ

る
傷

病
者

の
受

入
 

(5
) 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
特

に
要

請
の

あ
っ

た
事

項
 

２
 

各
県

市
は

、
前

項
の

応
援

が
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
必

要
な

物
資

、
資

機
材

等
の

確
保

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（応
援

要
請

の
手

続
） 

第
４

条
 

応
援

を
受

け
よ

う
と

す
る

県
市

は
、

別
に

定
め

る
内

容
を

明
ら

か
に

し
て

、
他

の
県

市
に

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

各
県

市
は

、
前

項
の

要
請

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
通

信
手

段
の

整
備

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（災
害

時
等

に
お

け
る

自
主

的
活

動
） 

第
５

条
 

災
害

時
等

で
あ

っ
て

別
に

定
め

る
と

き
に

通
信

途
絶

等
に

よ
り

被
災

県
市

等
か

ら
前

条
の

要
請

が
な

い
場

合
、

他
の

県
市

は
速

や
か

に
そ

の
被

災
状

況
に

つ
い

て
、

自
主

的
に

情
報

収
集

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

（経
費

の
負

担
） 
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 第
６

条
 

応
援

に
要

し
た

経
費

は
、

原
則

と
し

て
応

援
を

受
け

た
県

市
の

負
担

と
す

る
。

 

２
 

応
援

職
員

が
応

援
業

務
に

よ
り

負
傷

、
疾

病
又

は
死

亡
し

た
場

合
に

お
け

る
公

務
災

害
補

償
に

要
す

る
経

費
は

、
応

援
県

市
の

負
担

と
す

る
。

 

３
 

応
援

職
員

が
業

務
上

第
三

者
に

損
害

を
与

え
た

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
損

害
が

応
援

業
務

の
従

事
中

に
生

じ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

応
援

を
受

け
た

被
災

県
市

等
が

、
被

災
県

市
等

へ
の

往
復

の
途

中
に

お
い

て
生

じ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

応
援

県
市

が
賠

償
の

責
め

に
任

ず
る

。
 

４
 

前
３

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
応

援
職

員
の

派
遣

に
要

す
る

経
費

に
つ

い
て

は
、

被
災

県
市

等
及

び
応

援
県

市
が

協
議

し
て

定
め

る
。

 

（情
報

交
換

） 

第
７

条
 

各
県

市
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
応

援
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
、

地
域

防
災

計
画

、
国

民
保

護
計

画
そ

の
他

必
要

な
情

報
を

相
互

に
交

換
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（訓
練

の
参

加
） 

第
８

条
 

各
県

市
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
応

援
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
、

他
の

県
市

主
催

の
防

災
訓

練
等

に
相

互
に

参
加

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

（連
絡

協
議

会
の

設
置

） 

第
９

条
 

こ
の

協
定

に
関

す
る

事
項

、
そ

の
他

必
要

な
事

項
を

研
究

・
協

議
す

る
た

め
中

部
９

県
１

市
広

域
災

害
時

等
応

援
連

絡
協

議
会

を
設

置
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（そ
の

他
） 

第
１

０
条

 
こ

の
協

定
の

実
施

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、

別
に

定
め

る
。

 

２
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

は
、

そ
の

都
度

、
関

係
県

市
が

協
議

し
て

定
め

る
。

 

 

附
 

則
 

 

１
 

こ
の

協
定

は
、

平
成

１
９

年
７

月
２

６
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

7
年

１
１

月
１

４
日

締
結

の
協

定
は

、
平

成
１

９
年

７
月

２
５

日
限

り
で

廃
止

す
る

。
 

  
 

平
成

１
９

年
 

７
月

２
６

日
 

 

 
 

富
山

県
知

事
 

石
川

県
知

事
 

 
 

福
井

県
知

事
 

長
野

県
知

事
 

 
 

岐
阜

県
知

事
 

静
岡

県
知

事
 

 
 

愛
知

県
知

事
 

三
重

県
知

事
 

 
 

滋
賀

県
知

事
 

名
古

屋
市

長
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災
害

時
等

の
応

援
に

関
す

る
協

定
 

実
施

細
則

（
防

災
）
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

実
施

細
則

は
、「

災
害

時
等

の
応

援
に

関
す

る
協

定
」（

以
下
「

協
定

」
と

い
う

。）
の

う
ち

協
定

第
１

条
第

１
号

に
掲

げ
る

災

害
対

策
基

本
法

（
昭

和
３

６
年

法
律

第
２

２
３

号
）

第
２

条
第

１
号

に
定

め
る

災
害

に
関

す
る

事
項

の
実

施
に

関
し

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（
応

援
県

市
）

 

第
２

条
 

協
定

第
２

条
第

１
項

に
基

づ
く

応
援

県
市

の
救

援
対

策
本

部
の

業
務

は
、
次

の
と

お
り

と
し

、
第

３
項

に
基

づ
き

決
定

さ
れ

る
主

た
る

応
援

県
市

の
調

整
に

基
づ

き
、

行
う

も
の

と
す

る
。

 

(1
)
 

被
災

県
市

の
情

報
収

集
と

状
況

把
握

 

(2
)
 

災
害

応
急

措
置

等
に

必
要

な
物

資
、

人
員

、
そ

の
他

要
請

内
容

の
把
握

 

(3
)
 

中
部

９
県

１
市

連
絡

事
務

所
へ

の
連

絡
員

派
遣

 

(4
)
 

震
度

７
の

地
震

が
中

部
９

県
１

市
内

で
発

生
、
又

は
災

害
発

生
時

に
被

災
県

市
と

連
絡

が
と

れ
な

い
場

合
、
速

や
か

に
初

動
時

に
必

要
な

物
資

を
準

備
し

、
必

要
に

応
じ

搬
出

 

(5
)
 
 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

災
害

応
急

活
動

を
円

滑
に

行
う

た
め

必
要

な
業

務
 

２
 

前
項

の
応

援
県

市
の

救
援

対
策

本
部

に
は

、
被

災
県

市
へ

の
一

元
的

、
一

体
的

な
応

援
の

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
、

応
援

県
の

市
町

村

等
の

応
援

関
係

団
体

が
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

協
定

第
２

条
第

２
項

に
基

づ
く

主
た

る
応

援
県

市
は

、
別

表
１

の
と

お
り

、
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

４
 

協
定

第
２

条
第

３
項

に
基

づ
く

主
た

る
応

援
県

市
の

救
援

対
策

本
部

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 
(1
)
 
 
被

災
県

市
災

害
対

策
本

部
内

で
の

中
部

９
県

１
市

連
絡

事
務

所
の

設
置

及
び

連
絡

員
派

遣
 

(2
)
 
 
被

災
県

市
の

情
報

収
集

と
状

況
把

握
 

(3
)
 
 
災

害
応

急
措

置
等

に
必

要
な

物
資

、
人

員
、

そ
の

他
要

請
内

容
の

把
握

 

(4
)
 
 
要

請
内

容
の

協
定

県
市

へ
の

適
切

な
仕

分
け

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

）
 

(5
)
 
 
輸

送
ル

ー
ト

、
応

援
物

資
集

積
場

所
等

の
応

援
に

必
要

な
情

報
の

連
絡

 

(6
)
 
 
被

災
県

市
お

よ
び

災
害

応
急

活
動

実
施

機
関

と
の

連
絡

調
整

 

(7
)
 
 
被

災
者

の
受

入
施

設
（

病
院

・
福

祉
施

設
・

仮
設

住
宅

等
）

の
確

保
お

よ
び

調
整

 

(8
)
 
 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

災
害

応
急

活
動

を
円

滑
に

行
う

た
め

必
要

な
業

務
 

５
 

前
各

項
の

業
務

の
遂

行
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
別

に
定

め
る
。

 

（
応

援
の

内
容
）

 

第
３

条
 

協
定

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

く
物

資
、
資

機
材

及
び

応
急

復
旧

に
必

要
な

職
員

の
状

況
等

は
、
常

時
実

態
ど

お
り

把
握

し

て
お

く
も

の
と

し
、

そ
の

う
ち

、
緊

急
時

に
必

要
な

食
料

・
生

活
必

需
品

・
医

薬
品

の
内

容
に

変
更

が
あ

っ
た

と
き

は
、

速
や

か
に

、
各

県
市

に
連

絡
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
定

第
３

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

物
資

、
資

機
材

の
備

蓄
に

努
め

る
と

と
も

に
、

各
地

域
に

お
け

る
こ

れ
ら

の
製

造
業

者
又

は

販
売

業
者

等
と

災
害

時
に

お
け

る
物

資
等

の
調

達
に

関
す

る
協

定
を

締
結

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

（
応

援
要

請
の

手
続

）
 

第
４

条
 

応
援

を
受

け
よ

う
と

す
る

県
市

は
、
無

線
又

は
電

話
等
（

以
下
「

無
線

等
」
と

い
う

。）
に

よ
り

次
の

事
項

を
明

ら
か

に
し

て
要

請

し
、

後
日

、
速

や
か

に
応

援
要

請
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
1
）

 
被

害
の

状
況

 

（
2
）

 
物

資
等

の
搬

入
、

人
員

の
派

遣
 

 
 

 
ア

 
物

資
・

資
機

材
の

搬
入

 

 
 

 
 

物
資

等
の

品
目

・
数

量
、

搬
入

場
所

、
輸

送
手

段
、

交
通

情
報

等
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イ

 
人

員
の

派
遣

 

 
 

 
 

職
種

、
人

数
、

派
遣

場
所

、
活

動
内

容
、

派
遣

期
間

、
輸

送
手

段
、

交
通

情
報
等

 

（
応

援
実

施
の

手
続

）
 

第
５

条
 

要
請

を
受

け
た

県
市

は
、

要
請

事
項

の
確

認
後

、
速

や
か

に
、

各
応

援
県

市
と

連
絡

調
整

し
、

要
請

事
項

お
よ

び
搬

入
・

派
遣

に

要
す

る
時

間
な

ど
の

応
援

計
画

を
無

線
等

に
よ

り
被

災
県

市
に

伝
達

す
る

と
と

も
に

、
後

日
、

速
や

か
に

応
援

通
知

書
を

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

要
請

を
受

け
た

県
市

と
協

定
第

２
条

第
２

項
に

規
定

す
る

主
た

る
応

援
県

市
と

が
異

な
る

場
合

は
、

主
た

る
応

援
県

市
が

前
項

の
手

続

き
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

（
応

援
物

資
の

受
領

の
通

知
）

 

第
６

条
 

被
災

県
市

は
、

応
援

通
知

書
に

基
づ

く
応

援
物

資
を

受
領

し
た

と
き

は
、

応
援

物
資

受
領

書
を

交
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
応

援
終

了
報

告
）

 

第
７

条
 

主
た

る
応

援
県

市
は

、
応

援
が

終
了

し
た

と
き

は
、

被
災

県
市

に
対

し
て

、
応

援
終

了
報

告
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る
。

 

（
災

害
時

等
に

お
け

る
自

主
的

活
動
）

 

第
８

条
 

協
定

第
５

条
に

規
定

す
る

別
に

定
め

る
と

き
と

は
、

震
度

６
弱

以
上

の
地

震
に

よ
る

災
害

を
い

う
。

 

２
 

協
定

第
５

条
に

規
定

す
る

自
主

的
な

情
報

収
集

活
動

の
内

容
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

（
1
）

 
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
等

に
よ

る
被

災
状

況
の

収
集

 

（
2
）

 
職

員
派

遣
に

よ
る

情
報

収
集

 

（
3
）

 
そ

の
他

効
果

的
な

情
報

収
集

 

３
 

前
項

に
よ

り
知

り
得

た
情

報
は

、
被

災
県

市
お

よ
び

他
の

県
市

に
速

や
か

に
伝

達
す

る
も

の
と

す
る

。
 

４
 

第
２

項
の

情
報

収
集

活
動

ま
た

は
他

の
県

市
か

ら
の

情
報

に
よ

り
、

被
害

が
甚

大
で

あ
る

と
判

断
し

、
か

つ
、

被
災

県
市

等
と

連
絡

が

で
き

な
い

場
合

は
、

他
の

県
市

と
連

絡
調

整
を

行
い

な
が

ら
自

主
的

に
応

援
活

動
を

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

 

５
 

応
援

県
市

は
、

災
害

直
後

、
自

主
的

な
応

援
活

動
の

た
め

職
員

等
を

派
遣

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

派
遣

職
員

自
ら

消
費

又
は

使
用

す

る
物

資
等

を
携

行
さ

せ
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

６
 

第
２

項
か

ら
前

項
ま

で
の

活
動

は
、

各
県

市
の

友
愛

精
神

の
も

と
に

行
う

も
の

で
あ

り
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

被
災

県
市

等
か

ら

協
定

第
４

条
の

規
定

に
基

づ
く

応
援

要
請

が
あ

っ
た

と
み

な
し

、
そ

の
応

援
手

続
は

、
細

則
第

４
条

か
ら

第
７

条
ま

で
の

規
定

を
準

用
し

、

事
後

処
理

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

（
経

費
の

負
担
）

 

第
９

条
 

協
定

第
５

条
の

規
定

に
基

づ
く

自
主

的
な

情
報

収
集

お
よ

び
前

条
第

４
項

の
規

定
に

基
づ

く
自

主
的

活
動

に
要

し
た

経
費

は
、

応

援
県

市
の

負
担

と
す

る
。

 

２
 

応
援

職
員

の
派

遣
に

要
す

る
経

費
に

つ
い

て
は

、
応

援
県

市
が

定
め

る
規

定
に

よ
り

算
定

し
た

当
該

応
援

職
員

の
旅

費
お

よ
び

諸
手

当

の
額

の
範

囲
内

と
す

る
。

 

（
情

報
交

換
）

 

第
1
0
条

 
協

定
第

７
条

の
規

定
に

基
づ

く
共

通
の

情
報

は
次

の
と

お
り

と
し

、
変

更
の

都
度

、
各

県
市

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る
。

 

（
1
）

 
連

絡
担

当
部

局
お

よ
び

通
信

手
段

一
覧

表
（

別
表

２
）

 

（
2
）

 
備

蓄
物

資
、

業
者

提
携

物
資

一
覧

表
 

（
3
）

 
ヘ

リ
ポ

ー
ト

及
び

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

離
着

陸
可

能
箇

所
 

（
4
）

 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

共
通

の
情

報
と

し
て

必
要

と
認

め
ら

れ
る

内
容

 

２
 

隣
接

県
市

は
、

同
条

に
定

め
る

情
報

の
ほ

か
、

次
の

内
容

に
つ

い
て

も
情

報
交

換
し

、
よ

り
緊

密
な

連
絡

体
制

を
維

持
す

る
こ

と
と

す

る
。

 

（
1
）

 
輸

送
ル

ー
ト

、
応

援
物

資
の

集
積

場
所

等
の

応
援

に
必

要
な

情
報

 

-486-
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（
2
）

 
病

院
・

福
祉

施
設

な
ど

の
所

在
地

、
入

院
入

所
可

能
数

 

（
3
）

 
避

難
所

の
位

置
 

（
4
）

 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

必
要

と
認

め
ら

れ
る

内
容

 

 
 

附
 

則
 

こ
の

実
施

細
則

は
、

平
成

２
４

年
８

月
６

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

  
平

成
２

４
年

８
月

６
日

 

 
 

富
山

県
知

事
政

策
局

長
 

 
石

川
県

危
機

管
理

監
 

 
福

井
県

危
機

対
策

監
 

長
野

県
危

機
管

理
監

兼
危

機
管

理
部

長
 

 
岐

阜
県

危
機

管
理

統
括

監
 

 
静

岡
県

危
機

管
理

監
 

愛
知

県
防

災
局

長
 

 
三

重
県

防
災

対
策

部
長

 
 

滋
賀

県
防

災
危

機
管

理
監

 
 

名
古

屋
市

消
防

長
 

 （
別

表
１

）
 

被
災

県
市

と
主

た
る

応
援

県
市

の
一

覧
表

 

被
災

県
市

 
主

た
る

応
援

県
順

位
 

富
山

県
 

1 
石

川
県

 
2 

長
野

県
 

3 
岐

阜
県

 

石
川

県
 

1 
富

山
県

 
2 

福
井

県
 

3 
岐

阜
県

 

福
井

県
 

1 
石

川
県

 
2 

岐
阜

県
 

3 
滋

賀
県

 

長
野

県
 

1 
富

山
県

 
2 

石
川

県
 

3 
岐

阜
県

 

岐
阜

県
 

1 
愛

知
県

 
2 

三
重

県
 

3 
富

山
県

 

静
岡

県
 

1 
愛

知
県

 
2 

長
野

県
 

3 
岐

阜
県

 

愛
知

県
 

1 
岐

阜
県

 
2 

三
重

県
 

3 
静

岡
県

 

三
重

県
 

1 
愛

知
県

 
2 

岐
阜

県
 

3 
滋

賀
県

 

滋
賀

県
 

1 
三

重
県

 
2 

福
井

県
 

3 
岐

阜
県

 

※
ど

の
県

が
主

た
る

応
援

県
市

と
し

て
活

動
す

る
か

、
中

部
９

県
１

市
広

域
災

害
時

等
応

援
連

絡
協

議
会

開
催

県
（

名
古

屋
市

の
場

合
は

愛
知

県
）

が
確

認
し

、
中

部
９

県
１

市
内

で
共

有
す

る
。

 

※
名

古
屋

市
は

、
愛

知
県

と
調

整
の

上
、

応
援

を
行

う
。

 

※
順

位
内

の
県

で
応

援
で

き
な

い
場

合
、

中
部

９
県

１
市

広
域

災
害

時
等

応
援

連
絡

協
議

会
開

催
県

が
主

た
る

応
援

県
市

を
調

整
し

、
定

め
る

。
 

※
中

部
９

県
１

市
広

域
災

害
時

等
応

援
連

絡
協

議
会

開
催

県
が

被
災

し
た

場
合

、
翌

年
度

の
中

部
９

県
１

市
広

域
災

害
時

等
応

援
連

絡
協

議
会

開
催

県
が

代
行

す
る

。
な

お
、

翌
年

度
の

中
部

９
県

１
市

広
域

災
害

時
等

応
援

連
絡

協
議

会
開

催
県

が
調

整
で

き
な

い
場

合
、

建

制
順

の
次

席
の

県
が

担
う

。
以

下
同

じ
。
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 （
別

表
２

）
 

連
絡

担
当

部
局

及
び

通
信

手
段

一
覧
表

 

一
 

 
般

 
 

加
 

 
入

 
 

電
 

 
話

 

県 市 名 

担
当

部
局

 

課
 

室
 

名
 

代
 

表
 (内

 
線

) 

直
 

通
 (時

間
外

) 

Ｆ
Ａ

Ｘ
 

(時
間

外
) 

行
政

 
電

話
 

消
防

防
災

 

電
 

 
話

 

(Ｆ
Ａ

Ｘ
) 

地
域

衛
星

電
話

 

(Ｆ
Ａ

Ｘ
) 

Ｅ
メ

ー
ル

 

〒
9
3
0-

8
5
01

 
富

山
市

新
総

曲
輪

１
番

７
号

 

富 山 

知
事

政
策

局
 

防
災

・
危

機
管

理
課

 
0
76

-
43

1
-
41

11
 

(内
線

 
3
3
63

) 

0
7
6-

44
4
-3

1
8
7
 

(0
76

-4
3
1-

4
1
11

) 

0
76

-
4
32

-0
6
57

 

(0
76

-
43

2-
0
65

7
) 

－
 

1
6-

3
3
63

 

(1
6-

2
82

7)
 

0
16

1
1
13

36
3
 

(0
16

11
1
28

2
7
) 

ab
os

ai
ki

ki
ka

nr
i@

pr
ef

.

to
ya

m
a.

lg
.jp

 

〒
9
2
0-

8
5
80

 
金

沢
市

鞍
月

１
丁

目
１

番
地

 

石 川 

危
機

管
理

監
室

 

危
機

対
策

課
 

0
76

-
22

5
-
11

11
 

(内
線

 
4
2
89

) 

0
7
6-

22
5
-1

4
8
2
 

(0
76

-2
2
5-

1
4
82

) 

0
76

-
2
25

-1
4
84

 

(0
76

-
22

5-
1
48

4
) 

5
29

5
  

2
37

6
 

1
7-

4
2
90

 

(1
7-

6
89

7)
 

0
17

1
1
14

29
0
 

(0
17

11
1
67

4
3
) 

e
17

0
70

0
@

pr
e
f.
 

is
h
ik

a
w

a.
lg

.jp
 

〒
9
1
0-

8
5
80

 
福

井
市

大
手

３
丁

目
17

-1
 

福 井 

安
全

環
境

部
 

危
機

対
策

・
防

災
課

 
0
77

6
-2

1
-
11

11
 

(内
線

 
2
1
71

) 

0
7
76

-2
0
-0

3
0
8
 

(0
77

6-
2
1-

1
1
11

) 

0
77

6
-
22

-7
6
17

 

(0
77

6
-2

2-
7
61

7
) 

5
49

5
  

2
17

2
 

1
8
-1

11
 

(1
8
-
11

2
) 

0
18

1
1
16

12
1
72

 

(0
18

11
1
61

2
1
89

) 
ki

ki
ta

is
ak

u
@

p
re

f.
fu

k

ui
.lg

.jp
 

〒
3
8
0-

8
5
70

 
長

野
市

大
字

南
長

野
字

幅
下

6
92

-
2
 

長 野 

危
機

管
理

部
 

危
機

管
理

防
災

課
 

0
26

-
23

2
-
01

11
 

(内
線

 
5
2
08

) 

0
2
6-

23
5
-7

1
8
4
 

(0
26

-2
3
5-

7
1
84

) 

0
26

-
2
33

-4
3
32

 

(0
26

-
23

3-
4
33

2
) 

－
 

2
0
-2

13
 

(2
0
-
24

1
) 

0
20

2
3
15

22
5
 

(0
20

23
1
87

4
1
) 

bo
sa

i@
pr

ef
.n

ag
an

o
.lg

.jp
 

〒
5
0
0-

8
5
70

 
岐

阜
市

藪
田

南
２

丁
目

１
番

１
号

 

岐 阜 

防
災

課
 

0
58

-
27

2
-
11

11
 

(内
線

 
2
7
46

) 

0
5
8-

27
2
-1

1
2
5
 

(0
58

-2
7
2-

1
0
34

) 
0
58

-
2
71

-4
1
19

 

－
 

2
1
-6

71
 

(2
1
-
67

9
) 

0
21

4
00

2
2
74

6
 

(0
21

40
0
72

5
) 

c
11

1
15

@
pr

ef
. 

gi
fu

.lg
.jp

 

〒
4
2
0-

8
6
01

 
静

岡
市

葵
区

追
手

町
９

番
６

号
 

静 岡 

危
機

管
理

部
 

危
機

政
策

課
 

－
 

0
5
4-

22
1
-3

7
3
1
 

(0
54

-2
2
1-

2
0
72

) 

0
54

-
2
21

-3
2
52

 

(0
54

-
22

1-
3
25

2
) 

－
 

2
2-

3
1
 

(2
2-

2
6)

 

0
22

7
0
03

73
1
 

(0
22

70
0
62

5
0
) 

bo
u
ke

i@
pr

ef
. 

sh
iz

u
o
ka

.lg
.jp

 

〒
4
6
0-

8
5
01

 
名

古
屋

市
中

区
三

の
丸

3
-
1-

2
 

愛 知 
防

 
災

 
局

 

災
害

対
策

課
 

0
52

-
96

1
-
21

11
 

(内
線

 
2
5
12

) 

0
5
2-

95
4
-6

1
9
3
 

(0
52

-9
5
4-

6
8
44

) 

0
52

-
9
54

-6
9
12

 

(0
52

-
95

4-
6
99

5
) 

 
2
3-

1
1
28

 

(2
3-

1
51

7)
 

0
23

6
0
02

51
2
 

(0
23

60
0
15

1
0
) 

sa
ig

ai
ta

is
a
ku

@
pr

ef
.a

i

c
hi

. 

lg
.jp

 

〒
5
1
4-

8
5
70

 
津

市
広

明
町

1
3

番
地

 

三 重 

防
災

対
策

部
 

災
害

対
策

課
 

－
 

0
5
9-

22
4
-2

1
8
9
 

(0
59

-2
2
4-

2
1
89

) 

0
59

-
2
24

-2
1
99

 

(0
59

-
22

4-
2
19

9
) 

－
 

2
4-

1
1
 

(2
4-

1
1

切
替

) 

0
24

1
01

8
2
18

9
 

(0
24

1
01

82
1
99

) 
st

ai
sa

ku
@

pr
ef

.m
ie

.lg
.

jp
 

〒
5
2
0-

8
5
77

 
大

津
市

京
町

4
-
1-

1
 

滋 賀 

防
災

危
機

管
理

局
 

0
77

-
52

8
-
39

93
 

(内
線

 
3
4
32

) 

0
7
7-

52
8
-3

4
3
2
 

(0
77

-5
2
4-

8
5
16

) 

0
77

-
5
28

-4
9
94

 

(0
77

-
52

8-
4
99

4
) 

－
 

2
5
-8

23
 

(2
5
-
85

0
) 

0
25

1
00

8
23

 

(0
25

10
0
85

0
) 

as
00

@
pr

e
f.
sh

ig
a.

lg
.jp

 

〒
4
6
0-

8
5
08

 
名

古
屋

市
中

区
三

の
丸

3
-
1-

1
 

名 古 屋 

消
防

局
 

防
 

災
 

部
 

防
 

災
 

室
 

0
52

-
96

1
-
11

11
 

(内
線

 
3
5
22

) 

0
5
2-

97
2
-3

5
2
2
 

(0
52

-9
7
2-

3
5
34

) 

0
52

-
9
62

-4
0
30

 

(0
52

-
95

3-
0
11

9
) 

－
 

－
 

0
23

7
0
06

11
1
 

(0
23

70
0
60

7
0
) 

0
0s

ai
ga

it
ai

sa
ku

@
fd

.c
it
y.

n
ag

oy
a.

lg
.jp

 

※
 

行
政

電
話

、
消

防
防

災
電

話
、

地
域

衛
星

電
話

に
つ

い
て

は
、

は
じ

め
に

識
別

番
号

を
入

力
す

る
か

、
又

は
、

専
用

に
電

話
機

を
使

用
す

る
な

ど
各

県
市

庁
内

で

使
用

方
法

が
異

な
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

県
市

で
適

切
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
お

く
こ

と
。

 
  

-487-

mailto:kikitaisaku@pref.fuk
mailto:bosai@pref.nagano.lg
mailto:saigaitaisaku@pref.ai
mailto:staisaku@pref.mie.lg
mailto:as00@pref.shiga.lg.jp
mailto:00saigaitaisaku@fd.c
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災
害

時
等

の
応

援
に

関
す

る
協

定
 

実
施

細
則

（
国

民
保

護
）
 

  
（趣

旨
） 

第
１

条
 

 
こ

の
実

施
細

則
は

、
「災

害
時

等
の

応
援

に
関

す
る

協
定

」
（以

下
「協

定
」と

い
う

。
）の

う
ち

、
協

定
第

１
条

第
２

号
に

掲
げ

る
武

力
攻

撃
事

態
等

に
お

け
る

我
が

国
の

平
和

と
独

立
並

び
に

国
及

び
国

民
の

安
全

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（
平

成
１

５
年

法
律

第
７

９
号

。
以

下
「
武

力

攻
撃

事
態

対
処

法
」
と

い
う

。
）
第

１
条

に
定

め
る

武
力

攻
撃

事
態

等
及

び
協

定
第

１
条

第
３

号
に

掲
げ

る
武

力
攻

撃
事

態
対

処
法

第
２

５
条

第
１

項
に

定
め

る
緊

急
対

処
事

態
に

お
け

る
広

域
応

援
の

実
施

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

（応
援

県
市

） 

第
２

条
 

協
定

第
２

条
第

２
項

に
基

づ
く
主

た
る

応
援

県
市

は
、

被
災

県
市

等
に

お
い

て
応

援
を

必
要

と
す

る
地

域
に

最
も

交
通

至
便

な
隣

接
県

市

と
す

る
。

た
だ

し
、

応
援

を
必

要
と

す
る

地
域

が
広

範
囲

な
場

合
は

、
別

表
の

区
分

に
よ

る
隣

接
県

市
の

間
で

速
や

か
に

協
議

し
、

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

協
定

第
２

条
第

３
項

に
基

づ
く
主

た
る

応
援

県
市

の
救

援
対

策
本

部
の

業
務

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

（1
） 

被
災

県
市

等
の

情
報

収
集

と
状

況
把

握
 

（2
） 

国
民

の
保

護
の

た
め

の
措

置
又

は
緊

急
対

処
保

護
措

置
（以

下
「
国

民
保

護
措

置
等

」と
い

う
。

）に
必

要
な

物
資

、
人

員
、

そ
の

他
要

請
内

容

の
把

握
 

（3
） 

要
請

内
容

の
協

定
県

市
へ

の
適

切
な

仕
分

け
（コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

） 

（4
） 

輸
送

ル
ー

ト
、

応
援

物
資

集
積

場
所

等
の

応
援

に
必

要
な

情
報

の
連

絡
 

（5
） 

被
災

県
市

等
及

び
他

の
国

民
保

護
措

置
等

実
施

機
関

と
の

連
絡

調
整

 

（6
） 

被
災

者
等

の
一

時
収

容
の

た
め

の
施

設
の

確
保

及
び

調
整

 

（7
） 

国
か

ら
の

情
報

収
集

及
び

国
と

の
調

整
 

（8
） 

他
の

広
域

圏
及

び
全

国
知

事
会

と
の

調
整

 

（9
） 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
国

民
保

護
措

置
等

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

必
要

な
業

務
 

（応
援

要
請

の
手

続
） 

第
３

条
 

応
援

を
受

け
よ

う
と

す
る

県
市

は
、

電
話

等
に

よ
り

次
の

事
項

を
明

ら
か

に
し

て
要

請
し

、
後

日
、

速
や

か
に

応
援

要
請

書
を

送
付

す
る

も

の
と

す
る

。
 

(1
) 

事
態

の
概

要
、

被
害

の
状

況
 

(2
) 

応
援

を
必

要
と

す
る

地
域

に
お

け
る

国
民

保
護

措
置

等
の

実
施

状
況

 

(3
) 

物
資

等
の

搬
入

、
人

員
の

派
遣

 

ア
 

物
資

・資
機

材
の

搬
入

 

物
資

等
の

品
目

・数
量

、
運

送
先

、
輸

送
手

段
、

交
通

情
報

等
 

 
 

イ
 

人
員

の
派

遣
 

 
 

 
 

職
種

、
人

数
、

派
遣

場
所

、
活

動
内

容
、

派
遣

期
間

、
輸

送
手

段
、

交
通

情
報

等
 

(4
) 

安
全

の
確

保
の

た
め

必
要

な
情

報
 

（応
援

実
施

の
手

続
） 

第
４

条
 

要
請

を
受

け
た

県
市

は
、

要
請

事
項

の
確

認
後

、
速

や
か

に
、

別
表

の
被

災
県

市
等

の
隣

接
県

市
と

連
絡

調
整

し
、

要
請

事
項

及
び

運

送
・
派

遣
に

要
す

る
時

間
な

ど
の

応
援

計
画

を
電

話
等

に
よ

り
被

災
県

市
等

に
伝

達
す

る
と

と
も

に
、

後
日

、
速

や
か

に
応

援
通

知
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

要
請

を
受

け
た

県
市

と
協

定
第

２
条

第
２

項
に

規
定

す
る

主
た

る
応

援
県

市
と

が
異

な
る

場
合

は
、

主
た

る
応

援
県

市
が

前
項

の
手

続
き

を
行

う

も
の

と
す

る
。

 

（応
援

物
資

の
受

領
の

通
知

） 
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 第
５

条
 

被
災

県
市

等
は

、
応

援
通

知
書

に
基

づ
く
応

援
物

資
を

受
領

し
た

と
き

は
、

応
援

物
資

受
領

書
を

交
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（応
援

終
了

報
告

） 

第
６

条
 

主
た

る
応

援
県

市
は

、
応

援
が

終
了

し
た

と
き

は
、

被
災

県
市

等
に

対
し

て
、

応
援

終
了

報
告

書
を

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（災
害

時
等

に
お

け
る

自
主

的
情

報
収

集
活

動
） 

第
７

条
 

協
定

第
５

条
に

規
定

す
る

別
に

定
め

る
と

き
と

は
、

政
府

が
武

力
攻

撃
事

態
対

処
法

第
９

条
第

１
項

に
基

づ
く
対

処
基

本
方

針
又

は
第

２
５

条
第

１
項

に
基

づ
く
緊

急
対

処
事

態
対

処
方

針
を

定
め

た
と

き
を

い
う

。
 

２
 

被
災

県
市

等
が

応
援

を
要

請
し

た
場

合
、

各
県

市
は

、
自

主
的

な
情

報
収

集
活

動
に

よ
っ

て
収

集
し

た
情

報
を

、
直

ち
に

主
た

る
応

援
県

市
に

伝
達

す
る

。
 

（経
費

の
負

担
） 

第
８

条
 

応
援

職
員

の
派

遣
に

要
す

る
経

費
に

つ
い

て
は

、
応

援
県

市
が

定
め

る
規

定
に

よ
り

算
定

し
た

当
該

応
援

職
員

の
旅

費
及

び
諸

手
当

の

額
の

範
囲

内
と

す
る

。
 

（応
援

職
員

の
安

全
の

確
保

） 

第
９

条
 

被
災

県
市

等
は

、
国

等
か

ら
の

情
報

等
に

基
づ

き
、

国
民

保
護

措
置

等
に

従
事

す
る

応
援

職
員

の
安

全
の

確
保

に
十

分
に

配
慮

す
る

も

の
と

す
る

。
 

（情
報

交
換

） 

第
10

条
 

協
定

第
７

条
の

規
定

に
基

づ
き

相
互

に
交

換
す

る
情

報
は

次
の

と
お

り
と

し
、

変
更

の
都

度
、

各
県

市
に

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(1
) 

連
絡

担
当

部
局

及
び

通
信

手
段

 

（2
） 

備
蓄

物
資

、
業

者
提

携
物

資
一

覧
表

 

（3
） 

ヘ
リ

ポ
ー

ト
及

び
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
離

着
陸

可
能

箇
所

 

（4
） 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
と

認
め

ら
れ

る
内

容
 

２
 

隣
接

県
市

は
、

前
項

に
定

め
る

情
報

の
ほ

か
、

次
の

内
容

に
つ

い
て

も
情

報
交

換
し

、
よ

り
緊

密
な

連
携

を
図

る
も

の
と

す
る

。
 

（1
） 

輸
送

ル
ー

ト
、

応
援

物
資

の
集

積
場

所
等

の
応

援
に

必
要

な
情

報
 

（2
） 

病
院

・福
祉

施
設

な
ど

の
所

在
地

、
入

院
・入

所
可

能
数

 

（3
） 

生
活

関
連

等
施

設
に

関
す

る
情

報
 

（4
） 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
と

認
め

ら
れ

る
内

容
 

 （他
の

応
援

協
定

等
と

の
関

係
） 

第
1
1

条
 

水
道

等
の

個
別

事
業

担
当

部
局

が
締

結
し

て
い

る
既

存
の

広
域

応
援

関
連

協
定

等
が

あ
る

場
合

で
、

そ
の

内
容

が
協

定
と

相
違

す
る

と

き
は

、
当

該
個

別
事

業
担

当
部

局
の

協
定

等
を

優
先

す
る

。
 

 

附
 

則
 

 

こ
の

実
施

細
則

は
、

平
成

２
０

年
３

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 

平
成

２
０

年
３

月
１

日
 

 富
山

県
知

事
政

策
室

長
 

石
川

県
危

機
管

理
監

 
 

福
井

県
安

全
環

境
部

長
 

長
野

県
危

機
管

理
局

長
 

岐
阜

県
危

機
管

理
統

括
監

 

静
岡

県
防

災
局

長
 

愛
知

県
防

災
局

長
 

三
重

県
防

災
危

機
管

理
部

長
 

滋
賀

県
防

災
危

機
管

理
監

 
名

古
屋

市
消

防
長
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-
1
-
4
 
富

士
山

火
山

防
災

対
策

に
関

す
る

協
定

 
 

（
県

危
機

政
策

課
）
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

山
梨

県
、

静
岡

県
及

び
神

奈
川

県
（
以

下
、

「
三

県
」
と

い
う

。
）
に

お
い

て
、

富
士

山
噴

火
災

害
が

発

生
し

、
又

は
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
、

相
互

に
連

携
し

て
応

急
対

策
及

び
復

旧
対

策
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

災
害

対
策

基
本

法
（
昭

和
3
6
年

法
律

第
2
2
3号

）
第

５
条

の
２

及
び

第
８

条
第

２
項

第
1
2号

の
規

定
に

よ
る

地
方

公

共
団

体
相

互
の

広
域

的
な

連
携

協
力

に
関

す
る

基
本

方
針

の
内

容
に

基
づ

き
、

三
県

で
連

携
し

て
取

り
組

む
対

策
及

び
応

援
そ

の
他

の
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
情

報
共

有
体

制
の

確
立

）
 

第
２

条
 

三
県

は
、

富
士

山
噴

火
災

害
対

策
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
の

情
報

共
有

体
制

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

富
士

山
の

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
に

応
じ

て
相

互
に

情
報

連
絡

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

前
項

の
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
三

県
は

、
あ

ら
か

じ
め

連
絡

担
当

部
署

を
定

め
、

富
士

山
噴

火
災

害
時

の
情

報
連

絡
手

段
を

常
に

確
保

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
連

携
し

て
取

り
組

む
対

策
）
 

第
３

条
 

三
県

が
連

携
し

て
取

り
組

む
対

策
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

(1
) 

交
通

対
策

 

危
険

地
域

へ
の

進
入

防
止

や
避

難
経

路
の

確
保

等
に

関
す

る
こ

と
 

(2
) 

避
難

対
策

 

避
難

施
設

の
確

保
及

び
避

難
者

の
搬

送
等

に
関

す
る

こ
と

 

 
(3

) 
降

灰
対

策
 

火
山

灰
の

除
去

・運
搬

等
に

関
す

る
こ

と
 

 
(4

) 
前

各
号

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

特
に

必
要

な
対

策
 

 （
応

援
の

種
類

）
 

第
４

条
 

応
援

の
種

類
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 
(1

) 
物

資
等

の
提

供
及

び
あ

っ
せ

ん
 

ア
 

食
料

、
飲

料
水

及
び

そ
の

他
の

生
活

必
需

物
資

 

イ
 

避
難

、
救

出
、

医
療

、
防

疫
、

施
設

の
応

急
復

旧
等

に
必

要
な

資
機

材
及

び
物

資
 

ウ
 

避
難

、
救

援
及

び
救

助
活

動
に

必
要

な
車

両
・
船

舶
等

 

(2
) 

応
急

対
策

に
必

要
な

職
員

の
派

遣
等

 

ア
 

避
難

、
救

援
、

救
助

及
び

応
急

復
旧

等
に

必
要

な
職

員
 

イ
 

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

等
に

よ
る

情
報

収
集

等
 

ウ
 

応
急

危
険

度
判

定
士

、
ケ

ー
ス

ワ
ー

カ
ー

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

あ
っ

せ
ん

 

(3
) 

施
設

又
は

業
務

の
提

供
若

し
く
は

あ
っ

せ
ん

 

ア
 

避
難

者
、

被
災

者
を

一
時

収
容

す
る

た
め

の
施

設
 

イ
 

傷
病

者
の

受
入

れ
の

た
め

の
医

療
機

関
 

ウ
 

火
葬

場
、

ゴ
ミ

・
し

尿
処

理
業

務
 

エ
 

仮
設

住
宅

用
地

 

オ
 

輸
送

路
の

確
保

及
び

物
資

拠
点

施
設

 

(4
) 

前
各

号
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
特

に
要

請
の

あ
っ

た
事

項
 

 
[資

料
編

Ⅱ
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 （
応

援
要

請
の

方
法

）
 

第
５

条
 

応
援

を
受

け
よ

う
と

す
る

県
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
事

項
の

う
ち

必
要

な
事

項
を

記
載

し
、

文
書

に
よ

り
応

援
を

要

請
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
の

場
合

は
、

電
話

等
に

よ
り

口
頭

で
要

請
し

、
後

に
文

書
を

速
や

か
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(1
) 

被
害

の
状

況
 

(2
) 

要
請

す
る

応
援

の
内

容
 

(3
) 

応
援

の
場

所
及

び
応

援
場

所
へ

の
経

路
 

(4
) 

車
両

、
航

空
機

、
船

舶
の

派
遣

場
所

 

(5
) 

応
援

の
期

間
 

(6
) 

要
請

担
当

責
任

者
氏

名
及

び
連

絡
先

 

(7
) 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

必
要

な
事

項
 

 （
応

援
の

自
主

出
動

）
 

第
６

条
 

富
士

山
噴

火
災

害
が

発
生

し
た

場
合

、
各

県
は

速
や

か
に

被
害

状
況

等
に

つ
い

て
自

主
的

な
情

報
収

集
を

行
い

、

そ
の

情
報

を
必

要
に

応
じ

他
の

二
県

に
提

供
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
情

報
提

供
等

を
受

け
た

県
が

、
応

援
の

必
要

を
認

め
た

場
合

は
、

自
主

的
に

応
援

活
動

に
出

動
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

前
項

に
よ

り
自

主
出

動
を

実
施

し
た

県
は

、
他

の
二

県
に

対
し

て
、

出
動

の
連

絡
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

４
 

自
主

的
な

応
援

活
動

の
た

め
に

職
員

を
派

遣
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
派

遣
職

員
自

ら
が

消
費

又
は

使
用

す
る

物
資

の

携
行

そ
の

他
自

律
的

活
動

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
応

援
の

受
入

れ
体

制
）
 

第
７

条
 

三
県

は
、

富
士

山
噴

火
災

害
の

発
生

時
に

お
け

る
他

県
か

ら
の

応
援

要
員

、
応

援
物

資
等

を
受

け
入

れ
る

た
め

の

施
設

、
場

所
等

必
要

な
事

項
を

あ
ら

か
じ

め
定

め
て

お
く
も

の
と

す
る

。
 

 （
応

援
経

費
の

負
担

）
 

第
８

条
 

応
援

に
要

し
た

経
費

は
、

法
令

そ
の

他
別

に
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

応
援

を
受

け
た

県
が

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

応
援

を
受

け
た

県
が

、
前

項
に

規
定

す
る

費
用

を
支

弁
す

る
い

と
ま

が
な

く
、

か
つ

、
応

援
を

受
け

た
県

か
ら

要
請

が
あ

っ

た
場

合
に

は
、

応
援

し
た

県
は

、
当

該
費

用
を

一
部

繰
替

支
弁

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

自
主

出
動

に
よ

る
被

災
地

に
お

け
る

被
害

情
報

収
集

に
要

し
た

経
費

は
、

応
援

し
た

県
が

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

 

４
 

前
３

項
の

規
定

に
よ

り
が

た
い

と
き

は
、

そ
の

都
度

、
応

援
を

受
け

た
県

と
応

援
し

た
県

の
間

で
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と

す
る

。
 

 （
平

常
時

の
取

組
み

）
 

第
９

条
 

三
県

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く
応

援
等

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
取

組
み

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

(1
) 

富
士

山
噴

火
災

害
対

策
に

関
す

る
調

整
 

(2
) 

合
同

防
災

訓
練

の
実

施
 

(3
) 

関
連

情
報

の
交

換
 

(4
) 

そ
の

他
必

要
な

取
組

み
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 （
そ

の
他

）
 

第
10

条
 

こ
の

協
定

の
実

施
に

関
し

、
必

要
な

事
項

又
は

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

三
県

が
協

議
し

て

別
に

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

附
則

 
こ

の
協

定
は

、
平

成
２

１
年

１
０

月
２

９
日

か
ら

適
用

す
る

。
 

 こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
協

定
書

３
通

を
作

成
し

、
各

１
通

を
保

有
す

る
。

 

   
平

成
２

１
年

１
０

月
２

９
日

 

    

山
梨

県
知

事
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

静
岡

県
知

事
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

神
奈

川
県

知
事
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料
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予
報

及
び

警
報
の

名
称

噴
火
予

報

対
象

範
囲

を
付
し

た
警
報

の
呼

称
－

レ
ベ

ル
1

（
平
常

）
レ

ベ
ル

2
(
火
口

周
辺
規

制
)

レ
ベ

ル
3

（
入

山
規

制
）

レ
ベ

ル
4

（
避

難
準
備

）
レ
ベ

ル
5

（
避

難
）

配
備

体
制

の
状
況

－
○

○
○

○

入
山

規
制

の
状
況

－
○

(
火

口
周
辺

の
立

入
規

制
状

況
)

○
○

○

交
通

規
制

の
状
況

－
－

○
○

○

避
難
準

備
情

報
の
発

表
－

－
－

○
○

避
難
勧

告
・
指

示
の

状
況

－
－

－
○

○

避
難

所
の
開

設
状

況
－

－
－

○
○

広
域

応
援

の
要
請

－
－

－
○

○

そ
の

他
必
要

な
項

目
－

○
○

○
○

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
(
キ
ー

ワ
ー
ド

)

情
報

連
絡
す

る
項

目

　
山

梨
県

、
静

岡
県
、

神
奈

川
県

は
、

富
士
山

火
山

防
災

対
策
に

関
す

る
協

定
第

2
条
第

1
項
に

基
づ

き
、
次

の
と
お

り
富

士
山

の
噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
に

応
じ
た

連
絡

を
行

う
。

富
士
山

火
山

防
災
対

策
に

関
す

る
協
定

に
係

る
情

報
連

絡
に
つ

い
て

（
案

）

噴
火
警

報
（
居

住
地

域
）

噴
火

警
報
（

火
口
周

辺
）

噴
火

警
報

-490-



1
9
-
1
-
5
 

大
規

模
災

害
時

等
に

お
け

る
被

害
情

報
の

提
供

に
関

す
る

基
本

協
定

 
（県

危
機

対
策

課
） 

 
静

岡
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

株
式

会
社

ロ
ー

ソ
ン

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

東
海

地
震

等
大

規
模

地
震

発
生

時
(以

下
｢発

災
時

｣と
い

う
。

)に
お

け
る

被
害

情
報

の
収

集
に

関
し

、
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 

（
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

発
災

時
に

、
乙

が
、

乙
の

集
約

し
た

店
舗

や
店

舗
周

辺
の

被
害

状
況

を
甲

に
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
甲

が
実

施
す

る
被

害
情

報
の

収
集

を
支

援
し

、
も

っ
て

、
災

害
応

急
対

策
の

迅
速

化
を

図
る

こ
と

を

目
的

と
す

る
。

 

  
 
(定

義
) 

第
２

条
 

東
海

地
震

等
大

規
模

地
震

発
生

時
と

は
、

静
岡

県
内

で
震

度
６

弱
以

上
の

地
震

を
観

測
し

た
場

合
を

い

う
。

 

 

（
提

供
す

る
情

報
）
 

第
３

条
 

乙
が

甲
に

提
供

す
る

被
害

情
報

は
、

別
紙

様
式

を
参

考
に

次
の

内
容

と
す

る
。

 

(1
) 

静
岡

県
内

の
各

店
舗

の
水

道
、

ガ
ス

、
電

気
の

被
害

状
況

で
把

握
で

き
た

も
の

 

(2
) 

静
岡

県
内

の
各

店
舗

周
辺

の
被

害
で

、
火

災
、

倒
壊

家
屋

、
大

規
模

な
事

故
等

で
把

握
で

き
た

も
の

 

２
 

乙
は

、
前

項
に

規
定

す
る

情
報

を
発

災
以

降
可

能
な

限
り

速
や

か
に

甲
に

提
供

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
連

絡
体

制
の

確
保

）
 

第
４

条
 

甲
及

び
乙

は
、

相
互

の
連

絡
を

円
滑

に
実

施
で

き
る

よ
う

複
数

の
通

信
手

段
を

確
保

す
る

も
の

と
し

、
す

く

な
く
と

も
年

１
回

通
信

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

(通
信

費
等

) 

第
５

条
 
甲

及
び

乙
が

情
報

連
絡

等
の

た
め

に
要

し
た

通
信

費
等

に
つ

い
て

は
、

甲
及

び
乙

が
そ

れ
ぞ

れ
負

担
す

る
。

 

 

（
防

災
訓

練
）
 

第
６

条
 

甲
及

び
乙

は
、

甲
又

は
乙

が
こ

の
協

定
の

実
効

性
を

確
保

す
る

た
め

防
災

訓
練

等
を

実
施

す
る

場
合

は
、

業
務

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

(損
害

賠
償

責
任

) 

第
７

条
 

乙
は

、
甲

に
提

供
し

た
情

報
に

誤
り

が
あ

っ
た

場
合

、
故

意
又

は
重

大
な

過
失

が
な

い
限

り
、

損
害

賠
償

責
任

を
負

わ
な

い
。

 

 

（
協

定
の

変
更

）
 

第
８

条
 

こ
の

協
定

を
変

更
す

る
必

要
が

生
じ

た
場

合
は

、
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
有

効
期

間
）
 

第
９

条
 

こ
の

協
定

は
、

締
結

日
か

ら
そ

の
効

力
を

有
す

る
も

の
と

し
、

甲
又

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
協

定
の

終
了

を
通

知
し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
を

維
持

す
る

。
 

 

（
そ

の
他

）
 

第
1
0

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

そ
の

都
度

甲
乙

協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

上
記

の
協

定
の

成
立

を
証

す
る

た
め

、
こ

の
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

そ
の

１
通

を
所

持
す

る
。

 

   

平
成

２
１

年
 

３
月

３
１

日
 

  
甲

 
静

岡
県

静
岡

市
葵

区
追

手
町

９
番

６
号

 

 

静
岡

県
知

事
 

 
 

 
石

 
川

 
嘉

 
延

 
  

乙
 

愛
知

県
名

古
屋

市
中

区
錦

２
－

４
－

１
１

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
株

式
会

社
ロ

ー
ソ

ン
 

上
級

執
行

役
員

 
中

部
ロ

ー
ソ

ン
支

社
 

 

支
 
社

 
長

 
 

 
 

 
水

 
野

 
隆

 
喜
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別
紙

様
式

 

 
 
 
  

 
 
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト
ア

の
被

害
状

況
報

告
書

(参
考

様
式

) 

                                        

※
 
Ｆ

Ａ
Ｘ

の
送

信
時

間
短

縮
を

図
る

た
め

、
縦

罫
線

は
可

能
な

限
り

使
用

し
な

い
。

 

 

市
町

村
名

 
住

 
所

 
店

舗
名

 
被

害
状

況
 

(○
使

用
可

、
×

使
用

不
可

) 
特

記
事

項
 

(記
載

例
) 

A
 
市

 
 

Ｂ
区

Ｃ
町

 
 

Ｄ
町

店
 

 
 

水
道

 
 
・
  

ガ
ス

 
 
･ 

 
電

気
 

周
辺

家
屋

倒
壊

率
2
0
％

 

○
町

方
面

火
災

2
件

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
 

 

 
 

 
水

道
 
 
・
 
 
ガ

ス
  

･ 
 
電

気
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1
9-

1
-
6
 

熊
本

県
と

静
岡

県
と

の
災

害
時

の
相

互
応

援
等

に
関

す
る

協
定

書
 （

県
危

機
政

策
課

）
 

 

熊
本

県
と

静
岡

県
と

は
、

い
ず

れ
か

の
県

の
県

内
に

お
い

て
地

震
、

津
波

、
風

水
害

、
家

畜
の

感
染

症
（
口

蹄
疫

、
鳥

イ
ン

フ
ル

エ

ン
ザ

等
）
等

の
災

害
が

発
生

し
、

被
災

し
た

県
（
以

下
「
被

災
県

」
と

い
う

。
）
が

単
独

で
は

十
分

な
対

応
が

で
き

な
い

と
き

に
、

被
災

し
て

い
な

い
県

（
以

下
「
相

手
県

」
と

い
う

。
）
の

応
援

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
迅

速
か

つ
効

率
的

な
災

害
応

急
対

策
や

災
害

復
旧

を
実

施
す

る

と
と

も
に

、
平

常
時

に
お

け
る

防
災

及
び

危
機

管
理

の
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
た

め
、

相
互

応
援

及
び

平
常

時
の

協
力

等
に

関
し

次
の

と
お

り
協

定
す

る
。

 

 

（
応

援
等

に
関

す
る

連
絡

窓
口

及
び

情
報

交
換

）
 

第
1

条
 

熊
本

県
及

び
静

岡
県

（
以

下
「
両

県
」
と

い
う

。
）は

、
あ

ら
か

じ
め

災
害

時
の

応
援

及
び

平
常

時
の

協
力

に
関

す
る

連
絡

窓

口
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

両
県

は
、

平
常

時
に

お
い

て
も

、
連

絡
体

制
の

維
持

強
化

を
目

的
と

し
て

前
項

の
連

絡
窓

口
を

通
じ

た
情

報
交

換
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

（
平

常
時

の
協

力
）
 

第
2

条
 

両
県

は
、

平
常

時
に

お
い

て
、

次
に

掲
げ

る
業

務
に

つ
い

て
相

互
に

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
１

）
 

庁
内

防
災

組
織

体
制

等
に

関
す

る
情

報
交

換
 

（
２

）
 

両
県

の
地

理
的

条
件

、
防

災
や

応
援

活
動

に
必

要
と

な
る

情
報

の
交

換
 

（
３

）
 

総
合

防
災

訓
練

等
へ

の
職

員
派

遣
及

び
受

入
に

よ
る

研
修

の
実

施
 

（
４

）
 

防
災

・
危

機
管

理
に

関
す

る
調

査
研

究
成

果
等

の
情

報
の

共
有

 

（
５

）
 

災
害

時
の

応
援

の
迅

速
か

つ
効

率
的

な
実

施
に

係
る

協
議

 

（
６

）
 

そ
の

他
防

災
・
危

機
管

理
に

関
す

る
業

務
 

 

（
災

害
発

生
時

の
応

援
）
 

第
3

条
 

災
害

が
発

生
し

た
場

合
で

単
独

で
は

十
分

な
災

害
応

急
対

策
が

で
き

な
い

と
判

断
し

た
と

き
は

、
被

災
県

は
、

相
手

県
に

応

援
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

応
援

の
要

請
を

受
け

た
相

手
県

は
、

被
災

県
の

災
害

応
急

対
策

の
た

め
に

、
次

に
掲

げ
る

措
置

を
行

う
よ

う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

（
１

）
 

災
害

応
急

対
策

を
行

う
職

員
の

派
遣

 

（
２

）
 

避
難

所
や

災
害

対
策

本
部

等
で

必
要

と
な

る
物

資
、

資
機

材
の

調
達

及
び

配
送

 

（
３

）
 

そ
の

他
被

災
県

が
要

請
し

た
措

置
 

 

（
災

害
復

旧
時

の
応

援
）
 

第
４

条
 

単
独

で
は

十
分

な
災

害
復

旧
が

で
き

な
い

と
判

断
し

た
と

き
は

、
被

災
県

は
、

相
手

県
に

応
援

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

応
援

の
要

請
を

受
け

た
相

手
県

は
、

被
災

県
の

災
害

復
旧

の
た

め
に

、
職

員
の

派
遣

等
に

努
め

る
も

の
と

す

る
。

 

  

（
応

援
要

請
の

手
続

） 

第
５

条
 

被
災

県
は

、
第

３
条

第
１

項
又

は
前

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

応
援

を
要

請
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
電

話
、

電
子

メ
ー

ル
、

フ

ァ
ッ

ク
ス

な
ど

の
情

報
伝

達
手

段
に

よ
り

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
明

ら
か

に
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
入

手
で

き
て

い
な

い
事

項
が

あ
る

場
合

に
は

、
当

該
事

項
を

除
く
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
１

）
 

被
害

の
状

況
 

（
２

）
 

応
援

を
要

請
す

る
内

容
 

（
３

）
 

応
援

を
要

請
す

る
地

域
及

び
当

該
地

域
ま

で
の

経
路

 

（
４

）
 

そ
の

他
応

援
に

当
た

っ
て

留
意

す
べ

き
事

項
 

２
 

被
災

県
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
応

援
要

請
を

行
っ

た
場

合
は

、
後

日
、

速
や

か
に

そ
の

旨
を

相
手

県
に

文
書

に
て

提
出

す
る

も

の
と

す
る

。
 

 

（
応

援
経

費
の

負
担

） 

第
６

条
 

被
災

県
か

ら
前

条
に

規
定

す
る

応
援

要
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

応
援

に
要

し
た

費
用

は
、

被
災

県
の

負
担

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

に
よ

り
難

い
と

両
県

が
判

断
し

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

２
 

被
災

県
が

前
項

前
段

の
規

定
に

よ
り

費
用

を
負

担
す

る
場

合
で

、
被

災
県

が
当

該
費

用
を

支
弁

す
る

い
と

ま
が

な
く
、

か
つ

、
被

災
県

か
ら

相
手

県
に

要
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

相
手

県
は

、
当

該
費

用
を

一
時

繰
替

支
弁

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
要

請
に

よ
ら

な
い

応
援

）
 

第
７

条
 

大
規

模
な

災
害

が
発

生
し

た
場

合
で

、
被

災
県

と
の

連
絡

が
取

れ
な

い
と

き
は

、
相

手
県

は
、

当
該

職
員

を
被

災
県

に
派

遣

し
、

情
報

収
集

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

情
報

収
集

の
結

果
、

被
災

県
を

応
援

す
る

必
要

が
あ

る
と

判
断

し
た

と
き

は
、

相
手

県
は

、
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
が

な
い

場
合

で
あ

っ
て

も
、

必
要

な
応

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

前
項

の
応

援
に

要
し

た
費

用
の

負
担

に
つ

い
て

は
、

前
条

の
規

定
を

準
用

す
る

。
 

 

（
協

議
） 

第
８

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

定
め

を
す

る
必

要
が

生
じ

た
と

き
、

こ
の

協
定

に
定

め
る

事
項

に
疑

義
が

生
じ

た

と
き

、
又

は
こ

の
協

定
に

定
め

る
事

項
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

そ
の

都
度

両
県

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
両

県
知

事
署

名
の

う
え

、
各

自
そ

の
１

通
を

所
持

す
る

。
 

 

平
成

２
３

年
 

７
月

２
５

日
 

 

 

 
熊

本
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
静

岡
県

知
事
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鹿
児

島
県

と
静

岡
県

と
の

災
害

時
の

相
互

応
援

等
に

関
す

る
協

定
書

 

（
県

危
機

政
策

課
）
 

 

鹿
児

島
県

と
静

岡
県

と
は

、
い

ず
れ

か
の

県
の

県
内

に
お

い
て

地
震

、
津

波
、

火
山

噴
火

、
風

水
害

等
の

災
害

が
発

生
し

、
被

災
し

た
県

（
以

下
「
被

災
県

」
と

い
う

。
）
が

単
独

で
は

十
分

な
対

応
が

で
き

な
い

と
き

に
、

被
災

し
て

い
な

い
県

（
以

下
「
相

手
県

」と
い

う
。

）
の

応
援

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
迅

速
か

つ
効

率
的

な
災

害
応

急
対

策
や

災
害

復
旧

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

平
常

時
に

お
け

る
防

災
及

び

危
機

管
理

の
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
た

め
、

相
互

応
援

及
び

平
常

時
の

協
力

等
に

関
し

次
の

と
お

り
協

定
す

る
。

 

 

（
応

援
等

に
関

す
る

連
絡

窓
口

及
び

情
報

交
換

）
 

第
1

条
 

鹿
児

島
県

及
び

静
岡

県
（
以

下
「
両

県
」
と

い
う

。
）
は

、
あ

ら
か

じ
め

災
害

時
の

応
援

及
び

平
常

時
の

協
力

に
関

す
る

連
絡

窓
口

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

両
県

は
、

平
常

時
に

お
い

て
も

、
連

絡
体

制
の

維
持

強
化

を
目

的
と

し
て

前
項

の
連

絡
窓

口
を

通
じ

た
情

報
交

換
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

（
平

常
時

の
協

力
）
 

第
2

条
 

両
県

は
、

平
常

時
に

お
い

て
、

次
に

掲
げ

る
業

務
に

つ
い

て
相

互
に

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
１

）
 

庁
内

防
災

組
織

体
制

等
に

関
す

る
情

報
交

換
 

（
２

）
 

両
県

の
地

理
的

条
件

、
防

災
や

応
援

活
動

に
必

要
と

な
る

情
報

の
交

換
 

（
３

）
 

総
合

防
災

訓
練

等
へ

の
職

員
派

遣
及

び
受

入
に

よ
る

研
修

の
実

施
 

（
４

）
 

防
災

・
危

機
管

理
に

関
す

る
調

査
研

究
成

果
等

の
情

報
の

共
有

 

（
５

）
 

災
害

時
の

応
援

の
迅

速
か

つ
効

率
的

な
実

施
に

係
る

協
議

 

（
６

）
 

そ
の

他
防

災
・
危

機
管

理
に

関
す

る
業

務
 

 

（
災

害
発

生
時

の
応

援
）
 

第
3

条
 

災
害

が
発

生
し

た
場

合
で

単
独

で
は

十
分

な
災

害
応

急
対

策
が

で
き

な
い

と
判

断
し

た
と

き
は

、
被

災
県

は
、

相
手

県
に

応

援
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

応
援

の
要

請
を

受
け

た
相

手
県

は
、

被
災

県
の

災
害

応
急

対
策

の
た

め
に

、
次

に
掲

げ
る

措
置

を
行

う
よ

う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

（
１

）
 

災
害

応
急

対
策

を
行

う
職

員
の

派
遣

 

（
２

）
 

避
難

所
や

災
害

対
策

本
部

等
で

必
要

と
な

る
物

資
の

調
達

及
び

配
送

 

（
３

）
 

そ
の

他
被

災
県

が
要

請
し

た
措

置
 

 

（
災

害
復

旧
時

の
応

援
）
 

第
４

条
 

単
独

で
は

十
分

な
災

害
復

旧
が

で
き

な
い

と
判

断
し

た
と

き
は

、
被

災
県

は
、

相
手

県
に

応
援

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

応
援

の
要

請
を

受
け

た
相

手
県

は
、

被
災

県
の

災
害

復
旧

の
た

め
に

、
職

員
の

派
遣

等
に

努
め

る
も

の
と

す

る
。

 

   

（
応

援
要

請
の

手
続

） 

第
５

条
 

被
災

県
は

、
第

３
条

第
１

項
又

は
前

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

応
援

を
要

請
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
電

話
、

電
子

メ
ー

ル
、

フ

ァ
ッ

ク
ス

な
ど

の
情

報
伝

達
手

段
に

よ
り

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
明

ら
か

に
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
入

手
で

き
て

い
な

い
事

項
が

あ
る

場
合

に
は

、
当

該
事

項
を

除
く
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
１

）
 

被
害

の
状

況
 

（
２

）
 

応
援

を
要

請
す

る
内

容
 

（
３

）
 

応
援

を
要

請
す

る
地

域
及

び
当

該
地

域
ま

で
の

経
路

 

（
４

）
 

そ
の

他
応

援
に

当
た

っ
て

留
意

す
べ

き
事

項
 

２
 

被
災

県
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
応

援
要

請
を

行
っ

た
場

合
は

、
後

日
、

速
や

か
に

そ
の

旨
を

相
手

県
に

文
書

に
て

提
出

す
る

も

の
と

す
る

。
 

 

（
応

援
経

費
の

負
担

） 

第
６

条
 

被
災

県
か

ら
前

条
に

規
定

す
る

応
援

要
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

応
援

に
要

し
た

費
用

は
、

被
災

県
の

負
担

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

に
よ

り
難

い
と

両
県

が
判

断
し

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

２
 

被
災

県
が

前
項

前
段

の
規

定
に

よ
り

費
用

を
負

担
す

る
場

合
で

、
被

災
県

が
当

該
費

用
を

支
弁

す
る

い
と

ま
が

な
く
、

か
つ

、
被

災
県

か
ら

相
手

県
に

要
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

相
手

県
は

、
当

該
費

用
を

一
時

繰
替

支
弁

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
要

請
に

よ
ら

な
い

応
援

）
 

第
７

条
 

大
規

模
な

災
害

が
発

生
し

た
場

合
で

、
被

災
県

と
の

連
絡

が
取

れ
な

い
と

き
は

、
相

手
県

は
、

当
該

職
員

を
被

災
県

に
派

遣

し
、

情
報

収
集

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

情
報

収
集

の
結

果
、

被
災

県
を

応
援

す
る

必
要

が
あ

る
と

判
断

し
た

と
き

は
、

相
手

県
は

、
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
が

な
い

場
合

で
あ

っ
て

も
、

必
要

な
応

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

前
項

の
応

援
に

要
し

た
費

用
の

負
担

に
つ

い
て

は
、

前
条

の
規

定
を

準
用

す
る

。
 

 

（
協

議
） 

第
８

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

定
め

を
す

る
必

要
が

生
じ

た
と

き
、

こ
の

協
定

に
定

め
る

事
項

に
疑

義
が

生
じ

た

と
き

、
又

は
こ

の
協

定
に

定
め

る
事

項
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

そ
の

都
度

両
県

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
両

県
知

事
署

名
の

う
え

、
各

自
そ

の
１

通
を

所
持

す
る

。
 

 

平
成

２
３

年
１

１
月

１
４

日
 

 

 

鹿
児

島
知

事
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 静

岡
県

知
事
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地
震

災
害

時
等

に
お

け
る

車
両

の
調

達
に

関
す

る
協

定
書

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

静
岡

県
レ

ン
タ

カ
ー

協
会

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
地

震
災

害
、

風
水

害
そ

の
他

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

又
は

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

（
以

下
「
地

震
災

害
時

等
」
と

い
う

。
）
の

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

車
両

の
調

達
に

関
し

、
次

の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（
協

力
の

要
請

）

第
１

条
甲

は
、

地
震

災
害

時
等

に
、

車
両

の
調

達
が

必
要

で
あ

る
と

認
め

た
と

き
に

は
乙

に
対

し
、

そ
の

協
会

員
が

保
有

す
る

車
両

の
借

用

に
よ

る
調

達
に

関
し

、
協

力
要

請
を

行
う

も
の

と
す

る
。

２
協

力
要

請
を

受
け

た
乙

は
、

要
請

内
容

つ
い

て
協

会
員

へ
の

周
知

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（
地

震
災

害
時

等
の

協
力

体
制

）

第
２

条
甲

及
び

乙
は

、
地

震
災

害
時

等
の

車
両

の
調

達
に

関
し

、
連

携
を

密
に

し
て

対
応

に
当

た
る

も
の

と
す

る
。

２
乙

は
、

協
会

員
の

被
害

状
況

や
車

両
提

供
の

可
否

に
関

す
る

情
報

を
可

能
な

限
り

収
集

し
、

甲
に

対
す

る
情

報
提

供
に

努
め

る
と

と
も

に
、

車
両

の
調

達
に

関
し

、
調

整
、

助
言

等
の

支
援

を
行

う
も

の
と

す
る

。

（
借

用
の

手
続

）

第
３

条
甲

は
、

車
両

の
提

供
が

可
能

で
あ

る
乙

の
協

会
員

を
特

定
し

、
直

接
、

当
該

協
会

員
に

対
し

、
車

両
の

借
用

要
請

を
行

う
も

の
と

す

る
。

２
甲

は
、

借
用

要
請

を
行

っ
た

乙
の

協
会

員
と

車
両

の
受

渡
し

の
場

所
や

方
法

に
つ

い
て

調
整

を
行

い
、

可
能

な
限

り
迅

速
な

車
両

調
達

に

努
め

る
も

の
と

す
る

。

３
甲

は
、

借
用

要
請

を
行

っ
た

乙
の

協
会

員
の

指
示

す
る

手
続

に
従

い
車

両
を

借
用

す
る

も
の

と
す

る
。

（
費

用
の

支
払

い
）

第
４

条
車

両
の

借
用

に
係

る
賃

借
料

は
、

災
害

発
生

時
の

直
前

に
お

け
る

適
正

な
料

金
を

参
考

と
し

て
、

甲
と

車
両

を
提

供
す

る
乙

の
協

会

員
と

の
協

議
に

よ
り

、
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。

２
甲

は
、

前
項

で
決

定
し

た
賃

借
料

を
、

車
両

を
提

供
し

た
乙

の
協

会
員

か
ら

の
請

求
に

応
じ

て
支

払
う

も
の

と
す

る
。

（
平

常
時

に
お

け
る

対
応

）

第
５

条
甲

及
び

乙
は

、
平

常
時

か
ら

、
地

震
災

害
時

等
の

車
両

調
達

活
動

に
支

障
を

き
た

さ
な

い
よ

う
連

絡
手

段
や

連
絡

体
制

の
確

保
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。

２
甲

は
、

平
常

時
か

ら
、

甲
の

近
隣

に
所

在
す

る
乙

の
協

会
員

に
対

し
、

地
震

災
害

時
等

に
お

け
る

優
先

的
な

車
両

提
供

の
協

力
を

求
め

、

当
該

協
会

員
の

協
力

を
得

て
行

う
訓

練
等

を
通

じ
て

連
携

強
化

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

３
乙

は
、

平
常

時
か

ら
、

訓
練

等
を

通
じ

て
甲

と
の

連
携

を
深

め
る

と
と

も
に

、
協

定
内

容
及

び
地

震
災

害
時

等
に

お
け

る
対

応
に

関
し

、
協

会
員

に
対

す
る

周
知

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（
協

会
員

の
情

報
の

提
供

等
）

第
６

条
乙

は
甲

に
対

し
、

毎
年

４
月

1
日

現
在

に
お

け
る

協
会

員
数

等
、

協
会

員
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
協

会
員

の
車

両
保

有
台

数
を

別
紙

「
車

両
保

有
台

数
報

告
書

」
に

よ
り

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

２
乙

は
、

前
項

で
提

供
、

報
告

し
た

内
容

に
変

更
が

あ
っ

た
場

合
は

、
随

時
、

甲
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（
協

議
）

第
７

条
こ

の
協

定
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

、
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（
効

力
）

第
８

条
こ

の
協

定
は

、
協

定
締

結
の

日
か

ら
効

力
を

生
じ

る
。

附
則

本
協

定
発

効
と

同
時

に
、

昭
和

５
６

年
４

月
１

日
付

け
で

締
結

し
た

地
震

災
害

救
助

に
必

要
な

車
両

の
調

達
に

関
す

る
協

定
は

、

そ
の

効
力

を
失

う
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

そ
れ

ぞ
れ

１
通

を
保

管
す

る
。

平
成

２
４

年
１

０
月

１
日

甲
静

岡
市

葵
区

追
手

町
９

番
６

号

静
岡

県
知

事
川

勝
平

太

乙
静

岡
市

駿
河

区
国

吉
田

２
丁

目
４

番
２

６
号

静
岡

県
レ

ン
タ

カ
ー

協
会

会
長

小
田

島
利

隆

19
-2

-
2
緊

急
通

行
に

必
要

な
自

動
車

用
燃

料
の

供
給

に
関

す
る

協
定
書

(
県
用

度
課
)

静
岡
県
（

以
下

｢甲
｣
と
い

う
。）

と
、
静
岡

県
石

油
業

協
同
組

合
（
以

下
「
乙

」
と
い

う
。
）

と
は
、

地
震

警
戒

宣
言
発

令
時

及
び

地
震
そ

の
他

の
災

害
発
生

後
、

緊
急

通
行

に
必
要

な
自

動
車
用

燃
料

の
確

保
を
図

る
た

め
、

静
岡
県

所
属

車
両

（
本
庁

車
両

、
出

先
機

関
車
両

及
び

借
り
上

げ
車

両
と

し
、
警
察

車
両

を
除
く

。
以

下
同

じ
。）

に
係

る
自

動
車

用
揮
発

油
及

び
軽

油
（
以

下
「

揮
発

油
等
」

と
い

う
。
）

の
調

達
に

関
し
、

次
の

と
お

り
協
定

を
締

結
す

る
。

（
給
油

の
要

請
等

）

第
１
条

甲
は
静

岡
県
所

属
車

両
に

よ
る
緊

急
通

行
の

必
要
が

生
じ

、
緊

急
に

燃
料
を

必
要

と
す

る
場

合
は
、
緊

急
通

行
車

両
確

認
証
明

書
等

を
提

示
し

、
指

定
の
給

油
伝

票
（
様

式
第

１
）

に
よ

り
乙
に

揮
発

油
等

の
納
入

（
以

下
「

給
油
」

と
い

う
。
）

を
要

請
す

る
も
の

と
す

る
。

２
乙

は
、

甲
か

ら
前
項

の
規

定
に

よ
る
要

請
を

受
け

た
と
き

は
、

乙
に

所
属

す
る
登

録
給

油
所

に
お
い

て
、
給

油
が

可
能

な
状

態
で
あ

れ
ば

、
甲

に
対
し

優
先

的
に

給
油
す

る
も

の
と

す
る

。

（
給
油

単
価

）

第
２
条

揮
発
油

等
１
リ

ッ
ト

ル
当

た
り
の

単
価

は
、

当
該
給

油
月

に
一

般
財

団
法
人

日
本

エ
ネ

ル
ギ
ー

経
済

研
究

所
・
石

油
情

報
セ
ン

タ
ー

公
表

の
１
リ

ッ
ト

ル
当

た
り
の

静
岡

県
平

均
単

価
を
基

準
に

し
て

、
甲
、

乙
誠

意
を

持
っ

て
協
議

し
決

定
す

る
も
の

と
す

る
。

（
代
金

の
請

求
及

び
支
払

い
）

第
３
条

乙
に
所

属
す
る

登
録

給
油

所
は
、

給
油

後
に

甲
の
車

両
に

給
油

し
た

給
油
伝

票
を

請
求
書

に
添

え
て

、
代
金

を
甲

（
本

庁
分

は
出
納

局
用

度
課

、
各
出

先
機

関
分

は
そ
れ

ぞ

れ
の
出

先
機

関
）

に
請
求

す
る

も
の

と
し

、
甲
は

請
求

内
容

を
確
認

後
、

乙
に

所
属
す

る

登
録
給

油
所

に
対

し
速
や

か
に

支
払

う
も

の
と
す

る
。

（
協
議

)

第
４
条

こ
の
協

定
に
定

め
る

も
の

の
ほ
か

、
必

要
な

事
項
に

つ
い

て
は

、
そ

の
都
度

、
甲

乙
協

議
し
て

定
め

る
も

の
と
す

る
。

（
効
力

）

第
５
条

こ
の
協

定
は
、

協
定

締
結

の
日
か

ら
効

力
を

生
じ
る

。
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（
附
則

）

本
協
定

発
効

と
同

時
に
平

成
1
3
年
５

月
1
0
日

付
け

で
締
結

し
た

緊
急

通
行
に

必
要

な
自

動
車
用

燃
料
の

供
給

に
関

す
る
協

定
は

そ
の

効
力

を
失
う

。

上
記

の
協

定
の

成
立

を
証

す
る

た
め

、
本

書
２

通
を

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
そ
の

１
通

を
所

持
す
る

。

平
成

3
1
年

４
月

１
日

甲
静

岡
市

葵
区

追
手
町

９
番

６
号

静
岡
県

知
事

川
勝

平
太

乙
静

岡
市

駿
河

区
緑
が

丘
町

１
番

３
号

静
岡
県

石
油

業
協
同

組
合

理
事
長

鈴
木

裕
司

「
緊

急
通

行
に
必

要
な

自
動

車
燃
料

の
供

給
に

関
す

る
協
定

書
」

の
運

用
に
つ

い
て

本
協

定
に

つ
い

て
は
、

下
記

の
と

お
り
行

う
も

の
と

す
る
。

１
適

用
す

る
県

の
機
関

知
事

部
局

の
本
庁

及
び

出
先

機
関
と

す
る

。

２
適

用
期

間

静
岡

県
災

害
対

策
本

部
又
は

静
岡

県
地

震
災

害
警
戒

本
部

が
設

置
さ
れ

て
い

る
と

き
。

３
給

油
要

請
時

の
証
明

書
に

つ
い

て

協
定

書
第

１
条

第
１
項

の
緊

急
通

行
車
両

確
認

証
明

書
等
と

は
、
①
緊

急
通
行

車
両

等
確

認
証

明
書

、
②

緊
急

通
行
車

両
等

確
認

標
章

と
す
る

。

各
警

察
署

に
緊

急
通
行

車
両

等
事

前
届
出

書
を

提
出

す
る
こ

と
に

よ
り

、
緊
急

通
行

車
両
等

事
前

届
出

済
証
が

封
筒

入
り

で
交
付

さ
れ

る
。
こ
の

封
筒
は

開
封

し
て

は
な

ら
な
い

も
の

と
な

っ
て
い

る
。
災
害

対
策

基
本
法

に
よ

る
通

行
の
禁

止
又

は
制

限
が

行
わ
れ

て
い

る
道

路
に
お

い
て

、
警

察
署

や
道
路

の
検

問
所

に
こ
の

封
筒

を
渡

す
こ

と
に
よ

り
、
①
と

②
が

交
付

さ
れ
る

。
②

を
目
に

付
く

場
所

に
提
示

す
る

事
に

よ
り

緊
急
通

行
車

両
と

な
る
。

４
既

存
の

給
油

の
単
価

契
約

と
の

調
整

本
協

定
が

適
用

可
能

な
場
合

で
あ

っ
て

も
、
各

機
関

が
給
油

の
単

価
契

約
を
行

っ
て

い
る

業
者
か

ら
給

油
が

可
能
な

場
合

に
は

、
当

該
単
価

契
約

に
基

づ
く
給

油
も

可
能

と
す
る

。

５
そ

の
他

本
協

定
適

用
時

は
、
指
定

の
給

油
伝

票
（
様

式
第

１
）
に
よ

り
揮

発
油

等
の
納

入
を

要
請

す
る
。
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年
月

日

※
 こ

の
給

油
伝

票
は

緊
急

通
行

車
両

へ
の

給
油

以
外

に
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

様
式

第
１

（
甲

）
[県

担
当

者
控

え
]

静
  
  

岡
  
  

県

緊
急

通
行

車
両

用
燃

料
給

油
伝

票

下
記

の
と

お
り

給
油

し
て

く
だ

さ
い

。

給
油

要
請

元
県

 機
 関

 名

会
　

 社
　

 名

給
 油

 所
 名

様

（所
在

市
町

名
）

№

車
両

登
録

番
号

沼
津

・
静

岡
・

浜
松

富
士

山
 ・

 伊
 豆

運
転

者
氏

名

県
有

・
借

上
げ

の
別

県
有

車
両

・
借

上
げ

車
両

ガ
ソ

リ
ン

ℓ

軽
油

ℓ

　
　

相
手

方
の

名
称

欄
に

は
、

給
油

要
請

先
の

会
社

名
及

び
  

 給
油

所
名

、
給

油
所

の
所

在
市

町
名

を
明

記
す

る
こ

と
。

備
考

給 油 要 請 先

年
月

日

※
 こ

の
給

油
伝

票
は

緊
急

通
行

車
両

へ
の

給
油

以
外

に
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

様
式

第
１

（
乙

）
[要

請
（
給

油
所

に
提

出
）
]

静
  
  

岡
  
  

県

緊
急

通
行

車
両

用
燃

料
給

油
伝

票

下
記

の
と

お
り

給
油

し
て

く
だ

さ
い

。

給
油

要
請

元
県

 機
 関

 名
印

会
　

 社
　

 名

給
 油

 所
 名

様

（所
在

市
町

名
）

№

沼
津

・
静

岡
・

浜
松

車
両

登
録

番
号

富
士

山
 ・

 伊
 豆

運
転

者
氏

名

県
有

・
借

上
げ

の
別

県
有

車
両

・
借

上
げ

車
両

ガ
ソ

リ
ン

ℓ

軽
油

ℓ

　
　

　
 給

油
代

金
の

請
求

先
は

上
記

の
県

機
関

に
な

り
ま

す
。

　
　

　
請

求
書

に
こ

の
伝

票
を

添
え

て
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。
備

考

給 油 要 請 先
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[資料編Ⅱ]

19-2-3 航空燃料供給に関する協定書
（県消防保安課）

静岡県（以下「甲」という。）と （以下「乙」という。）とは、地震災害警戒宣言発令時及び地震災害発生後等の

ヘリコプターの災害応急対策活動等に必要な燃料（以下「航空燃料」という。）の調達に関し、次のとおり協定する。

（燃料供給の要請）

第１条 甲は、甲の所有する防災ヘリコプター及び他県からの応援ヘリコプターの災害応急対策活動等のため緊急に燃料を必

要とする場合は、乙に航空燃料の供給（以下「供給」という。）を文書又は口頭で要請する。

２ 乙は、甲から前項の規定による要請を受けたときは、乙が所有する航空燃料の供給が可能な状態であれば、甲に対し優先

的に供給するものとする。

（供給の実行）

第２条 航空燃料の供給の場所及び供給方法は、甲が指定するものとし、乙は、指定された場所に速やかに航空燃料を運搬す

る。

２ 甲は、乙から給油を受けようとするときは、別に定める給油すべき航空燃料の数量を記入した航空機用給油伝票（以下「給

油伝票」という。）により給油を受けるものとする。

（不適格油の場合の措置）

第３条 乙が、不適格油品を給油したことにより甲に損害を与えたときは、乙は、その損害を賠償しなければならない。

（単価及び経費）

第４条 航空燃料１リットル当たりの単価及び供給に要する経費は、供給時における適正な価格を基準にして甲、乙協議して決

定する。

（代金の請求）

第５条 乙は、甲から受領した給油伝票等を請求書に添えて、供給した航空燃料代金及び供給に要した経費を甲に請求するも

のとする。

（代金の支払い）

第６条 甲は、前条の規定により乙から適法な請求書を受理したときは、その日から３０日以内に当該請求金額を乙に支払うも

のとする。

（協定に定めのない事項等の処理）

第７条 この協定に定めのない事項又は疑義を生じた事項等については、その都度、甲、乙協議して処理するものとする。

（有効期間）

第８条 この協定の有効期間は平成 年４月１日から平成 年3月31日までとする。

２ 前項の期間満了の１か月前に、甲又は乙いずれか一方からこの協定終了又は改定の意思表示がないときは、更に１年間有

効期間を延長するものとし、以後この例による。

この協定の成立を証するため本書２通を作成し、甲、乙記名押印の上、各自１通を保有する。

平成 年 月 日

（甲） 静岡市追手町９番６号

静岡県知事 石川嘉延

（乙） アイカワ株式会社

アビエーショングランドサービス株式会社

鈴与商事株式会社 （順不同）
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[資
料

編
Ⅱ

]

1
9
-
2
-
4

船
舶

に
よ

る
輸

送
等

に
関

す
る

協
定

書

（
県

危
機

対
策

課
）

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

静
岡

県
内

航
海

運
組

合
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

東
海

地
震

等
大

規
模

地
震

発
生

時

に
お

け
る

船
舶

に
よ

る
輸

送
等

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（
協

定
の

趣
旨

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
東

海
地

震
等

大
規

模
地

震
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

、
海

上
に

お
け

る
緊

急
輸

送
を

確
保

す
る

た
め

に
、

甲
が

乙
に

対
し

て
船

舶
に

よ
る

輸
送

等
の

業
務

に
関

し
協

力
を

求
め

る
と

き
の

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（
要

請
）

第
２

条
甲

は
、

地
震

に
よ

る
災

害
が

発
生

し
、

次
条

に
掲

げ
る

業
務

を
遂

行
す

る
た

め
乙

の
協

力
を

得
る

必
要

が
あ

る
と

き
は

、

乙
に

対
し

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
前

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
は

、
様

式
第

1
号

に
よ

り
業

務
の

内
容

及
び

期
間

等
を

指
定

し
て

文
書

で
行

う
。

た
だ

し
、

文
書

で
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
無

線
、

電
話

又
は

口
頭

で
要

請
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。

（
業

務
の

内
容

）

第
３

条
本

協
定

に
よ

り
、

甲
が

乙
に

対
し

協
力

を
要

請
す

る
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

災
害

救
助

に
必

要
な

生
活

必
需

品
等

の
輸

送
業

務

(2
)

災
害

応
急

対
策

の
実

施
の

た
め

に
必

要
な

資
機

材
等

の
輸

送
業

務

(3
)

そ
の

他
甲

が
必

要
と

す
る

船
舶

に
よ

る
応

急
対

策
業

務

（
業

務
の

実
施

）

第
４

条
乙

は
、

第
２

条
の

規
定

に
よ

り
要

請
を

受
け

た
と

き
は

、
所

属
す

る
組

合
員

を
し

て
甲

が
必

要
と

す
る

業
務

を
可

能
な

限
り

実
施

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。

（
業

務
報

告
）

第
５

条
乙

は
、

前
条

の
業

務
を

実
施

し
た

と
き

は
、

当
該

業
務

の
終

了
後

速
や

か
に

、
様

式
第

２
号

に
よ

り
そ

の
状

況
を

報
告

す

る
。

た
だ

し
、

文
書

で
報

告
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
無

線
、

電
話

又
は

口
頭

で
報

告
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。

（
費

用
の

負
担

）

第
６

条
第

４
条

の
規

定
に

よ
り

乙
の

組
合

員
が

実
施

し
た

業
務

に
要

し
た

人
件

費
、

燃
料

費
そ

の
他

の
経

費
は

甲
が

負
担

す
る

。

２
前

項
の

費
用

は
、

当
該

地
域

に
お

け
る

通
常

の
実

費
と

し
、

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
。

（
費

用
の

請
求

及
び

支
払

い
）

第
７

条
乙

の
組

合
員

は
、

業
務

の
終

了
後

、
当

該
業

務
に

要
し

た
前

条
の

費
用

に
つ

い
て

甲
に

請
求

す
る

も
の

と
す

る
。

２
甲

は
、

前
項

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
は

、
内

容
を

確
認

し
、

速
や

か
に

そ
の

費
用

を
支

払
う

も
の

と
す

る
。

[資
料

編
Ⅱ

]

（
従

事
者

の
災

害
補

償
）

第
８

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

業
務

の
実

施
に

よ
り

、
当

該
業

務
に

従
事

し
た

乙
の

組
合

員
が

当
該

業
務

の
た

め
に

損
害

を

被
っ

た
場

合
に

は
、

静
岡

県
地

震
対

策
推

進
条

例
第

３
４

条
第

１
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（
損

害
賠

償
の

負
担

）

第
９

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

業
務

の
実

施
に

よ
り

、
当

該
業

務
に

従
事

し
た

乙
の

組
合

員
が

当
該

業
務

を
遂

行
す

る
に

あ

た
り

他
人

に
損

害
を

加
え

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

者
の

責
任

に
関

わ
る

損
害

賠
償

の
額

が
確

定
し

た
と

き
は

、
静

岡
県

地
震

対

策
推

進
条

例
第

３
４

条
第

２
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（
協

力
組

合
員

名
簿

の
提

出
）

第
１

０
条

乙
は

、
所

属
す

る
組

合
員

の
う

ち
、

船
舶

を
所

有
す

る
者

の
名

簿
を

、
毎

年
１

回
甲

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。

（
協

議
）

第
１

１
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

そ
の

都
度

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（
有

効
期

間
）

第
１

２
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

１
２

年
１

月
２

０
日

か
ら

、
そ

の
効

力
を

有
す

る
も

の
と

し
、

甲
、

乙
が

文
書

を
も

っ
て

協
定

の
終

了
を

通
知

し
な

い
限

り
、

そ
の

効
力

を
継

続
す

る
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

を
２

通
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
１

通
を

保
有

す
る

。

平
成

１
２

年
１

月
２

０
日

甲
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

乙
静

岡
県

内
航

海
運

組
合

理
事

長
藤

原
節

男
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様
式

第
１

号

第
号

平
成

年
月

日

静
岡

県
内

航
海

運
組

合
理

事
長

氏
名

様

静
岡

県
知

事
氏

名

船
舶

に
よ

る
輸

送
等

の
業

務
へ

の
協

力
要

請
に

つ
い

て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
船

舶
に

よ
る

輸
送

等
に

関
す

る
協

定
書

第
２

条
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

要
請

し
ま

す
。

な
お

、
業

務
の

実
施

状
況

を
別

紙
様

式
第

２
号

に
よ

り
報

告
願

い
ま

す
。

記

１
災

害
救

助
に

必
要

な
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

業
務

２
災

害
応

急
対

策
の

実
施

の
た

め
に

必
要

な
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

３
そ

の
他

の
応

急
対

策
業

務

輸
送

物
資

数
量

輸
送

活
動

期
間

輸
送

区
間

備
考

（
自

）
月

日

（
至

）
月

日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

輸
送

物
資

数
量

輸
送

活
動

期
間

輸
送

区
間

備
考

（
自

）
月

日

（
至

）
月

日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

業
務

内
容

業
務

期
間

業
務

場
所

備
考

（
自

）
月

日

（
至

）
月

日

地
先

か
ら

地
先

ま
で
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様
式

第
２

号

第
号

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
氏

名
様

静
岡

県
内

航
海

運
組

合
理

事
長

氏
名

船
舶

に
よ

る
輸

送
等

の
業

務
の

実
施

状
況

の
報

告
に

つ
い

て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
船

舶
に

よ
る

輸
送

等
に

関
す

る
協

定
書

第
５

条
の

規
定

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

報
告

し
ま

す
。

記

１
災

害
救

助
に

必
要

な
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

業
務

２
災

害
応

急
対

策
の

実
施

の
た

め
に

必
要

な
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

３
そ

の
他

の
応

急
対

策
業

務

輸
送

業
務

期
日

輸
送

物
資

数
量

輸
送

区
間

延
べ

輸
送

回
数

従
事

人

員

従
事

船
舶

数

備
考

月
日

地
先

か
ら

回
人

隻

輸
送

業
務

期
日

輸
送

物
資

数
量

輸
送

区
間

述
べ

輸
送

回
数

従
事

人

員

従
事

船
舶

数

備
考

月
日

地
先

か
回

人
隻

業
務

期
日

業
務

内
容

業
務

場
所

従
事

人

員

従
事

船
舶

数

備
考

月
日

地
先

人
隻

-500-
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1
9
-
2
-
5

漁
船

に
よ

る
緊

急
輸

送
活

動
に

関
す

る
協

定
書

（
県

水
産

資
源

課
）

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

市
町

村
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
と

漁
業

協
同

組
合

（
以

下
「
丙

」
と

い
う

。
）

と
は

、
地

震
に

よ
る

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
漁

船
に

よ
る

緊
急

輸
送

活
動

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（
協

定
の

趣
旨

）

第
1

条
こ

の
協

定
は

、
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

（平
成

8
年

3
月

28
日

条
例

第
1

号
）第

29
条

第
3

項
及

び
第

35
条

の
規

定
に

基

づ
き

、
甲

又
は

乙
が

、
丙

に
対

し
、

緊
急

輸
送

活
動

へ
の

協
力

を
求

め
る

場
合

に
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（
要

請
）

第
２

条
甲

は
、

地
震

に
よ

る
災

害
が

発
生

し
、

海
上

に
お

け
る

緊
急

輸
送

が
最

適
と

判
断

し
た

場
合

で
あ

っ
て

、
漁

船
以

外
の

船
舶

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
丙

に
対

し
、

緊
急

輸
送

活
動

へ
の

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
乙

は
、

地
震

に
よ

る
災

害
が

発
生

し
、

海
上

に
お

け
る

緊
急

輸
送

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

丙
に

対
し

、
緊

急
輸

送
活

動
へ

の
協

力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
要

請
の

方
法

）

第
３

条
前

条
の

規
定

に
よ

る
要

請
は

、
様

式
第

１
号

に
よ

り
緊

急
輸

送
活

動
の

内
容

及
び

期
間

等
を

指
定

し
て

、
文

書
で

行
う

。
た

だ
し

、
文

書

で
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
無

線
、

電
話

又
は

口
頭

で
要

請
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。

２
甲

か
ら

丙
に

対
す

る
要

請
は

、
乙

を
経

由
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。

（
緊

急
輸

送
活

動
）

第
４

条
甲

又
は

乙
が

、
丙

に
対

し
て

協
力

を
要

請
す

る
緊

急
輸

送
活

動
は

、
次

に
掲

げ
る

活
動

と
す

る
。

(1
)

被
災

者
（
滞

留
者

を
含

む
。

）
の

輸
送

活
動

(2
)

災
害

救
助

に
必

要
な

生
活

必
需

品
等

の
輸

送
活

動

(3
)

災
害

応
急

対
策

の
実

施
の

た
め

に
必

要
な

人
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

活
動

（
緊

急
輸

送
活

動
の

実
施

）

第
５

条
丙

は
、

第
2

条
の

規
定

に
よ

る
要

請
を

受
け

た
と

き
は

、
所

属
す

る
組

合
員

（准
組

合
員

を
含

む
。

）の
う

ち
漁

船
を

所
有

す
る

者
の

協

力
を

得
て

、
当

該
要

請
に

基
づ

く
緊

急
輸

送
活

動
を

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

（
活

動
報

告
）

第
６

条
丙

は
、

前
条

の
緊

急
輸

送
活

動
を

実
施

し
た

と
き

は
、

当
該

活
動

の
終

了
後

速
や

か
に

、
様

式
第

2
号

に
よ

り
そ

の
状

況
を

報
告

す
る

。

た
だ

し
、

文
書

で
報

告
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
無

線
、

電
話

又
は

口
頭

で
報

告
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。

２
甲

に
対

す
る

前
項

の
規

定
に

よ
る

報
告

は
、

乙
を

経
由

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

（
費

用
の

負
担

）

第
7

条
第

2
条

第
1

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
に

よ
っ

て
実

施
し

た
緊

急
輸

送
活

動
に

要
し

た
人

件
費

、
燃

料
費

そ
の

他
の

費
用

は
、

甲
又

は
甲

に
緊

急
輸

送
の

確
保

を
求

め
た

市
町

村
が

負
担

す
る

よ
う

措
置

す
る

。

２
第

2
条

第
2

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
に

よ
っ

て
実

施
し

た
緊

急
輸

送
活

動
に

要
し

た
人

件
費

、
燃

料
費

そ
の

他
の

費
用

は
、

乙
が

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

（
費

用
の

請
求

及
び

支
払

い
）

第
8

条
丙

は
、

緊
急

輸
送

活
動

の
終

了
後

、
当

該
活

動
に

要
し

た
前

条
第

1
項

の
費

用
に

つ
い

て
は

甲
に

、
前

条
第

2
項

の

費
用

に
つ

い
て

は
乙

に
請

求
す

る
も

の
と

す
る

。

２
甲

又
は

乙
は

、
前

項
の

請
求

が
あ

っ
た

と
き

は
、

内
容

を
確

認
し

、
速

や
か

に
そ

の
費

用
を

支
払

う
も

の
と

す
る

。
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（
従

事
者

の
災

害
補

償
）

第
9

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

緊
急

輸
送

活
動

の
実

施
に

よ
り

、
当

該
活

動
に

従
事

し
た

丙
の

組
合

員
が

当
該

業
務

の
た

め
に

損
害

を
被

っ
た

場
合

に
は

、
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

第
3
4

条
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（
損

害
賠

償
の

負
担

）

第
1
0

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

緊
急

輸
送

活
動

の
実

施
に

よ
り

、
当

該
活

動
に

従
事

し
た

丙
の

組
合

員
が

当
該

業
務

を

遂
行

す
る

に
当

た
り

他
人

に
損

害
を

加
え

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

も
の

の
責

任
に

係
る

損
害

賠
償

の
額

が
確

定
し

た
と

き
は

、

静
岡

県
地

震
対

策
推

進
条

例
第

3
4

条
第

２
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（
協

力
組

合
員

名
簿

の
提

出
）

第
1
1

条
丙

は
、

所
属

す
る

組
合

員
（
准

組
合

員
を

含
む

。
）
の

う
ち

、
漁

船
を

所
有

す
る

者
で

あ
っ

て
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

緊
急

輸
送

活
動

に
協

力
で

き
る

も
の

の
名

簿
を

、
毎

年
１

回
乙

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。

（
協

議
）

第
１

２
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

そ
の

都
度

、
甲

乙
丙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（
有

効
期

間
）

第
１

３
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

年
月

日
か

ら
、

そ
の

効
力

を
有

す
る

も
の

と
し

、
甲

、
乙

又
は

丙
が

文
書

を
も

っ
て

協
定

の

終
了

を
通

知
し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
を

持
続

す
る

。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

３
通

を
作

成
し

、
甲

乙
丙

記
名

押
印

の
上

、
各

１
通

を
保

有
す

る
。

平
成

年
月

日

（
甲

）
静

岡
市

追
手

町
９

番
６

号

静
岡

県
知

事

（
乙

）
市

市
長

（
丙

）
市

漁
業

協
同

組
合

代
表

理
事

組
合

長

-501-
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様
式

第
１

号

第
号

平
成

年
月

日

漁
業

協
同

組
合

長
代

表
理

事
組

合
長

氏
名

様

静
岡

県
知

事
氏

名

(又
は

)

市
町

村
長

氏
名

漁
船

に
よ

る
緊

急
輸

送
活

動
へ

の
従

事
の

要
請

に
つ

い
て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
漁

船
に

よ
る

緊
急

輸
送

活
動

に
関

す
る

協
定

書
に

よ
り

、
下

記
の

と
お

り
要

請

し
ま

す
。

な
お

、
輸

送
活

動
の

実
施

状
況

を
別

紙
様

式
第

2
号

に
よ

り
報

告
願

い
ま

す
。

記

１
被

災
者

（
滞

留
者

を
含

む
。

）
の

輸
送

活
動

輸
送

人
員

数
輸

送
活

動
期

間
輸

送
区

間
備

考

(自
)

月
日

地
先

か
ら

人

(至
)

月
日

地
先

ま
で

２
災

害
救

助
に

必
要

な
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

活
動

輸
送

物
資

輸
送

物
資

数
量

輸
送

活
動

期
間

輸
送

区
間

備
考

(自
)

月
日

地
先

か
ら

(至
)

月
日

地
先

ま
で

３
災

害
応

急
対

策
の

実
施

の
た

め
に

必
要

な
人

員
、

資
機

材
の

輸
送

活
動

輸
送

者
（物

）
輸

送
数

輸
送

活
動

期
間

輸
送

区
間

備
考

輸
(自

)
月

日
地

先
か

ら

送
人

者
(至

)
月

日
地

先
ま

で

輸
(自

)
月

日
地

先
か

ら

送 物
(至

)
月

日
地

先
ま

で

第
２

条
第

１
項

第
２

条
第

２
項

[資
料

編
Ⅱ

]

様
式

第
２

号

第
号

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
氏

名
様

(又
は

)

市
町

村
長

氏
名

様

漁
業

協
同

組
合

長
代

表
理

事
組

合
長

氏
名

漁
船

に
よ

る
緊

急
輸

送
活

動
の

実
施

状
況

の
報

告
に

つ
い

て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
漁

船
に

よ
る

緊
急

輸
送

活
動

に
関

す
る

協
定

書
第

6
条

第
1

項
の

規
定

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

報
告

し

ま
す

。

記

１
被

災
者

（
滞

留
者

を
含

む
。

）
の

輸
送

活
動

輸
送

活
動

期
日

輸
送

人
員

数
輸

送
区

間
延

べ
輸

送回
数

従
事

人
員

従
事

漁
船

隻
数

備
考

月
日

人
地先か

ら
地

先ま
で

回
人

隻

月
日

２
災

害
救

助
に

必
要

な
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

活
動

輸
送

活
動

期
日

輸
送

物
資

輸送
物資

数
量

輸
送

区
間

延べ
輸送回

数
従

事
人
員

従事
漁船

隻
数

備
考

月
日

地先
から

地先
まで

回
人

隻

３
災

害
応

急
対

策
の

実
施

の
た

め
に

必
要

な
人

員
、

資
機

材
の

輸
送

活
動

輸
送

活
動

期
日

輸
送

者
（物

）
輸

送
数

輸
送

区
間

延べ
輸送回

数
従

事
人

員
従

事漁
船

隻
数

備
考

輸
月

日
人

地先か
ら

地先
まで

回
人

隻

送 者
月

日

輸
月

日
人

地先か
ら

地先
まで

回
人

隻

送 物
月

日
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漁
船
に

よ
る
緊

急
輸
送

活
動
に

関
す
る

協
定
締

結
状
況

整
理

番
号

甲
乙

丙
（
漁

協
）

締
結

状
況

等

１
熱

海
市

初
島

1
0
．

２
．

２
締

結

２
静

大
熱

海
1
0
．

２
．

２
締

結

３
岡

い
と

う
（
旧

網
代

港
）

1
0
．

２
．

２
締

結

４
県

伊
東

市
い

と
う

（
旧

伊
東

市
）

1
0
．

１
．

1
2

締
結

い
と

う
（
旧

八
幡

野
）

1
0
．

１
．

1
2

締
結

５
東

伊
豆

町

河
津

町

伊
豆

（
旧

稲
取

）
1
0
．

８
．

1
2

締
結

６
下

田
市

伊
豆

（
旧

下
田

）
1
0
．

1
2
．

2
8

締
結

７
南

伊
豆

町
伊

豆
（
旧

南
伊

豆
町

）
９

．
７

．
1
8

締
結

８
松

崎
町

伊
豆

（
旧

松
崎

）
1
0
．

３
．

1
7

締
結

９
西

伊
豆

町
伊

豆
（
旧

仁
科

）
1
0
．

３
．

２
締

結

１
０

伊
豆

（
旧

田
子

）
1
0
．

３
．

２
締

結

１
１

（
旧

賀
茂

村
）

伊
豆

（
旧

安
良

里
）

９
．

７
．

1
0

締
結

１
２

伊
豆

市
（
旧

土
肥

町
）

伊
豆

（
旧

土
肥

）
1
0
．

５
．

７
締

結

１
３

沼
津

市
内

浦
９

．
４

．
2
3

締
結

１
４

静
浦

９
．

４
．

2
3

締
結

１
５

沼
津

我
入

道
９

．
４

．
2
3

締
結

１
６

（
旧

戸
田

村
）

戸
田

９
．

７
．

1
0

締
結

１
７

富
士

市
田

子
の

浦
1
0
．

８
．

2
0

締
結

１
８

（
旧

由
比

町
）

由
比

港
９

．
1
2
．

１
締

結

１
９

静
岡

市
（
旧

清
水

市
）

清
水

1
0
．

７
．

1
6

締
結

２
０

清
水

（
旧

静
岡

）
1
0
．

９
．

１
締

結

２
１

焼
津

市
焼

津
９

．
２

．
2
1

締
結

２
２

小
川

９
．

２
．

2
1

締
結

２
３

（
旧

大
井

川
町

）
大

井
川

港
９

．
３

．
2
7

締
結

２
４

吉
田

町
南

駿
河

湾
（
旧

吉
田

町
）

1
0
．

７
．

２
締

結

２
５

牧
之

原
市

（
旧

相
良

町
）

南
駿

河
湾

（
旧

坂
井

平
田

）
1
0
．

７
．

1
4

締
結

２
６

〃
（
旧

相
良

町
）

1
0
．

７
．

1
4

締
結

２
７

南
駿

河
湾

（
旧

地
頭

方
）

1
0
．

７
．

1
4

締
結

２
８

御
前

崎
市

（
旧

御
前

崎
町

）
南

駿
河

湾
（
旧

御
前

崎
）

９
．

８
．

１
締

結

２
９

磐
田

市
（
旧

福
田

町
）

遠
州

（
旧

福
田

町
）

1
0
．

７
．

1
0

締
結

３
０

浜
松

市
(旧

舞
阪

町
、

旧
雄

踏
町

、
旧

細
江

町
、

旧
三

ケ
日

町
)

湖
西

市
（
旧

新
居

町
）

浜
名

1
0
．

４
．

1
3

締
結

-503-
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1
9
-
2
-
6

旅
客

船
に

よ
る

災
害

時
の

輸
送

等
に

関
す

る
協

定
書

（県
危

機
対

策
課

）

静
岡

県
（
以

下
「甲

」
と

い
う

。
）と

静
岡

県
旅

客
船

協
会

（
以

下
「乙

」と
い

う
。

）
と

は
、

東
海

地
震

等
大

規
模

地
震

発
生

時
に

お
け

る
船

舶
に

よ
る

輸
送

等
に

関
し

、
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

（協
定

の
趣

旨
）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
東

海
地

震
等

大
規

模
地

震
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

、
海

上
に

お
け

る
緊

急
輸

送
を

確
保

す
る

た
め

に
、

甲
が

乙
に

対

し
て

船
舶

に
よ

る
輸

送
等

の
業

務
に

関
し

協
力

を
求

め
る

と
き

の
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（要
請

）

第
２

条
甲

は
、

地
震

に
よ

る
災

害
が

発
生

し
、

次
条

に
掲

げ
る

業
務

を
遂

行
す

る
た

め
必

要
が

あ
る

と
き

は
、

乙
の

協
会

員
に

対
し

協
力

を
要

請

す
る

も
の

と
し

、
乙

の
協

会
員

は
、

可
能

な
限

り
こ

の
要

請
に

応
ず

る
も

の
と

す
る

。

２
前

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
は

、
様

式
第

１
号

に
よ

り
業

務
の

内
容

及
び

期
間

等
を

指
定

し
て

行
う

。

た
だ

し
、

文
書

で
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
電

話
又

は
口

頭
で

要
請

し
、

そ
の

後
速

や
か

に
文

書
を

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

３
甲

は
、

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
要

請
を

し
た

と
き

は
、

乙
に

対
し

そ
の

旨
を

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（業
務

の
内

容
）

第
３

条
本

協
定

に
よ

り
、

甲
が

乙
に

対
し

協
力

を
要

請
す

る
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(１
)

被
災

者
（滞

留
者

を
含

む
。

）の
輸

送
業

務

(２
)

災
害

救
助

に
必

要
な

食
料

品
、

生
活

必
需

品
等

の
輸

送
業

務

(３
)

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

要
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

(４
)

そ
の

他
船

舶
に

よ
る

支
援

業
務

（業
務

報
告

）

第
４

条
乙

の
協

会
員

は
、

前
条

の
業

務
を

実
施

し
た

と
き

は
、

当
該

業
務

の
終

了
後

速
や

か
に

、
様

式
第

２
号

に
よ

り
そ

の
業

務
内

容
を

甲
に

報

告
す

る
。

た
だ

し
、

文
書

で
報

告
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
業

務
の

完
了

を
電

話
又

は
口

頭
等

で
報

告
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

を
送

付

す
る

も
の

と
す

る
。

２
甲

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

業
務

報
告

を
受

け
た

と
き

は
、

乙
に

対
し

そ
の

旨
を

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（費
用

の
負

担
）

第
５

条
第

２
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
乙

の
協

会
員

が
実

施
し

た
業

務
に

要
し

た
人

件
費

、
燃

料
費

そ
の

他
の

経
費

は
甲

が
負

担
す

る
。

２
前

項
の

費
用

は
、

当
該

地
域

に
お

い
て

、
当

該
業

務
を

行
う

た
め

に
要

す
る

通
常

の
実

費
と

し
、

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
。

（費
用

の
請

求
及

び
支

払
い

）

第
６

条
乙

の
協

会
員

は
、

業
務

の
終

了
後

、
当

該
業

務
に

要
し

た
前

条
の

費
用

に
つ

い
て

甲
に

請
求

す
る

も
の

と
す

る
。

２
甲

は
、

前
項

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
は

、
内

容
を

確
認

し
、

甲
の

規
定

に
基

づ
き

そ
の

費
用

を
乙

の
協

会
員

に
支

払
う

も
の

と
す

る
。
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（従
事

者
の

災
害

補
償

）

第
７

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

業
務

の
実

施
に

よ
り

、
当

該
業

務
に

従
事

し
た

乙
の

協
会

員
が

当
該

業
務

の
た

め
に

損
害

を
被

っ
た

場
合

の

補
償

に
つ

い
て

は
、

静
岡

県
地

震
対

策
推

進
条

例
（
平

成
８

年
条

例
第

１
号

。
以

下
「
条

例
」と

い
う

。
）
第

３
４

条
第

１
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（損
害

賠
償

の
負

担
）

第
８

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く
業

務
の

実
施

に
よ

り
、

当
該

業
務

に
従

事
し

た
乙

の
協

会
員

が
当

該
業

務
を

遂
行

す
る

に
当

た
り

他
人

に
損

害
を

加
え

た
場

合
の

損
害

賠
償

に
つ

い
て

、
そ

の
者

の
責

任
に

関
わ

る
損

害
賠

償
の

額
が

確
定

し
た

と
き

は
、

条
例

第
３

４
条

第
２

項
の

規
定

を

適
用

す
る

。

（協
力

会
員

名
簿

の
提

出
）

第
９

条
乙

は
、

所
属

す
る

協
会

員
の

う
ち

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
業

務
に

協
力

で
き

る
も

の
の

名
簿

を
、

毎
年

１
回

甲
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

（協
議

）

第
10

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

関
し

て
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
そ

の
都

度
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（有
効

期
間

）

こ
の

協
定

は
、

平
成

14
年

1
2
月

26
日

か
ら

、
そ

の
効

力
を

有
す

る
も

の
と

し
、

甲
、

乙
が

文
書

を
も

っ
て

協
定

の
終

了
を

通
知

し
な

い
限

り
、

そ
の

効
力

を
継

続
す

る
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

を
２

通
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
１

通
を

保
有

す
る

。

平
成

14
年

12
月

26
日

（甲
）

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（乙
）

静
岡

県
旅

客
船

協
会

会
長

早
川

巖

-504-
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様
式

第
１

号

第
号

平
成

年
月

日

静
岡

県
旅

客
船

協
会

員
氏

名
様

静
岡

県
知

事
氏

名

旅
客

船
に

よ
る

輸
送

等
の

業
務

へ
の

協
力

要
請

に
つ

い
て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
旅

客
船

に
よ

る
災

害
時

の
輸

送
等

に
関

す
る

協
定

書
第

２
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

要
請

し
ま

す
。

な
お

、
業

務
終

了
後

、
実

施
し

た
業

務
内

容
を

別
紙

様
式

第
２

号
に

よ
り

報
告

願
い

ま
す

。

記

１
被

災
者

（滞
留

者
を

含
む

。
）の

輸
送

業
務

２
災

害
救

助
に

必
要

な
食

料
品

、
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

業
務

３
そ

の
他

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

人
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

輸
送

人
員

数
輸

送
活

動
期

間
輸

送
区

間
備

考

（自
）

月
日

（至
）

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

輸
送

物
資

数
量

輸
送

活
動

期
間

輸
送

区
間

備
考

（自
）

月
日

（至
）

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

輸
送

内
容

業
務

期
間

輸
送

区
間

備
考

（自
）

月
日

（至
）

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で
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様
式

第
２

号

第
号

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
氏

名
様

静
岡

県
旅

客
船

協
会

員
氏

名

旅
客

船
に

よ
る

輸
送

等
の

業
務

の
報

告
に

つ
い

て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
旅

客
船

に
よ

る
災

害
時

の
輸

送
等

に
関

す
る

協
定

書
第

４
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

報
告

し
ま

す
。

記

１
被

災
者

（滞
留

者
を

含
む

。
）の

輸
送

業
務

２
災

害
救

助
に

必
要

な
食

料
品

、
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

業
務

３
そ

の
他

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

人
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

業
務

実
施

月
日

輸
送

人
員

数
輸

送
区

間
輸

送
回

数
従

事
人

員
従

事
船

舶

数
備

考

月
日

人
地

先
か

ら
地

先
ま

で
延

回
人

隻

業
務

実
施

月
日

輸
送

物
資

数
量

輸
送

区
間

輸
送

回
数

従
事

人
員

従
事

船
舶

数
備

考

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

延
回

人
隻

業
務

実
施

月
日

業
務

内
容

輸
送

区
間

輸
送

回
数

従
事

人
員

従
事

船
舶

数
備

考

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

延
回

人
隻
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1
9
-
2
-
7

災
害

時
の

輸
送

等
の

業
務

に
関

す
る

協
定

書

（県
危

機
対

策
課

）

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

○
○

○
○

株
式

会
社

（以
下

「
乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

東
海

地
震

等
大

規
模

地
震

発
生

時
に

お
け

る
船

舶
に

よ
る

輸
送

等
の

業
務

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（協
定

の
趣

旨
）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
東

海
地

震
等

大
規

模
地

震
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

、
海

上
に

お
け

る
緊

急
輸

送
を

確
保

す
る

た
め

に
、

甲
が

乙
に

対

し
て

船
舶

に
よ

る
輸

送
等

の
業

務
に

関
し

協
力

を
求

め
る

と
き

の
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（要
請

）

第
２

条
甲

は
、

地
震

に
よ

る
災

害
が

発
生

し
、

次
条

に
掲

げ
る

業
務

を
遂

行
す

る
た

め
必

要
が

あ
る

と
き

は
、

乙
に

対
し

協
力

を
要

請
す

る
も

の
と

し
、

乙
は

、
可

能
な

限
り

こ
の

要
請

に
応

ず
る

も
の

と
す

る
。

２
前

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
は

、
様

式
第

１
号

に
よ

り
業

務
の

内
容

及
び

期
間

等
を

指
定

し
て

行
う

。

た
だ

し
、

文
書

で
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

、
電

話
又

は
口

頭
で

要
請

し
、

そ
の

後
速

や
か

に
文

書
を

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

（業
務

の
内

容
）

第
３

条
本

協
定

に
よ

り
、

甲
が

乙
に

対
し

協
力

を
要

請
す

る
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

（１
）

被
災

者
（滞

留
者

を
含

む
。

）の
輸

送
業

務

（２
）

災
害

救
助

に
必

要
な

食
料

品
、

生
活

必
需

品
等

の
輸

送
業

務

（３
）

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

要
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

（４
）

そ
の

他
船

舶
に

よ
る

支
援

業
務

（業
務

報
告

）

第
４

条
乙

は
、

前
条

の
業

務
を

実
施

し
た

と
き

は
、

当
該

業
務

の
終

了
後

速
や

か
に

、
様

式
第

２
号

に
よ

り
そ

の
業

務
内

容
を

甲
に

報
告

す
る

。
た

だ
し

、
文

書
で

報
告

す
る

い
と

ま
が

な
い

と
き

は
、

業
務

の
完

了
を

電
話

又
は

口
頭

等
で

報
告

し
、

そ
の

後
速

や
か

に
文

書
を

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

（費
用

の
負

担
）

第
５

条
第

２
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
乙

が
実

施
し

た
業

務
に

要
し

た
人

件
費

、
燃

料
費

そ
の

他
の

経
費

は
甲

が
負

担
す

る
。

２
前

項
の

費
用

は
、

当
該

地
域

に
お

い
て

、
当

該
業

務
を

行
う

た
め

に
要

す
る

通
常

の
実

費
と

し
、

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
。

（費
用

の
請

求
及

び
支

払
い

）

第
６

条
乙

は
、

業
務

の
終

了
後

、
当

該
業

務
に

要
し

た
前

条
の

費
用

に
つ

い
て

甲
に

請
求

す
る

も
の

と
す

る
。

２
甲

は
、

前
項

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
は

、
内

容
を

確
認

し
、

甲
の

規
定

に
基

づ
き

そ
の

費
用

を
乙

に
支

払
う

も
の

と
す

る
。

（従
事

者
の

災
害

補
償

）

第
７

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く
業

務
の

実
施

に
よ

り
、

当
該

業
務

に
従

事
し

た
乙

が
当

該
業

務
の

た
め

に
損

害
を

被
っ

た
場

合
の

補
償

に
つ

い

て
は

、
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

（平
成

８
年

条
例

第
１

号
。

以
下

「
条

例
」と

い
う

。
）第

３
４

条
第

１
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（損
害

賠
償

の
負

担
）

第
８

条
甲

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く
業

務
の

実
施

に
よ

り
、

当
該

業
務

に
従

事
し

た
乙

が
当

該
業

務
を

遂
行

す
る

に
当

た
り

他
人

に
損

害
を

加
え

た

場
合

の
損

害
賠

償
に

つ
い

て
、

そ
の

者
の

責
任

に
関

わ
る

損
害

賠
償

の
額

が
確

定
し

た
と

き
は

、
条

例
第

３
４

条
第

２
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（船
舶

名
簿

の
提

出
）

第
９

条
乙

は
、

保
有

す
る

船
舶

の
う

ち
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く
業

務
に

使
用

可
能

な
船

舶
の

名
簿

を
、

毎
年

１
回

甲
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

（協
議

）

第
1
0

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

関
し

て
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
そ

の
都

度
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。
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（有
効

期
間

）

第
11

条
こ

の
協

定
は

、
平

成
１

５
年

３
月

１
０

日
か

ら
、

そ
の

効
力

を
有

す
る

も
の

と
し

、
甲

、
乙

が
文

書
を

も
っ

て
協

定
の

終
了

を
通

知
し

な
い

限

り
、

そ
の

効
力

を
継

続
す

る
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

を
2

通
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
1

通
を

保
有

す
る

。

平
成

１
５

年
３

月
１

０
日

（甲
）

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（乙
）

○
○

○
○

株
式

会
社

代
表

取
締

役
○

○
○

○

以
下

の
と

お
り

協
定

を
締

結
し

て
い

る
。

締
結

者
（
乙

）
締

結
年

月
日

東
海

汽
船

株
式

会
社

代
表

取
締

役
鮫

島
宗

和
平

成
15

年
3

月
10

日

神
新

汽
船

株
式

会
社

代
表

取
締

役
柴

田
隆

至
〃
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様
式

第
１

号

第
号

平
成

年
月

日

東
海

汽
船

株
式

会
社

代
表

取
締

役
氏

名
様

静
岡

県
知

事
氏

名

災
害

時
の

輸
送

等
の

業
務

へ
の

協
力

要
請

に
つ

い
て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
災

害
時

の
輸

送
等

の
業

務
に

関
す

る
協

定
書

第
２

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
下

記
の

と

お
り

要
請

し
ま

す
。

な
お

、
業

務
終

了
後

、
実

施
し

た
業

務
内

容
を

別
紙

様
式

第
２

号
に

よ
り

報
告

願
い

ま
す

。

記

１
被

災
者

（滞
留

者
を

含
む

。
）の

輸
送

業
務

２
災

害
救

助
に

必
要

な
食

料
品

、
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

業
務

３
そ

の
他

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

人
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

輸
送

人
員

数
輸

送
活

動
期

間
輸

送
区

間
備

考

（自
）

月
日

（至
）

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

輸
送

物
資

数
量

輸
送

活
動

期
間

輸
送

区
間

備
考

（自
）

月
日

（至
）

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

輸
送

内
容

業
務

期
間

輸
送

区
間

備
考

（
自

）
月

日

（
至

）
月

日

地
先

か
ら

地
先

ま
で
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Ⅱ
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様
式

第
２

号

第
号

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
氏

名
様

東
海

汽
船

株
式

会
社

代
表

取
締

役
氏

名

災
害

時
の

輸
送

等
の

業
務

報
告

に
つ

い
て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
災

害
時

の
輸

送
等

の
業

務
に

関
す

る
協

定
書

第
４

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
下

記
の

と

お
り

報
告

し
ま

す
。

記

１
被

災
者

（滞
留

者
を

含
む

。
）の

輸
送

業
務

２
災

害
救

助
に

必
要

な
食

料
品

、
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

業
務

３
そ

の
他

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

人
員

、
資

機
材

等
の

輸
送

業
務

業
務

実
施

月
日

輸
送

人
員

数
輸

送
区

間
輸

送
回

数
従

事
人

員
従

事
船

舶

数
備

考

月
日

人
地

先
か

ら

地
先

ま
で

延
回

人
隻

業
務

実
施

月
日

輸
送

物
資

数
量

輸
送

区
間

輸
送

回
数

従
事

人

員

従
事

船
舶

数
備

考

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

延
回

人
隻

業
務

実
施

月
日

業
務

内
容

輸
送

区
間

輸
送

回
数

従
事

人
員

従
事

船
舶

数
備

考

月
日

地
先

か
ら

地
先

ま
で

延
回

人
隻

-507-
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1
9
-
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-
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山
梨

県
と

静
岡

県
の

消
防

防
災

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
運

航
不

能
期

間
等

に

お
け

る
相

互
応

援
協

定

（県
消

防
保

安
課

）

（目
的

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
山

梨
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
静

岡
県

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
に

お
い

て
、

消
防

防
災

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

（
以

下
「
ヘ

リ
」
と

い
う

。
）
を

使
用

し
た

消
防

防
災

業
務

に
関

す
る

相
互

応
援

に
つ

い
て

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

（耐
空

検
査

等
の

調
整

）

第
２

条
甲

及
び

乙
は

、
耐

空
検

査
等

に
つ

い
て

相
互

に
連

絡
し

、
点

検
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

調
整

す
る

。

（応
援

要
請

）

第
３

条
こ

の
協

定
に

基
づ

く
応

援
要

請
は

、
甲

及
び

乙
が

保
有

す
る

ヘ
リ

が
耐

空
検

査
及

び
整

備
等

に
よ

り
運

航
不

能
又

は
他

の
用

務
の

た
め

出
動

で
き

な
い

場
合

（
「
大

規
模

特
殊

災
害

時
に

お
け

る
広

域
航

空
消

防
応

援
実

施
要

綱
」
（
昭

和
６

１
年

５
月

３
０

日
付

消
防

救
第

６
１

号
消

防

庁
次

長
通

知
）
及

び
「
緊

急
消

防
援

助
隊

要
綱

」
（平

成
１

２
年

１
２

月
２

５
日

付
消

防
救

第
３

１
５

号
消

防
庁

長
官

通
知

）
の

対
象

と
な

る
場

合
を

除
く
。

）で
、

ヘ
リ

の
出

動
事

案
が

発
生

し
た

場
合

に
行

う
も

の
と

す
る

。

（応
援

）

第
４

条
前

条
に

よ
る

応
援

要
請

を
受

け
た

甲
又

は
乙

は
、

所
掌

業
務

、
気

象
条

件
等

に
よ

り
飛

行
に

支
障

が
あ

る
場

合
を

除
き

応
援

す
る

も
の

と

す
る

。

（応
援

活
動

の
位

置
付

け
）

第
５

条
応

援
活

動
の

内
容

が
救

急
搬

送
等

消
防

業
務

で
あ

る
場

合
に

は
、

甲
及

び
乙

の
保

有
す

る
ヘ

リ
の

出
動

に
あ

っ
て

は
、

当
該

ヘ
リ

の
航

空
隊

に
隊

員
の

派
遣

を
し

た
市

町
村

、
一

部
事

務
組

合
及

び
広

域
連

合
（
以

下
「
市

町
村

等
」
と

い
う

。
）
と

応
援

を
受

け
た

市
町

村
等

の
間

で
、

消
防

組
織

法
（昭

和
２

２
年

法
律

第
２

２
６

号
）
第

２
１

条
第

１
項

に
よ

る
応

援
活

動
が

あ
っ

た
も

の
と

す
る

。

（応
援

要
請

の
手

続
き

）

第
６

条
応

援
要

請
に

か
か

る
手

続
き

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。

(１
)

要
請

側
の

県
消

防
防

災
担

当
課

長
（
山

梨
県

に
あ

っ
て

は
消

防
防

災
課

長
を

い
い

、
静

岡
県

に
あ

っ
て

は
防

災
局

消
防

室
長

を
い

う
。

以

下
「
要

請
者

」
と

い
う

。
）
か

ら
応

援
側

の
県

消
防

防
災

担
当

課
長

（山
梨

県
に

あ
っ

て
は

消
防

防
災

課
長

を
い

い
、

静
岡

県
に

あ
っ

て
は

防
災

局
消

防
室

長
を

い
う

。
以

下
「応

援
者

」
と

い
う

。
）に

対
し

、
応

援
要

請
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

(２
)

応
援

要
請

は
、

電
話

に
て

速
報

後
、

応
援

側
の

定
め

て
い

る
緊

急
運

航
要

請
書

に
よ

り
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
を

用
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。

(３
)

応
援

者
は

、
出

動
の

可
否

を
決

定
し

、
当

該
消

防
防

災
航

空
隊

長
等

に
指

示
す

る
と

と
も

に
、

要
請

者
に

回
答

す
る

も
の

と
す

る
。

(４
)

消
防

防
災

航
空

隊
長

等
は

、
応

援
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
直

ち
に

要
請

内
容

に
対

応
す

る
出

動
態

勢
を

整
え

る
も

の
と

す
る

。

（応
援

の
中

断
）

第
７

条
応

援
側

の
都

合
で

ヘ
リ

を
復

帰
さ

せ
る

べ
き

特
別

な
事

態
が

生
じ

た
場

合
は

、
応

援
者

は
へ

リ
の

応
援

を
要

請
者

と
協

議
の

う
え

、
中

断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（応
援

の
始

期
及

び
終

期
）

第
８

条
こ

の
協

定
に

基
づ

く
応

援
は

、
ヘ

リ
が

応
援

要
請

を
受

け
て

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

出
発

し
た

と
き

か
ら

始
ま

り
、

ヘ
リ

ポ
ー

ト
に

帰
着

し
た

と
き

に
終

了
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
ヘ

リ
が

ヘ
リ

ポ
ー

ト
以

外
の

場
所

に
あ

る
と

き
に

、
飛

行
目

的
を

変
更

し
て

応
援

要
請

に
出

動
す

べ
き

命
令

が
あ

っ
た

と
き

は
、

そ
の

と
き

か
ら

こ
の

協
定

に
基

づ
く
応

援
は

始
ま

る
も

の
と

す
る

。

さ
ら

に
、

ヘ
リ

が
こ

の
協

定
に

基
づ

く
出

動
中

に
、

前
条

の
規

定
に

よ
り

応
援

出
動

が
中

断
さ

れ
、

復
帰

す
べ

き
命

令
が

あ
っ

た
と

き
は

、
そ

の

と
き

を
も

っ
て

こ
の

協
定

に
よ

る
応

援
は

終
了

す
る

も
の

と
す

る
。

[資
料

編
Ⅱ

]

（応
援

の
た

め
に

出
動

し
た

ヘ
リ

の
指

揮
）

第
９

条
応

援
出

動
し

た
ヘ

リ
の

指
揮

は
、

要
請

者
の

定
め

る
現

場
の

最
高

指
揮

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
応

援
活

動
の

内
容

が
第

５
条

に

該
当

す
る

場
合

の
ヘ

リ
の

指
揮

は
、

応
援

を
受

け
た

市
町

村
等

の
長

の
定

め
る

現
場

の
最

高
指

揮
者

が
行

う
も

の
と

す
る

。

２
当

該
ヘ

リ
に

搭
乗

し
て

い
る

指
揮

者
は

、
活

動
に

当
た

っ
て

前
項

に
規

定
す

る
現

場
の

最
高

指
揮

者
と

緊
密

な
連

絡
を

と
る

も
の

と
す

る
。

（経
費

の
負

担
）

第
1
0条

応
援

に
要

す
る

派
遣

職
員

の
給

与
、

ヘ
リ

の
燃

料
費

（
応

援
先

に
お

い
て

給
油

す
る

場
合

を
除

く
。

）
及

び
消

耗
品

費
等

の
通

常
経

費
並

び
に

応
援

職
員

の
公

務
災

害
に

係
る

災
害

補
償

費
は

、
応

援
側

の
負

担
と

す
る

。

２
応

援
中

に
発

生
し

た
事

故
の

処
理

に
要

す
る

経
費

の
う

ち
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

は
、

要
請

側
の

負
担

と
す

る
。

た
だ

し
、

応
援

側
の

重
大

な
過

失
に

よ
り

発
生

し
た

損
害

は
、

応
援

側
の

負
担

と
す

る
。

(１
)

土
地

、
建

物
、

工
作

物
等

に
対

す
る

補
償

費

(２
)

ヘ
リ

の
損

傷
に

対
す

る
諸

経
費

(３
）

一
般

人
の

死
傷

に
伴

う
損

害
補

償
に

要
す

る
諸

経
費

３
前

項
に

定
め

る
要

請
側

の
負

担
額

は
、

応
援

側
の

加
入

す
る

航
空

保
険

に
よ

り
支

払
わ

れ
る

金
額

又
は

そ
れ

と
同

等
の

金
額

を
控

除
し

た
金

額
と

す
る

。

４
前

各
号

に
定

め
る

も
の

以
外

に
要

し
た

そ
の

他
諸

経
費

の
負

担
に

つ
い

て
は

、
そ

の
都

度
協

議
し

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（情
報

交
換

）

第
11

条
こ

の
協

定
に

基
づ

き
甲

及
び

乙
は

相
互

に
域

内
の

臨
時

離
着

陸
場

等
に

つ
い

て
情

報
交

換
を

行
い

、
出

動
時

に
速

や
か

に
対

応
で

き
る

よ
う

日
頃

か
ら

努
め

る
も

の
と

す
る

。

（そ
の

他
）

第
12

条
こ

の
協

定
に

関
し

て
疑

義
又

は
定

め
の

な
い

事
項

が
生

じ
た

と
き

は
、

甲
及

び
乙

が
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

附
則

（施
行

期
日

）

こ
の

協
定

は
、

平
成

1
3年

1
2月

17
日

か
ら

施
行

す
る

。

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

及
び

乙
は

記
名

押
印

の
上

、
各

１
通

を
保

有
す

る
。

平
成

13
年

12
月

17
日

甲
山

梨
県

知
事

天
野

建

乙
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

-508-
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1
9
-
2
-
1
0

長
野

県
と

静
岡

県
の

消
防

防
災

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
運

航
不

能
期

間
等

に

お
け

る
相

互
応

援
協

定

（県
消

防
保

安
課

）

（目
的

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
長

野
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
静

岡
県

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
に

お
い

て
、

消
防

防
災

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

（
以

下
「
ヘ

リ
」
と

い
う

。
）
を

使
用

し
た

消
防

防
災

業
務

に
関

す
る

相
互

応
援

に
つ

い
て

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

（耐
空

検
査

等
の

調
整

）

第
２

条
甲

及
び

乙
は

、
耐

空
検

査
等

に
つ

い
て

相
互

に
連

絡
し

、
点

検
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

調
整

す
る

。

（応
援

要
請

）

第
３

条
こ

の
協

定
に

基
づ

く
応

援
要

請
は

、
甲

及
び

乙
が

保
有

す
る

ヘ
リ

が
耐

空
検

査
及

び
整

備
等

に
よ

り
運

航
不

能
又

は
他

の
用

務
の

た
め

出
動

で
き

な
い

事
案

が
発

生
し

た
場

合
に

行
う

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

「
大

規
模

特
殊

災
害

時
に

お
け

る
広

域
航

空
消

防
応

援
実

施
要

綱
」
（昭

和
61

年
５

月
30

日
付

消
防

救
第

61
号

消
防

庁
次

長
通

知
）
及

び
「
緊

急
消

防
援

助
隊

要
綱

」
（
平

成
12

年
12

月
25

日
付

消
防

救
第

31
5
号

消
防

庁
長

官
通

知
）の

対
象

と
な

る
事

案
並

び
に

海
難

救
助

の
た

め
の

事
案

を
除

く
。

（応
援

）

第
４

条
前

条
に

よ
る

応
援

要
請

を
受

け
た

甲
又

は
乙

は
、

所
掌

業
務

、
気

象
条

件
等

に
よ

り
飛

行
に

支
障

が
あ

る
場

合
を

除
き

応
援

す
る

も
の

と

す
る

。

（応
援

活
動

の
位

置
付

け
）

第
５

条
応

援
活

動
の

内
容

が
救

急
搬

送
等

消
防

業
務

で
あ

る
場

合
に

は
、

甲
及

び
乙

の
保

有
す

る
ヘ

リ
の

出
動

に
あ

っ
て

は
、

当
該

ヘ
リ

の
航

空
隊

に
隊

員
の

派
遣

を
し

た
市

町
村

、
一

部
事

務
組

合
及

び
広

域
連

合
（
以

下
「
市

町
村

等
」
と

い
う

。
）
と

応
援

を
受

け
た

市
町

村
等

の
間

で
、

消
防

組
織

法
（昭

和
22

年
法

律
第

2
26

号
）第

2
1条

第
１

項
に

よ
る

応
援

活
動

が
あ

っ
た

も
の

と
す

る
。

（応
援

要
請

の
手

続
き

）

第
６

条
応

援
要

請
に

か
か

る
手

続
き

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。

(１
)

要
請

側
の

県
消

防
防

災
担

当
課

長
（
長

野
県

に
あ

っ
て

は
危

機
管

理
・
消

防
防

災
課

長
を

い
い

、
静

岡
県

に
あ

っ
て

は
防

災
局

消
防

室
長

を
い

う
。

以
下

「
要

請
者

」
と

い
う

。
）
か

ら
応

援
側

の
県

消
防

防
災

担
当

課
長

（
長

野
県

に
あ

っ
て

は
危

機
管

理
・
消

防
防

災
課

長
を

い
い

、
静

岡
県

に
あ

っ
て

は
防

災
局

消
防

室
長

を
い

う
。

以
下

「応
援

者
」
と

い
う

。
）
に

対
し

、
応

援
要

請
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

(２
)

応
援

要
請

は
、

電
話

に
て

速
報

後
、

応
援

側
の

定
め

て
い

る
緊

急
運

航
要

請
書

に
よ

り
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
を

用
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。

(３
)

応
援

者
は

、
出

動
の

可
否

を
決

定
し

、
当

該
消

防
防

災
航

空
隊

長
等

に
指

示
す

る
と

と
も

に
、

要
請

者
に

回
答

す
る

も
の

と
す

る
。

(４
)

消
防

防
災

航
空

隊
長

等
は

、
応

援
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
直

ち
に

要
請

内
容

に
対

応
す

る
出

動
態

勢
を

整
え

る
も

の
と

す
る

。

（応
援

の
中

断
）

第
７

条
応

援
側

の
都

合
で

ヘ
リ

を
復

帰
さ

せ
る

べ
き

特
別

な
事

態
が

生
じ

た
場

合
は

、
応

援
者

は
へ

リ
の

応
援

を
要

請
者

と
協

議
の

う
え

、
中

断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（応
援

の
始

期
及

び
終

期
）

第
８

条
こ

の
協

定
に

基
づ

く
応

援
は

、
ヘ

リ
が

応
援

要
請

を
受

け
て

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

出
発

し
た

と
き

か
ら

始
ま

り
、

ヘ
リ

ポ
ー

ト
に

帰
着

し
た

と
き

に
終

了
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
ヘ

リ
が

ヘ
リ

ポ
ー

ト
以

外
の

場
所

に
あ

る
と

き
に

、
飛

行
目

的
を

変
更

し
て

応
援

要
請

に
出

動
す

べ
き

命
令

が
あ

っ
た

と
き

は
、

そ
の

と
き

か
ら

こ
の

協
定

に
基

づ
く
応

援
は

始
ま

る
も

の
と

す
る

。

さ
ら

に
、

ヘ
リ

が
こ

の
協

定
に

基
づ

く
出

動
中

に
、

前
条

の
規

定
に

よ
り

応
援

出
動

が
中

断
さ

れ
、

復
帰

す
べ

き
命

令
が

あ
っ

た
と

き
は

、
そ

の
と

き
を

も
っ

て
こ

の
協

定
に

よ
る

応
援

は
終

了
す

る
も

の
と

す
る

。
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（応
援

の
た

め
に

出
動

し
た

ヘ
リ

の
指

揮
）

第
９

条
応

援
出

動
し

た
ヘ

リ
の

指
揮

は
、

要
請

者
の

定
め

る
現

場
の

最
高

指
揮

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
応

援
活

動
の

内
容

が
第

５
条

に

該
当

す
る

場
合

の
ヘ

リ
の

指
揮

は
、

応
援

を
受

け
た

市
町

村
等

の
長

の
定

め
る

現
場

の
最

高
指

揮
者

が
行

う
も

の
と

す
る

。

２
当

該
ヘ

リ
に

搭
乗

し
て

い
る

指
揮

者
は

、
活

動
に

当
た

っ
て

前
項

に
規

定
す

る
現

場
の

最
高

指
揮

者
と

緊
密

な
連

絡
を

と
る

も
の

と
す

る
。

（経
費

の
負

担
）

第
1
0条

応
援

に
要

す
る

派
遣

職
員

の
給

与
、

ヘ
リ

の
燃

料
費

（
応

援
先

に
お

い
て

給
油

す
る

場
合

を
除

く
。

）
及

び
消

耗
品

費
等

の
通

常
経

費
並

び
に

応
援

職
員

の
公

務
災

害
に

係
る

災
害

補
償

費
は

、
応

援
側

の
負

担
と

す
る

。

２
応

援
中

に
発

生
し

た
事

故
の

処
理

に
要

す
る

経
費

の
う

ち
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

は
、

要
請

側
の

負
担

と
す

る
。

た
だ

し
、

応
援

側
の

重
大

な
過

失
に

よ
り

発
生

し
た

損
害

は
、

応
援

側
の

負
担

と
す

る
。

(１
)

土
地

、
建

物
、

工
作

物
等

に
対

す
る

補
償

費

(２
)

ヘ
リ

の
損

傷
に

対
す

る
諸

経
費

(３
)

一
般

人
の

死
傷

に
伴

う
損

害
補

償
に

要
す

る
諸

経
費

３
前

項
に

定
め

る
要

請
側

の
負

担
額

は
、

応
援

側
の

加
入

す
る

航
空

保
険

に
よ

り
支

払
わ

れ
る

金
額

又
は

そ
れ

と
同

等
の

金
額

を
控

除
し

た
金

額
と

す
る

。

４
前

各
号

に
定

め
る

も
の

以
外

に
要

し
た

そ
の

他
諸

経
費

の
負

担
に

つ
い

て
は

、
そ

の
都

度
協

議
し

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（情
報

交
換

）

第
１

１
条

こ
の

協
定

に
基

づ
き

甲
及

び
乙

は
相

互
に

域
内

の
臨

時
離

着
陸

場
等

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
行

い
、

出
動

時
に

速
や

か
に

対
応

で
き

る
よ

う
日

頃
か

ら
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（そ
の

他
）

第
１

２
条

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

又
は

定
め

の
な

い
事

項
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

及
び

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

附
則

（施
行

期
日

）

こ
の

協
定

は
、

平
成

1
5年

3
月

1日
か

ら
施

行
す

る
。

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

及
び

乙
は

記
名

押
印

の
上

、
各

１
通

を
保

有
す

る
。

平
成

15
年

３
月

１
日

甲
長

野
県

知
事

田
中

康
夫

乙
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

-509-
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1
9
-
2
-
1
1

四
県

一
市

航
空

消
防

防
災
相

互
応

援
協

定

(消
防
保

安
課
)

（
目
的
）

第
１

条
こ
の
協
定

は
、
岐

阜
県
、

静
岡
県
、
愛

知
県
、

三
重
県
及
び
名

古
屋
市

（
以

下
「
四

県
一
市

」

と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
回
転
翼
航
空
機
（
以
下
「
ヘ
リ
」
と
い
う
。
）

を
使

用
し
た
消

防
防

災
業

務
に

関
す
る
相
互
応
援
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
応
援
要
請
）

第
２

条
こ
の
協
定

に
基
づ

く
応
援

要
請
は
、
次

の
各
号

に
定
め
る
場
合

で
、
大

規
模

特
殊
災

害
時
に

お

け
る
広
域
航
空
消
防
応
援
実
施
要
綱（

昭
和

61
年

5
月

30
日
付
け
消
防
救

第
61

号
消
防
庁
次
長

通
知
）

の
対
象
と
な
る
大
規
模
特
殊
災
害
を
除
く
ヘ
リ
の
出
動
事
案
が
発
生

し
た
場
合
に
行

う
も

の
と
す
る
。

(1
)

保
有
す
る
ヘ

リ
（
代

替
機

を
含
む
。
以
下

同
じ

。
）
が
点
検

又
は

整
備
の

た
め

出
動
す

る
こ
と

が

で
き
な
い
場
合

（
次
号
か
ら
第

4
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

(
2)

保
有
す
る
ヘ

リ
の
み
で
は
、
出
動
事
案
に
応
え
ら
れ
な
い
場
合

(
3)

保
有
す
る
ヘ

リ
の
資
機
材
又
は
装
備
品
で
は
、
出
動
事
案
に
応
え
ら
れ
な
い

場
合

(
4)

保
有
す
る
ヘ

リ
が
出
動
体
制
を
整
え
る
ま
で
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
場
合

(
5)

そ
の
他
ヘ
リ

に
よ
る
応
援
活
動
が
有
効
な
場
合

（
応
援
要
請
手
続
）

第
３

条
前
条
に
規

定
す
る

応
援
要

請
の
手
続
き

は
、
電

話
又
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ

に
よ

り
次
の

事
項
を

明

ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(
1)

出
動
事
案
の

概
要

(
2)

必
要
な
応
援

の
内
容

(
3)

発
生
の
日
時

、
場
所
及
び
状
況

(
4)

現
場
の
最
高

指
揮
者
の
職
・
氏
名
及
び
現
場
へ
の
連
絡
方
法

(
5)

現
場
の
気
象

状
況

(
6)

ヘ
リ
が
離
着

陸
す
る
場
所
及
び
地
上
支
援
体
制

(
7)

応
援
に
要
す

る
資
機
材
の
品
目
及
び
数
量

(
8)

ヘ
リ
の
給
油

場
所

(
9)

そ
の
他
必
要

な
事
項

（
応
援
要
請
先
）

第
４

条
応
援
要
請

の
連
絡

先
は
、

大
規
模
特
殊

災
害
時

に
お
け
る
広
域

航
空
消

防
応

援
実
施

細
目
に

定

め
る
「
連
絡
・
要
請
窓
口
」
と
す
る
。

（
応
援
の
中
断
）

第
５
条

応
援
側
の
都

合
で
ヘ

リ
を
復

帰
さ
せ
る
べ

き
特
別

な
事
態
が
生
じ

た
場
合

は
、

応
援
側

の
長
は

ヘ

リ
の
応
援
を
要
請
側
と
協
議
の
う
え
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
応
援
の
始
期
及
び
終
期
）

第
６
条

こ
の
協
定
に

基
づ
く

応
援
は

、
ヘ
リ
が
応

援
要
請

を
受
け
て
ヘ
リ

ポ
ー
ト

を
出

発
し
た

と
き
か

ら

始
ま
り
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
帰
着
し
た
と
き
に
終
了
す
る
も
の
と
す
る

。

た
だ
し
、
ヘ
リ

が
ヘ
リ

ポ
ー
ト

以
外
の
場
所

に
あ
る

と
き
に
、
飛
行

目
的
を

変
更

し
て
応

援
に
出

動

す
べ
き
命
令
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
と
き
か
ら
こ
の
協
定
に
基
づ

く
応
援
は
始
ま

る
も

の
と
す
る
。

２
へ
リ
が
こ
の
協

定
に
基

づ
く
出

動
中
に
、
前

条
の
規

定
に
よ
り
応
援

出
動
が

中
断

さ
れ
、

復
帰
す

べ

き
命
令
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
と
き
を
も
っ
て
こ
の
協
定
に
よ
る

応
援
は
終
了
す

る
も

の
と
す
る
。

（
事
故
等
の
連
絡
）

第
７

条
要
請
し
た

四
県
一

市
は
、

応
援
航
空
隊

に
次
の

事
故
が
発
生
し

た
こ
と

を
覚

知
し
た

と
き
は

、

す
み
や
か
に
応
援
し
た
四
県
一
市
に
対
し
必
要
な
事
項
を
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
1)

人
の
死
傷
を

伴
う
事
故

(
2)

ヘ
リ
の
重
大

な
損
傷
を
伴
う
事
故

(
3)

救
難
対
策
を

必
要
と
す
る
事
故

（
経
費
の
負
担
）

第
８
条
応
援
に
要
す
る
経
費
（
応
援
先
に
お
い
て
給
油
し
た
場
合
の
ヘ
リ
の
燃

料
費

を
除
く
。
）
は

、
応
援
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側
の
負

担
と
す
る
。

た
だ
し
、

第
2
条

第
1
号
の

応
援
活

動
に

係
る
次

の
経
費

は
、
応
援

側
と
要

請
側

の
協
議

に
よ
り

、

そ
の
全

部
又
は
一
部
を

要
請

側
の
負
担
と
す
る
こ

と
が
で
き
る

。

(
1)

ヘ
リ
の

燃
料

費

(
2)

隊
員
の

出
場

手
当
、
旅
費
、
日
当

、
宿
泊
費

(
3)

当
該
応

援
に

よ
り
特
別
に
必
要
と

な
っ
た
ヘ
リ
の
修
繕

料

(
4)

当
該
応

援
に

よ
り
特
別
に
必
要
と

な
っ
た
消
耗
品
費

２
第

1
項

に
か

か
わ

ら
ず
、
応

援
中
に

発
生

し
た
事

故
の
処

理
に
要
す

る
経
費

は
、

要
請
側

の
負
担

と

す
る
。

た
だ

し
、

応
援
側
の
重
大
な
過

失
に
よ
り
発
生
し
た

損
害

は
、
応
援
側
の

負
担

と
す
る
。

３
前

項
に

定
め

る
要

請
側
の
負

担
額
は

、
応

援
側
の

加
入
す

る
航
空
保

険
に
よ

り
支

払
わ
れ

る
金
額

を

控
除
し

た
金
額
と
す
る

。

４
前

各
項

に
定

め
る

も
の
以
外

に
要
し

た
経

費
の
負

担
に
つ

い
て
は
、

そ
の
都

度
協

議
し
定

め
る
も

の

と
す
る

。

（
訓
練

の
参

加
）

第
９
条

四
県

一
市

は
、

こ
の
協

定
に
基

づ
く

応
援
が

円
滑
に

行
わ
れ
る

よ
う
、

防
災

訓
練
等

に
相
互

に

参
加
す

る
よ
う
努
め
る

も
の

と
す
る
。

（
連
絡

調
整

）

第
10

条
四
県
一
市

は
、
応

援
を
円
滑
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
次

に
掲

げ
る
項
目
を
あ

ら
か

じ
め
連

絡
調
整

す
る
も
の
と
す

る
。

(
1)

ヘ
リ
の

活
動

拠
点
と
し
て
最
適
な

飛
行
場
外
離
着
陸
場

(
2)

ヘ
リ
と

消
防

本
部
等
と
の
通
信
連

絡
方
法

(
3)

ヘ
リ
の

諸
元

及
び
性
能

(
4)

消
火
及

び
救

急
救
助
活
動
用
資
機

材
等
の
補
給
体
制

(
5)

ヘ
リ
の

整
備

、
修
理
等
に
よ
り
長

期
に
わ
た
り
運
航
不

能
が

予
測
さ
れ
る
場

合
の

事
前
連
絡

(
6)

そ
の
他

必
要

な
事
項

（
そ
の

他
）

第
11

条
こ
の
協
定
に

定
め

の
な
い
事
項
又
は
疑

義
を
生
じ
た
事
項
に

つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
協
議

の
上
、

決
定
す

る
も
の
と
す
る

。

２
平
成

2
6
年

3
月

31
日
に
締
結

し
た
「
四
県
一
市
航

空
消

防
防
災
相
互
応

援
協

定
」
は
、
廃
止

す
る
。

こ
の
協
定

の
成

立
を

証
す
る
た

め
、
本

書
5
通

を
作

成
し
、

四
県
一
市

記
名
押

印
の

上
、
各

1
通
を

保

有
す
る
。

平
成

2
7
年

4
月

1
日

岐
阜
県

知
事

古
田
肇

静
岡
県

知
事

川
勝
平
太

愛
知
県

知
事

大
村
秀
章

三
重
県

知
事

鈴
木
英
敬

名
古
屋

市
長

河
村
た
か
し

-510-
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1
9
-2

-
12

静
岡
県

内
航

空
消

防
相

互
応
援

協
定

書

(消
防
保

安
課
)

（
目
的
）

第
１
条

こ
の
協
定
は
、

静
岡
市
（
静
岡
市
に
消
防
業
務
を
委
託
す
る
市
町
を
含
む
。

以
下

「
甲
」
と
い
う
。
）、

浜
松
市
（
以
下
「
乙
」

と
い
う
。）

及
び
静
岡
県
（
以
下
「
丙
」
と
い
う
。
）
が
、
災

害
に

よ
る
被
害
を
最

小
限

に
防
止
す
る
た
め
、
甲

の
保
有
す
る
静
岡
市
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
以
下
「
静
岡
市

ヘ
リ

」
と
い
う
。）
、

乙
の

保
有
す
る
浜
松
市
消
防

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
以
下
「
浜
松
市
ヘ
リ
」
と
い
う
。
）
及
び
丙

の
保

有
す
る
静
岡
県

防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
以
下
「
県
ヘ
リ
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
行
う
航
空
消
防
に
関
す

る
相

互
応
援
に
つ
い

て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
活
動
区
域
等
）

第
２
条

こ
の
協
定
に
お

け
る
静
岡
市
ヘ
リ
、
浜
松
市
ヘ
リ
及
び
県
ヘ
リ
の
運
航
区
域

は
、

静
岡
県
の
区
域

と
す

る
。
た
だ
し
、
静
岡
県

内
で
発
生
し
た
災
害
に
対
す
る
傷
病
者
の
搬
送
に
お
い
て
は

、
こ

の
限
り
で
は
な

い
。

（
航
空
消
防
の
所
管
区
域

）

第
３
条

甲
、
乙
及
び
丙
は
、
原
則
と
し
て
各
々
の
所
管
区
域
（
丙
に
あ
っ

て
は
甲
及
び
乙

の
区

域
を
除
く
。）

の

航
空
消
防
を
優
先
さ
せ

る
こ
と
を
確
認
の
上
で
、
次
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
、
相

互
応

援
を
行
う
も
の

と
す

る
。

（
相
互
応
援
）

第
４
条

こ
の
協
定
に
基

づ
く
相
互
応
援
の
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
揚
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
る

。

（
１
）
各
自
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
（
以
下
「
ヘ
リ
」
と
い
う
。
）
で
は
、
災
害
を
防
除
す

る
こ

と
が
困
難
と
な

る
と

き
。

（
２
）
ヘ
リ
が
、
緊
急

消
防
援
助
隊
を
含
む
他
の
災
害
に
出
動
し
て
い
る
と
き
。

（
３
）
ヘ
リ
の
出
動
に

相
当
の
時
間
を
要
す
る
と
き
。

（
４
）
ヘ
リ
が
耐
空
検

査
等
に
よ
る
点
検
、
整
備
等
の
た
め
出
動
で
き
な
い
と
き
。

（
相
互
応
援
の
要
請
）

第
５
条

前
条
に
定
め
る

範
囲
で
、
甲
は
乙
及
び
丙
に
対
し
て
、
乙
は
甲
及
び
丙
に
対

し
て

、
丙
は
甲
及
び

乙
に

対
し
て
、
ヘ
リ
の
出
動

を
要
請
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
等
へ
の
航
空
支
援

活
動
の
位
置
付
け
）

第
６
条

甲
又
は
乙
が
行

う
静
岡
県
内
の
市
町
等
（
一
部
事
務
組
合
を
含
む
。
以
下

同
じ

。）
に
対
す
る
こ
の

協
定

に
よ
る
航
空
支
援
活
動

に
つ
い
て
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

2
2
6
号

）
第

3
0
条
第
１
項
の

規
定

に
基
づ
き
丙
が
行
う
航

空
機
を
用
い
た
消
防
の
支
援
と
み
な
す
。

（
運
航
の
調
整
等
）

第
７
条

甲
、
乙
及
び
丙

は
、
ヘ
リ
の
耐
空
検
査
等
に
つ
い
て
相
互
に
連
絡
し
、
当
該

検
査

等
に
要
す
る
期

間
や

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

２
甲
、
乙
及
び
丙
は
、

各
々
の
出
動
事
案
で
あ
っ
て
も
相
互
に
連
絡
し
、
情
報
を
共

有
す

る
も
の
と
す
る

。

（
応
援
要
請
の
手
続
）

第
８
条

こ
の
協
定
に
基

づ
く
応
援
要
請
を
受
け
た
甲
、
乙
及
び
丙
は
、
所
管
業
務
又

は
気

象
状
況
等
に
よ

り
運

航
に
支
障
が
あ
る
場
合

を
除
き
相
互
に
応
援
す
る
も
の
と
す
る
。

２
応
援
要
請
に
係
る
手

続
に
つ
い
て
は
、
電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
等
に
よ
り
次
の

事
項

を
明
ら
か
に
し

て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
１
）

出
動
事
案
の
概

要

（
２
）

必
要
な
応
援
の

内
容

（
３

）
発
生
の
日

時
、

場
所
及
び
状
況

（
４

）
現
場
の
最

高
指

揮
者
の
職
、
氏
名
及

び
現
場
へ
の
連
絡

方
法

（
５

）
現
場
の
気

象
状

況

（
６

）
ヘ
リ
が
離

着
陸

す
る
場
所
及
び
地
上

支
援
体
制

（
７

）
応
援
に
要

す
る

資
機
材
の
品
目
及
び

数
量

（
８

）
ヘ
リ
の
給

油
場

所

（
９

）
そ
の
他
必

要
な

事
項

３
丙
は

、
静
岡
県
防
災

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
応
援

協
定

(平
成

29
年

４
月

１
日
発
効
）
第

４
条

の
規
定
に
よ
り

市
町

等
か
ら

応
援
要
請
を
受

け
た

場
合
で
あ
っ
て
、
甲

又
は
乙
に
対

し
前

２
項
の
規
定
に

よ
り

応
援
を
要
請
し

、
そ

の
同
意

が
得
ら
れ
た
と

き
は

、
当
該
市
町
等
に
そ

の
旨
を
連
絡

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
応

援
要

請
の
連
絡
先
）

第
９

条
応
援
要
請
の
連

絡
先

に
つ
い
て
は
、

甲
に

あ
っ
て
は
静

岡
市

消
防
局
航
空
課

長
、

乙
に
あ
っ
て
は

浜
松

市
消
防

局
警
防
課
長
、

丙
に

あ
っ
て
は
静
岡
県
危

機
管
理
部
消

防
保

安
課
長
と
す
る

。

（
応

援
の

中
断
）

第
1
0
条

応
援

側
の
都
合
で
ヘ

リ
を

復
帰
さ
せ
る
べ
き
特

別
な
事
態
が
生
じ
た

場
合

は
、
応

援
側
の
長
は
、
要
請

側
と
協

議
の
上
、
ヘ
リ

の
応

援
を
中
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
応

援
の

始
期
及
び
終
期

）

第
1
1
条

こ
の

協
定
に
基
づ
く

応
援

は
、ヘ

リ
が
応

援
要
請
を
受

け
て

当
該
ヘ
リ
の
基

地
施

設
を
出
発
し
た

と
き

か
ら
当

該
ヘ
リ
の
基
地

施
設

に
帰
着
し
た
と
き
ま

で
と
す
る
。

た
だ

し
、
ヘ
リ
が
当

該
ヘ

リ
の
基
地
施
設

以
外

の
場
所

に
あ
る
と
き
に

、
飛

行
目
的
を
変
更
し
て

応
援
に
出
動

す
べ

き
命
令
が
あ
っ

た
と

き
は
、
そ
の
時

点
を

も
っ
て

こ
の
協
定
に
基

づ
く

応
援
を
開
始
す
る
も

の
と
す
る
。

２
ヘ
リ

が
こ
の
協
定
に

基
づ

く
出
動
中
に
、

前
条

の
規
定
に
よ

り
応

援
が
中
断
さ
れ

、
復

帰
す
べ
き
命
令

が
あ

っ
た
と

き
は
、
そ
の
時

点
を

も
っ
て
こ
の
協
定
に

基
づ
く
応
援

を
終

了
す
る
も
の
と

す
る

。

（
ヘ

リ
の

活
動
）

第
1
2
条

第
６

条
の
規
定
に
よ

り
実

施
す
る
航
空
支
援
活

動
は
、
発
災

市
町
等
の
消
防

機
関

と
相
互
に
密
接

な
連

携
の
下

に
行
動
す
る
。

（
事

故
等

の
連
絡
）

第
1
3
条

要
請

側
は
、

応
援
に

出
動

し
た
ヘ
リ
の
航
空
隊

に
次
の
事
故
が
発
生

し
た

こ
と
を
覚
知
し

た
と

き
は
、

す
み
や

か
に
応
援
側
に

対
し

必
要
な
事
項
を
報
告

し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。

（
１
）

人
の
死
傷
を

伴
う
事
故

（
２
）

ヘ
リ
の
重
大

な
損
傷
を
伴
う
事
故

（
３
）

救
難
対
策
を

必
要
と
す
る
事
故

（
経

費
の

負
担
）

第
1
4
条

応
援

に
要
す
る
派
遣

職
員

の
給
与
、
航
空

機
の
燃
料
費

及
び

消
耗
品
費
等
の

通
常

経
費
並
び
に
応

援
職

員
の
公

務
災
害
に
係
る

災
害

補
償
費
は
、
応
援
側

の
負
担
と
す

る
。

２
応
援

中
に
発
生
し
た

事
故

の
処
理
に
要
す

る
経

費
の
う
ち
、

次
に

掲
げ
る
も
の
は

要
請

側
の
負
担
と
す

る
。

た
だ
し

、
応
援
側
の
重

大
な

過
失
に
よ
り
発
生
し

た
損
害
は
、

応
援

側
の
負
担
と
す

る
。

（
１

）
土

地
、
建
物
、
工

作
物

等
に
対
す
る
補

償
費

（
２

）
ヘ

リ
の
損
傷
に
対

す
る

諸
経
費

（
３

）
一

般
人
の
死
傷
に

伴
う

損
害
補
償
に
要

す
る

諸
経
費

３
前
項

に
定
め
る
要
請

側
の

負
担
額
は
、
応

援
側

の
加
入
す
る

航
空

保
険
に
よ
り
支

払
わ

れ
る
金
額
を
控

除
し

た
金
額

と
す
る
。

４
前
３

項
に
定
め
る
も

の
以

外
に
要
し
た
経

費
の

負
担
に
つ
い

て
は

、
そ
の
都
度
協

議
定

め
る
も
の
と
す

る
。
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（
連
携
訓
練
の
実
施
）

第
1
5
条

甲
、
乙
及
び
丙
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
応
援
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
連
携

訓
練
の
実
施
に

努
め

る
も
の
と
す
る
。

（
連
絡
調
整
）

第
1
6
条

甲
、
乙
及
び
丙
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
応
援
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ

う
次
に
揚
げ
る

項
目

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め

連
絡
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）

ヘ
リ
の
活
動
拠

点
と
し
て
最
適
な
飛
行
場
外
離
着
陸
場
の
把
握

（
２
）

ヘ
リ
と
消
防
本

部
等
と
の
通
信
連
絡
方
法

（
３
）

ヘ
リ
の
諸
元
及

び
性
能

（
４
）

消
火
及
び
救
急

救
助
活
動
用
資
機
材
等
の
補
給
体
制

（
５
）

ヘ
リ
の
整
備
、

修
理
等
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
運
航
不
能
が
予
測
さ
れ

る
場

合
の
事
前
連
絡

（
６
）

そ
の
他
の
必
要

な
事
項

（
協
定
の
有
効
期
間
）

第
1
7
条

こ
の
協
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年

３
月

3
1
日

ま
で
と
す
る
。

た
だ

し
、
こ
の
期
間
満
了
１

箇
月
前
ま
で
に
甲
、
乙
及
び
丙
い
ず
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の

相
手

方
に
対
し
異
議

の
申

出
が
な
い
と
き
は
、
こ

の
期
間
は
、
更
に
１
年
間
延
長
す
る
も
の
と
し
、
以
後
の
期

間
満

了
に
つ
い
て
も

、
ま

た
同
様
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
1
8
条

静
岡
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
応
援
協
定
（
平
成

29
年
４
月
１
日
発
効
）
は

、
甲

と
丙
並
び
に
乙

と
丙

と
の
間
に
お
い
て
効
力

を
有
し
な
い
も
の
と
し
、
平
成

2
8
年
４
月

1
5
日
に
甲
、
乙

及
び

丙
が
締
結
し
た

静
岡

県
内
航
空
消
防
相
互
応

援
協
定
は
、
平
成

29
年
３
月

3
1
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

２
こ
の
協
定
に
定
め
の

な
い
事
項
又
は
疑
義
を
生
じ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
協

議
の
上
、
決
定

す
る

も
の
と
す
る
。

上
記
の
協
定
の
成
立
を

証
す
る
た
め
、
こ
の
協
定
書
３
通
を
作
成
し
、
甲
、
乙
及
び

丙
は

記
名
押
印
の
上

、
各

１
通
を
所
持
す
る
。

平
成

29
年
３
月

3
1
日 甲

静
岡

市
長

田
辺

信
宏

乙
浜

松
市

長
鈴

木
康

友

丙
静

岡
県

知
事

川
勝

平
太
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1
9
-
2
-
1
3

災
害

等
の

緊
急

時
に

お
け

る
人

員
派

遣
に

関
す

る
協

定
書

（県
消

防
保

安
課

）

静
岡

県
（以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

静
岡

エ
ア

コ
ミ

ュ
ー

タ
株

式
会

社
（
以

下
「乙

」と
い

う
。

）と
は

、
災

害
等

の
緊

急
時

に
お

け
る

人
員

派
遣

及
び

派

遣
要

員
の

業
務

実
施

要
領

に
つ

い
て

必
要

な
事

項
を

定
め

、
次

の
と

お
り

協
定

（以
下

「
本

協
定

」と
い

う
。

）を
締

結
す

る
。

（要
員

の
派

遣
）

第
１

条
甲

は
災

害
等

の
発

生
時

に
お

い
て

、
「静

岡
県

緊
急

消
防

援
助

隊
受

援
計

画
」
に

基
づ

く
「静

岡
県

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

受
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

運

用
に

際
し

、
「
現

地
指

揮
班

」に
必

要
な

要
員

の
確

保
を

行
う

た
め

、
必

要
に

よ
り

乙
に

要
員

派
遣

を
要

請
し

、
乙

は
派

遣
可

能
な

場
合

こ
れ

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

（派
遣

要
員

の
業

務
）

第
２

条
甲

が
乙

の
派

遣
要

員
に

依
頼

す
る

業
務

内
容

及
び

業
務

の
遂

行
場

所
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

業
務

内
容

ア
運

航
関

係
要

員

(ｱ
)

国
土

交
通

省
航

空
局

と
の

連
絡

調
整

に
関

す
る

こ
と

。

(ｲ
)

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
飛

行
に

関
す

る
こ

と
。

(ｳ
)

応
援

部
隊

と
の

通
信

連
絡

に
関

す
る

こ
と

。

(ｴ
)

航
空

機
の

管
制

及
び

気
象

情
報

に
関

す
る

こ
と

。

(ｵ
)

駐
機

場
所

の
安

全
確

保
に

関
す

る
こ

と
。

イ
整

備
関

係
要

員

(ｱ
)

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
整

備
に

関
す

る
こ

と
。

(ｲ
)

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
装

備
品

に
関

す
る

こ
と

。

(ｳ
)

燃
料

補
給

に
関

す
る

こ
と

。

(ｴ
)

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
飛

行
時

間
の

管
理

に
関

す
る

こ
と

。

(2
)

業
務

の
遂

行
場

所

ア
航

空
自

衛
隊

浜
松

基
地

現
地

指
揮

班

イ
航

空
自

衛
隊

静
浜

基
地

現
地

指
揮

班

（派
遣

要
員

の
資

格
と

人
数

）

第
３

条
乙

が
派

遣
す

る
要

員
は

、
甲

が
依

頼
す

る
第

２
条

に
規

定
す

る
業

務
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

者
と

し
、

次
の

い
ず

れ
か

の
資

格
を

有
す

る
者

と
す

る
。

ま
た

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
甲

が
必

要
と

す
る

要
員

数
は

、
そ

れ
ぞ

れ
各

２
名

と
す

る
。

(1
)

運
航

関
係

要
員

回
転

翼
の

操
縦

の
資

格
を

有
し

、
運

航
管

理
業

務
が

で
き

る
者

(2
)

整
備

関
係

要
員

回
転

翼
の

航
空

整
備

士
の

資
格

を
有

し
、

整
備

管
理

業
務

の
経

験
を

有
す

る
者

（派
遣

に
関

す
る

諸
手

続
等

）

第
４

条
甲

は
、

本
協

定
に

基
づ

き
乙

に
要

員
の

派
遣

を
要

請
す

る
場

合
は

、
別

に
定

め
る

派
遣

要
請

書
を

乙
に

提
出

す
る

。

２
乙

は
、

甲
よ

り
派

遣
の

要
請

を
受

け
た

後
、

前
条

の
条

件
を

満
た

す
派

遣
可

能
な

要
員

の
氏

名
及

び
人

数
を

甲
に

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

３
派

遣
要

員
の

引
渡

場
所

及
び

業
務

完
了

後
の

受
入

場
所

は
、

静
岡

ヘ
リ

ポ
ー

ト
と

す
る

。

（派
遣

経
費

）

[資
料

編
Ⅱ
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第
５

条
本

協
定

に
基

づ
く
乙

が
派

遣
す

る
要

員
に

係
る

経
費

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

(1
)

乙
が

甲
に

派
遣

す
る

要
員

の
拘

束
料

は
、

乙
の

規
定

に
よ

る
１

暦
日

を
単

位
と

す
る

人
件

費
相

当
額

を
基

本
と

し
、

業
務

完
了

後
に

甲
及

び

乙
が

協
議

し
て

決
定

す
る

。

(2
)

甲
は

、
乙

に
要

員
派

遣
に

係
る

日
当

、
宿

泊
費

そ
の

他
の

諸
経

費
を

別
途

支
払

う
も

の
と

す
る

。

（支
払

い
）

第
６

条
甲

は
、

乙
に

要
員

派
遣

の
業

務
完

了
後

、
要

員
派

遣
に

係
る

経
費

を
乙

の
請

求
に

基
づ

き
支

払
う

も
の

と
す

る
。

（責
任

）

第
７

条
乙

が
本

協
定

の
履

行
に

際
し

、
甲

の
派

遣
要

請
に

対
し

派
遣

可
能

な
要

員
を

確
保

で
き

な
か

っ
た

場
合

は
、

甲
は

乙
に

対
し

損
害

賠
償

の
責

を
要

求
し

な
い

も
の

と
す

る
。

２
乙

の
派

遣
要

員
が

本
協

定
に

基
づ

く
業

務
を

履
行

す
る

際
、

甲
又

は
第

三
者

に
損

害
を

与
え

た
場

合
、

そ
の

損
害

の
処

理
は

甲
の

責
任

を
も

っ

て
行

わ
れ

る
も

の
と

す
る

。

（災
害

補
償

）

第
８

条
甲

は
、

乙
の

派
遣

要
員

が
本

協
定

に
基

づ
く
業

務
の

履
行

に
よ

り
死

亡
し

、
負

傷
し

、
若

し
く
は

疾
病

に
か

か
り

、
又

は
障

害
の

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
、

乙
の

求
め

に
応

じ
、

災
害

応
急

措
置

の
業

務
に

従
事

し
た

者
の

損
害

補
償

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
3
7
年

静
岡

県
条

例
第

49
号

）

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

準
じ

て
、

こ
れ

を
補

償
す

る
も

の
と

す
る

。

（秘
密

の
保

持
）

第
９

条
甲

及
び

乙
は

、
本

協
定

に
関

し
て

知
り

得
た

相
手

方
の

秘
密

事
項

を
、

本
協

定
期

間
中

は
元

よ
り

、
協

定
期

間
終

了
後

で
あ

っ
て

も
、

他

の
目

的
に

使
用

し
、

あ
る

い
は

い
か

な
る

第
三

者
に

も
漏

洩
し

て
は

な
ら

な
い

。

（報
告

）

第
10

条
乙

は
、

本
協

定
の

遂
行

状
況

に
関

し
甲

の
要

求
が

あ
る

と
き

は
、

速
や

か
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（協
定

の
解

除
）

第
1
1条

甲
又

は
乙

が
本

協
定

に
違

背
し

、
あ

る
い

は
そ

の
履

行
を

怠
っ

た
と

き
は

、
そ

の
相

手
方

は
、

本
協

定
の

一
部

又
は

全
部

を
解

除
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（有
効

期
間

）

第
1
2条

本
協

定
の

有
効

期
間

は
協

定
締

結
の

日
か

ら
１

年
と

す
る

。
た

だ
し

、
期

間
満

了
の

３
か

月
前

ま
で

に
甲

及
び

乙
い

ず
れ

か
ら

も
書

面
に

よ
る

別
段

の
意

思
表

示
が

な
い

と
き

は
、

更
に

１
年

継
続

す
る

も
の

と
し

、
そ

の
後

も
同

様
と

す
る

。

（協
議

）

第
1
3条

本
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
又

は
本

協
定

の
条

項
に

疑
義

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
甲

及
び

乙
で

誠
意

を
持

っ
て

協
議

の
上

決
定

す
る

も

の
と

す
る

。

上
記

協
定

締
結

の
証

と
し

て
本

書
２

通
を

作
成

し
、

甲
、

乙
そ

れ
ぞ

れ
記

名
押

印
の

上
各

１
通

を
保

有
す

る
。

平
成

年
月

日

甲
静

岡
市

追
手

町
９

番
６

号

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

乙
静

岡
市

栄
町

１
番

地
の

３

静
岡

エ
ア

コ
ミ

ュ
ー

タ
株

式
会

社

代
表

取
締

役
社

長
渡

井
洋

治
郎

-513-



-514-



-515-



 

-516-



-517-
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-2
1 

大
規

模
地

震
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

通
行

妨
害

車
両

等
排

除
業

務
に

関
す

る
細

目
覚

書
 

（県
警

察
本

部
） 

  
静

岡
県

警
察

（以
下

「甲
」と

い
う

。
）と

全
日

本
ロ

ー
タ

ス
同

友
会

静
岡

県
支

部
（以

下
「乙

」と
い

う
。

）は
、

大
規

模
地

震
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

通
行

妨
害

車
両

等
の

排
除

業
務

に
関

す
る

協
定

（以
下

「基
本

協
定

」と
い

う
。

）の
細

目
に

つ
い

て
、

次
の

と
お

り
覚

書
を

締
結

す
る

。
 

   
（業

務
の

要
請

及
び

内
容

） 

第
１

条
 

基
本

協
定

第
１

条
に

係
る

業
務

の
要

請
は

、
静

岡
県

に
代

わ
り

甲
が

乙
に

行
う

も
の

と
し

、
乙

が
行

う
 

業
務

の
内

容
は

、
災

害
対

策
基

本
法

（昭
和

３
６

年

法
律

第
２

２
３

号
。

以
下

「災
対

法
」と

い
う

。
）第

７
６

条
 

第
２

項
に

規
定

す
る

通
行

禁
止

区
域

等
に

お
い

て
、

交
通

規
制

対
象

道
路

を
通

行
す

る
緊

急
通

行
車

両
の

 
妨

害
と

な
っ

て
い

る
車

両
そ

の
他

の
物

件
（以

下
「排

除
対

象
車

両
等

」と
い

う
。

）を
、

災
対

法
第

７
６

条
の

３
 

第
２

項
に

基
づ

く
警

察
官

の
措

置
を

実
施

す
る

た
め

に
、

通
行

の
妨

害
と

な
ら

な
い

場
所

へ
移

動
す

る
作

業
 

（以
下

「車
両

等
排

除
業

務
」と

い
う

。
）と

す
る

。
 

   
（業

務
の

要
請

方
法

） 

第
２

条
 

甲
が

乙
に

行
う

車
両

等
排

除
業

務
の

要
請

は
、

排
除

対
象

車
両

等
が

在
る

場
所

を
管

轄
す

る
警

察
 

署
長

が
、

車
両

等
排

除
業

務
を

円
滑

に
行

う
た

め
に

設
置

さ
れ

た
乙

の
事

務
局

（以
下

「事
務

局
」と

い
う

。
） 

に
口

頭
又

は
そ

の
他

の
方

法
で

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

事
務

局
は

、
要

請
内

容
に

応
じ

て
出

動
業

者

（車
 

両
等

排
除

業
務

に
従

事
す

る
業

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）に
出

動
を

指
示

す
る

と
と

も
に

、
出

動
業

者
の

名
 

称
、

出
動

員
（車

両
等

排
除

業
務

に
従

事
す

る
者

を
い

う
。

以
下

同
じ

）の
氏

名
及

び
出

動
車

両
を

甲
に

通
 

知
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

通
信

が
途

絶
し

た
場

合
等

不
測

の
事

態
が

生
じ

た
場

合
、

又
は

早
急

に
排

除
対

象
車

両
等

を
移

動
す

る
 

必
要

が
あ

る
場

合
に

は
、

前
項

の
規

定
に

か
か

わ

ら
ず

、
警

察
署

長
は

、
出

動
業

者
に

直
接

要
請

す
る

こ
と

 
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

前
項

の
場

合
に

お
い

て
、

要
請

し
た

警
察

署
長

は
甲

に
対

し
、

要
請

先
及

び
要

請
内

容
を

報
告

す
る

も
の

 
と

す
る

。
 

４
 

警
察

署
長

か
ら

直
接

要
請

を
受

け
た

出
動

業
者

は
、

要
請

を
受

け
た

警
察

署
名

、
要

請
内

容
、

出
動

員
の

 
氏

名
及

び
出

動
車

両
を

書
面

又
は

口
頭

で
速

や
か

に
事

務
局

へ
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

   
（業

務
要

請
時

の
通

知
内

容
） 

第
３

条
 

車
両

等
排

除
業

務
の

要
請

は
、

排
除

対
象

車
両

等
が

在
る

場
所

、
排

除
対

象
車

両
等

の
形

状
・大

 
き

さ
・重

量
及

び
通

行
妨

害
の

態
様

等
を

通
知

す
る

と
と

も
に

、
排

除
対

象
車

両
等

を
移

動
す

る
場

所
を

指
 

示
す

る
も

の
と

す
る

。
 

   
（業

務
実

施
時

の
立

会
い

） 

第
４

条
 

出
動

員
が

、
車

両
等

排
除

業
務

を
実

施
し

よ
う

と
す

る
場

合
に

は
、

排
除

対
象

車
両

等
の

在
る

現
場

 
に

お
い

て
警

察
官

の
立

会
い

に
よ

り
、

そ
の

指
示

の
下

に
行

う
も

の
と

す
る

。
 

   
（業

務
終

了
の

報
告

） 

第
５

条
 

車
両

等
排

除
業

務
を

終
了

し
た

出
動

業
者

は
、

事
務

局
に

対
し

、
車

両
等

排
除

業
務

報
告

書
を

提
 

出
す

る
と

と
も

に
、

第
２

条
第

２
項

に
規

定
す

る
要

請

を
受

け
た

警
察

署
長

に
、

口
頭

又
は

そ
の

他
の

方
法

 
で

業
務

終
了

の
通

知
を

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

２
 

乙
は

、
前

項
の

報
告

を
ま

と
め

、
業

務
の

結
果

を
一

括
し

て
甲

に
対

し
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

甲
は

、
乙

か
ら

受
け

た
報

告
に

つ
い

て
、

静
岡

県
に

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。
 

   
（要

請
さ

れ
た

業
務

の
優

先
） 

第
６

条
  

乙
は

、
甲

の
車

両
等

排
除

業
務

要
請

が
他

の
機

関
又

は
民

間
か

ら
の

出
動

依
頼

と
重

複
し

た
と

き
 

は
、

甲
の

要
請

を
で

き
る

限
り

優
先

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

甲
の

要
請

が
他

の
機

関
又

は
民

間
の

出
 

動
依

頼
の

後
で

な
さ

れ
た

と
き

は
、

甲
と

乙
が

協
議

の
上

、
優

先
順

位
を

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

   
（業

務
費

用
及

び
請

求
方

法
） 

第
７

条
  

基
本

協
定

第
３

条
の

実
費

相
当

額
は

燃
料

費
及

び
食

料
費

と
し

、
乙

は
、

甲
か

ら
要

請
さ

れ
た

業
務

 
の

終
了

後
に

、
静

岡
県

に
請

求
す

る
も

の
と

す
る

。
 

    
（破

損
に

係
る

通
知

） 
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料
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第
８

条
  

乙
は

、
甲

か
ら

要
請

の
あ

っ
た

車
両

等
排

除
業

務
を

実
施

す
る

場
合

に
お

い
て

、
警

察
官

の
指

示
に

 
よ

り
排

除
対

象
車

両
等

の
移

動
措

置
を

す
る

た

め
、

や
む

を
得

な
い

限
度

に
お

い
て

排
除

対
象

車
両

等
を

 
破

損
し

た
と

き
は

、
甲

に
対

し
て

速
や

か
に

そ
の

状
況

を
通

知
す

る
も

の
と

し
、

甲
は

、
当

該
事

実

の
発

生
に

 
つ

い
て

静
岡

県
に

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

 

   
（事

務
局

の
設

置
） 

第
９

条
 

乙
は

、
事

務
局

を
設

置
し

、
そ

の
所

在
地

、
体

制
、

規
約

、
役

員
、

会
員

及
び

連
絡

方
法

を
記

載
し

た
 

書
面

を
甲

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

乙
は

、
会

員
ご

と
の

出
動

可
能

人
員

・車
両

を
記

載
し

た
一

覧
表

及
び

緊
急

時
の

連
絡

体
制

表
を

作
成

 
し

、
事

務
局

に
備

え
付

け
る

と
と

も
に

、
甲

に
提

出
す

る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

乙
は

、
第

１
項

及
び

第
２

項
に

定
め

る
書

面
の

内
容

に
変

更
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

に
対

し
、

速
や

か
に

書
 

面
で

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

 

   
（平

時
の

措
置

） 

第
10

条
  

乙
は

、
第

１
条

に
定

め
る

車
両

等
排

除
業

務
が

円
滑

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

、
平

時
か

ら
、

車
両

の
維

 
持

管
理

及
び

加
入

保
険

の
確

認
等

を
行

う
と

と
も

に
、

技
能

の
向

上
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

（疑
義

の
解

決
） 

第
11

条
 

こ
の

覚
書

に
定

め
が

な
い

事
項

及
び

こ
の

覚
書

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

法
令

の
定

め
る

 
と

こ
ろ

に
よ

る
ほ

か
、

そ
の

都
度

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

こ
の

覚
書

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

こ
の

覚
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

そ
の

１
通

を
 

所
持

す
る

。
 

  
 

 
附

 
則

 

  
 （

施
行

期
日

） 

第
１

条
 

こ
の

覚
書

は
、

平
成

１
８

年
２

月
２

０
日

か
ら

効
力

を
有

す
る

も
の

と
す

る
。

 

   
 平

成
１

８
年

２
月

２
０

日
 

   
  

  
甲

 
 

静
岡

県
警

察
本

部
長

 
 

 
五

十
嵐

邦
雄

 
 

   
  

  
乙

 
 

全
日

本
ロ

ー
タ

ス
同

友
会

静
岡

県
支

部
長

  
  

  
入

江
 

満
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2
2
 

災
害
時

に
お

け
る

救
援

物
資

等
の

緊
急
輸

送
に

関
す

る
協

定
 

（
県

危
機

政
策

課
）

 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、
静

岡
県

内
に

お
い

て
災

害
が

発
生

し
、
又

は
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
静

岡
県
（

以
下
「

甲
」
と

い

う
。）

が
赤

帽
静

岡
県

軽
自

動
車

運
送

協
同

組
合
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。）
に

対
し

、
応

急
対

策
に

必
要

な
物

資
等
（

以
下
「

物
資

」
と

い

う
。）

の
緊

急
輸

送
に

つ
い

て
、

協
力

を
要

請
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
要

請
）

 

第
２

条
 

 
甲

は
、
物

資
の

緊
急

輸
送

の
た

め
の

車
両

が
不

足
す

る
と

き
、
又

は
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、
乙

に
対

し
物

資
の

輸
送

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る
。

 

２
 

乙
は

、
前

項
の

要
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

可
能

な
限

り
、

甲
に

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
要

請
手

続
）

 

第
３

条
 

甲
は

、
乙

に
対

し
次

の
事

項
を

明
ら

か
に

し
て

文
書

に
よ

り
要

請
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
の

場
合

は
、
電

話
等

に
よ

り

連
絡

し
、

後
日

、
文

書
を

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(1
)
 

災
害

の
状

況
及

び
要

請
す

る
理
由

 

(2
)
 

物
資

の
出

発
地

及
び

到
着

地
 

(3
)
 

物
資

の
内

容
及

び
数
量

 

(4
)
 

輸
送

日
時

 

(5
)
 

そ
の

他
必

要
な

事
項

 

 （
実

施
報

告
）

 

第
４

条
 

乙
は

、
前

２
条

の
規

定
に

よ
り

緊
急

輸
送

を
実

施
し

た
場

合
は

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
文

書
に

よ
り

甲
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。
 

(1
)
 

輸
送

年
月
日

 

(2
)
 

輸
送

区
間

及
び

走
行

距
離

 

(3
)
 

運
送

事
業

者
名

 

(4
)
 

車
両

台
数

 

(5
)
 

輸
送

品
目

及
び

数
量

 

(6
)
 

そ
の

他
必

要
な

事
項

 

 （
費

用
負

担
）

 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
基

づ
く

緊
急

輸
送

に
要

し
た

費
用
（

甲
の

指
示

又
は

同
意

に
基

づ
い

て
使

用
し

た
車

両
に

係
る

運
賃

、
料

金
、
有

料
道

路
通

行
料

及
び

駐
車

場
使

用
料

等
を

含
む

。）
は

、
甲

が
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
費

用
は

、
当

該
災

害
の

発
生

直
前

に
お

い
て

乙
の

組
合

員
が

国
土

交
通

大
臣

に
届

け
出

て
い

る
運

賃
等

を
基

準
と

し
て

、
甲

及
び

乙
が

協
議

の
上

、
決

定
す

る
も

の
と

す
る
。

 

 （
損

害
賠

償
責

任
）

 

第
６

条
 

乙
は

、
物

資
の

緊
急

輸
送

中
に

、
乙

の
責

に
帰

す
る

理
由

に
よ

り
緊

急
輸

送
車

両
の

使
用

者
（

同
乗

者
を

含
む

。
）

又
は

第
三

者
に

損
害

を
与

え
た

と
き

は
、

そ
の

賠
償

の
責

を
負

う
も

の
と

す
る
。

 

 （
災

害
補

償
）

 

第
７

条
 

こ
の

協
定

に
基

づ
く

業
務

に
従

事
中

の
者

が
、
そ

の
者

の
責

め
に

帰
す

る
こ

と
の

で
き

な
い

理
由

に
よ

り
死

亡
し

又
は

負
傷

し
た

と

き
は

、
甲

は
、
災

害
応

急
措

置
の

業
務

に
従

事
し

た
者

の
損

害
補

償
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

37
年

静
岡

県
条

例
第

4
9
号

）
に

基
づ

き
そ

の

損
害

を
補

償
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

た
だ

し
、
他

の
法

令
に

よ
り

療
養

そ
の

他
の

給
付

又
は

補
償

を
受

け
た

と
き

は
、
そ

の
補

償
額

の
限

度
に

お
い

て
災

害
補

償
の

責
め

を
免
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れ
る

。
 

 （
災

害
発

生
時

の
情

報
提

供
）

 

第
８

条
 

乙
は

、
緊

急
輸

送
中

に
覚

知
し

た
災

害
に

よ
る

被
害

情
報

を
積

極
的

に
甲

に
提

供
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
状

況
報

告
）

 

第
９

条
 

甲
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
緊

急
輸

送
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
、
乙

に
対

し
、
組

合
員

名
簿

、
車

両
数

、
料

金
等

に
つ

い
て

、
報

告
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る
。

 

 （
市

町
と

の
協

力
）

 

第
1
0
条

 
甲

は
、

市
町

が
乙

と
災

害
時

に
お

け
る

救
援

物
資

等
の

緊
急

輸
送

に
関

す
る

協
定

等
を

締
結

す
る

場
合

に
必

要
な

協
力

を
行

う
も

の
と

す
る
。

 

２
 

乙
は

、
協

定
を

締
結

し
て

い
な

い
市

町
か

ら
物

資
の

緊
急

輸
送

の
要

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
当

該
市

町
に

協
力

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
協

議
）

 

第
1
1
条

 
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
又

は
こ

の
協

定
に

疑
義

に
生

じ
た

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

、
甲

乙
協

議
の

う
え

定
め

る
も

の
と

す
る
。

 

 （
効

力
）

 

第
1
2
条

 
こ

の
協

定
は

、
協

定
締

結
の

日
か

ら
効

力
を

生
ず

る
も

の
と

し
、

甲
又

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
協

定
を

終
了

さ
せ

る
意

思
を

通
知

し
な

い
限

り
、

そ
の

効
力

は
継

続
す

る
も

の
と

す
る
。

 

      
 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

う
え

各
１

通
を

保
有

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  平
成

２
０

年
 

１
月

２
５

日
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
 

静
岡

市
葵

区
追

手
町

9
番

6
号

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡

県
知

事
 

 
石

川
 

嘉
延

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
 

静
岡

市
葵

区
古

庄
１

丁
目

１
０

－
８

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
帽

静
岡

県
軽

自
動

車
運

送
協

同
組

合
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表

理
事

 
 

 
稲

井
 

弘
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１
９

－
２

－
２

３
高

速
道

路
休

憩
施

設
の

防
災

拠
点

と
し

て
の

活
用

に
関

す
る

基
本

協
定

書
(県

危
機

対
策

課
)

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」と
い

う
。

）
と

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
（
以

下
「乙

」
と

い
う

。
）は

、
平

成
2
1

年
３

月
2
3

日
付

け
で

締
結

し
た

「
静

岡
県

と
中

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

と
の

包
括

的
提

携
協

定
書

」
第

２
条

の
規

定
に

基
づ

く
防

災

分
野

で
の

相
互

協
力

に
関

し
、

大
規

模
災

害
発

生
時

に
乙

が
管

理
す

る
高

速
道

路
の

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
・
パ

ー
キ

ン
グ

エ
リ

ア
（
以

下
「休

憩
施

設
」と

い
う

。
）
を

防
災

拠
点

と
し

て
活

用
す

る
た

め
、

次
の

と
お

り
基

本
協

定
を

締
結

す
る

。

（
目

的
）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
大

規
模

災
害

発
生

時
に

、
甲

及
び

広
域

応
援

部
隊

等
（以

下
「部

隊
等

」
と

い
う

。
）が

、
乙

が
管

理
す

る
休

憩
施

設
を

防
災

拠
点

と
し

て
活

用
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
を

定
め

、
も

っ
て

迅
速

か
つ

効
果

的
な

災
害

応
急

対
策

活
動

の
実

施
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
定

義
）

第
２

条
こ

の
協

定
に

お
い

て
「
大

規
模

災
害

発
生

時
」
と

は
、

地
震

等
に

よ
り

大
規

模
な

災
害

が
発

生
し

、
甲

が
災

害

対
策

本
部

を
設

置
し

た
場

合
、

又
は

甲
が

災
害

対
策

本
部

を
設

置
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
規

模
の

災
害

が
発

生
、

若
し

く
は

発
生

す
る

お
そ

れ
が

生
じ

た
場

合
を

い
う

。

２
休

憩
施

設
と

は
、

緊
急

開
口

部
や

ヘ
リ

ポ
ー

ト
な

ど
の

利
便

設
備

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
設

備
、

通
信

設
備

（以
下

「
休

憩
施

設
防

災
設

備
」
と

い
う

。
）及

び
駐

車
場

、
歩

道
、

営
業

施
設

建
物

を
含

む
も

の
と

す
る

。

（
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る
相

互
協

力
）

第
３

条
甲

及
び

乙
は

、
第

１
条

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
大

規
模

災
害

発
生

時
に

、
休

憩
施

設
を

防
災

拠
点

と
し

て

機
能

さ
せ

、
相

互
及

び
部

隊
等

と
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。

（
適

用
範

囲
）

第
４

条
こ

の
協

定
の

適
用

範
囲

は
、

静
岡

県
内

の
東

名
高

速
道

路
及

び
新

東
名

高
速

道
路

の
休

憩
施

設
と

す
る

。

（
防

災
拠

点
機

能
）

第
５

条
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る
休

憩
施

設
の

防
災

拠
点

機
能

（
以

下
「拠

点
機

能
」
と

い
う

。
）
は

、
次

の
各

号

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。

一
高

速
道

路
利

用
者

、
休

憩
施

設
利

用
者

等
の

一
時

避
難

場
所

二
部

隊
等

の
進

出
へ

リ
ポ

ー
ト

及
び

中
継

へ
リ

ポ
ー

ト

三
部

隊
等

の
進

出
拠

点
及

び
中

継
地

点

四
部

隊
等

の
待

機
場

所
及

び
休

憩
場

所

五
前

四
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

甲
乙

協
議

の
う

え
定

め
る

事
項

２
静

岡
県

内
に

お
け

る
各

休
憩

施
設

固
有

の
拠

点
機

能
は

、
別

表
の

と
お

り
と

す
る

。
た

だ
し

、
別

に
定

め
る

も
の

に
あ

っ
て

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

３
乙

は
、

毎
年

４
月

に
休

憩
施

設
防

災
設

備
の

一
覧

表
を

作
成

し
、

甲
と

共
有

す
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
そ

の
内

容
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
そ

の
都

度
、

甲
と

共
有

す
る

も
の

と
す

る
。

（
平

常
時

か
ら

の
相

互
協

力
）

第
６

条
甲

及
び

乙
は

、
大

規
模

災
害

発
生

時
に

休
憩

施
設

の
拠

点
機

能
が

効
果

的
に

発
揮

さ
れ

る
よ

う
、

次
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
、

平
常

時
か

ら
相

互
に

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

一
甲

及
び

乙
の

定
期

的
な

調
整

会
議

の
実

施

た
だ

し
、

甲
及

び
乙

は
、

市
町

及
び

部
隊

等
に

調
整

会
議

へ
の

参
加

を
依

頼
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

二
甲

、
乙

及
び

部
隊

等
が

連
携

し
た

防
災

訓
練

の
実

施

三
防

災
拠

点
の

運
用

に
係

る
連

絡
体

制
の

整
備

四
そ

の
他

必
要

と
認

め
ら

れ
る

事
項

[資
料

編
Ⅱ

]

（
費

用
負

担
）

第
７

条
第

３
条

に
基

づ
く
相

互
協

力
に

要
す

る
費

用
負

担
に

つ
い

て
は

、
甲

乙
協

議
の

う
え

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

（
損

害
賠

償
責

任
）

第
８

条
こ

の
協

定
に

基
づ

く
休

憩
施

設
の

使
用

に
よ

り
、

甲
が

災
害

応
急

対
策

業
務

を
遂

行
す

る
に

あ
た

り
乙

に
損

害

を
加

え
た

場
合

に
お

い
て

は
、

甲
が

賠
償

す
る

も
の

と
す

る
。

２
甲

又
は

静
岡

県
内

市
町

の
要

請
を

受
け

災
害

応
急

対
策

業
務

に
従

事
す

る
部

隊
等

が
業

務
を

遂
行

す
る

に
あ

た
り

乙
に

損
害

を
加

え
た

場
合

に
お

い
て

は
、

静
岡

県
地

震
対

策
推

進
条

例
第

34
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
も

の
と

す

る
。

（
他

の
計

画
と

の
整

合
）

第
９

条
甲

及
び

乙
は

、
第

５
条

第
１

項
各

号
に

掲
げ

る
休

憩
施

設
の

拠
点

機
能

に
つ

い
て

、
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

、

静
岡

県
広

域
受

援
計

画
そ

の
他

の
計

画
と

の
整

合
を

図
る

も
の

と
す

る
。

（
協

定
の

変
更

）

第
1
0

条
こ

の
協

定
を

変
更

す
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

は
、

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（
細

目
協

定
等

）

第
1
1

条
こ

の
協

定
は

、
必

要
に

応
じ

て
細

目
を

別
に

定
め

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。

（
有

効
期

間
）

第
12

条
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

の
日

か
ら

平
成

３
０

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
有

効
期

間

が
満

了
す

る
日

の
１

ヶ
月

前
ま

で
に

甲
又

は
乙

の
い

ず
れ

か
が

書
面

を
も

っ
て

協
定

終
了

の
意

思
表

示
を

し
な

い
と

き
は

期
間

満
了

日
の

翌
日

か
ら

更
に

３
年

間
延

長
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

同
様

と
す

る
。

（
そ

の
他

）

第
13

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
、

又
は

解
釈

に
つ

い
て

疑
義

を
生

じ
た

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

、
甲

乙
協

議
の

う
え

、
定

め
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

う
え

、
各

自
そ

の
１

通
を

保
有

す
る

も
の

と
す

る
。

平
成

2
7

年
３

月
24

日

甲
静

岡
県

静
岡

市
葵

区
追

手
町

９
番

６
号

静
岡

県
知

事

乙
東

京
都

港
区

虎
ノ

門
四

丁
目

３
番

１
号

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社

東
京

支
社

長

-520-



高
速

道
路

休
憩

施
設

の
防

災
拠

点
と

し
て

の
活

用
に

関
す

る
基

本
協

定
書

に
基

づ
く

足
柄

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
（
下

り
）
の

進
出

拠
点

と
し

て
の

使
用

に
関

す
る

細
目

協
定

静
岡

県
（以

下
「甲

」
と

い
う

。
）
、

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
（
以

下
「
乙

」と
い

う
。

）及
び

中
日

本
エ

ク
シ

ス
株

式
会

社
（
以

下
「
丙

」と
い

う
。

）
は

、
甲

と
乙

が
平

成
２

７
年

３
月

２
４

日
付

け
で

締
結

し
た

「
高

速
道

路
休

憩
施

設
の

防
災

拠
点

と
し

て
の

活
用

に
関

す
る

基
本

協
定

書
」（

以
下

「
基

本
協

定
」と

い
う

。
）
第

１
１

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
東

名
高

速
道

路

足
柄

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
（
下

り
）
（以

下
「
足

柄
Ｓ

Ａ
」と

い
う

。
）
を

進
出

拠
点

と
し

て
使

用
す

る
場

合
の

細
目

に
関

し
、

次
の

と
お

り
細

目
協

定
を

締
結

す
る

。

（
目

的
）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
大

規
模

災
害

発
生

時
に

、
甲

及
び

広
域

応
援

部
隊

等
（以

下
「部

隊
等

」
と

い
う

。
）が

、

乙
及

び
丙

が
管

理
す

る
足

柄
Ｓ

Ａ
を

進
出

拠
点

と
し

て
使

用
す

る
に

あ
た

り
、

足
柄

Ｓ
Ａ

に
派

遣
さ

れ
る

甲
の

職
員

及
び

部
隊

等
が

使
用

で
き

る
施

設
の

範
囲

、
設

備
・備

品
の

取
り

扱
い

等
を

定
め

、
も

っ
て

静
岡

県
外

か

ら
進

出
す

る
部

隊
等

の
迅

速
か

つ
効

果
的

な
災

害
応

急
対

策
活

動
の

実
施

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
定

義
）

第
２

条
こ

の
協

定
に

お
い

て
、

「
進

出
拠

点
」
と

は
、

部
隊

等
が

応
援

を
受

け
る

都
道

府
県

に
向

か
っ

て
移

動
す

る
際

の
目

標
と

な
る

拠
点

を
い

う
。

（
適

用
範

囲
）

第
３

条
こ

の
協

定
は

、
東

名
高

速
道

路
足

柄
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

（
下

り
）
に

適
用

す
る

。

（
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る
相

互
協

力
）

第
４

条
甲

、
乙

及
び

丙
は

、
第

１
条

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
大

規
模

災
害

発
生

時
に

足
柄

Ｓ
Ａ

を
進

出
拠

点
と

し
て

機
能

さ
せ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

相
互

に
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。

（
使

用
範

囲
）

第
５

条
足

柄
Ｓ

Ａ
を

進
出

拠
点

と
す

る
場

合
に

お
い

て
、

甲
及

び
部

隊
等

が
使

用
で

き
る

範
囲

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。

一
別

紙
－

１
に

示
す

休
憩

施
設

防
災

設
備

（
駐

車
場

及
び

歩
道

部
、

緊
急

用
開

口
部

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

並
び

に

通
信

設
備

等
）

二
別

紙
－

２
に

示
す

営
業

施
設

建
物

内
の

範
囲

（机
、

椅
子

、
コ

ピ
ー

機
等

の
備

品
類

及
び

電
源

を
含

む
）

三
甲

は
、

前
二

号
に

規
定

す
る

範
囲

が
被

災
し

、
使

用
不

能
に

な
っ

た
場

合
等

に
は

、
他

に
使

用
可

能
な

範

囲
等

を
乙

又
は

丙
の

承
諾

の
も

と
に

使
用

で
き

る
も

の
と

す
る

。

（
備

品
・資

機
材

等
の

保
管

）

第
６

条
乙

は
、

前
条

に
規

定
す

る
使

用
範

囲
の

他
、

甲
が

災
害

応
急

対
策

活
動

を
遂

行
す

る
う

え
で

必
要

な
備

品
・資

機
材

等
（以

下
「
備

品
等

」
と

い
う

。
）
の

保
管

場
所

と
し

て
足

柄
Ｓ

Ａ
の

敷
地

を
使

用
す

る
こ

と
に

協

力
す

る
も

の
と

す
る

。

２
前

項
に

規
定

す
る

保
管

場
所

は
屋

外
と

し
、

具
体

の
場

所
に

つ
い

て
は

、
甲

乙
協

議
の

う
え

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

保
管

に
必

要
な

屋
外

倉
庫

、
収

納
ラ

ッ
ク

等
は

甲
の

責
に

お
い

て
手

配
の

う
え

、
設

置
す

る
も

の
と

す
る

。

３
甲

は
、

前
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

屋
外

倉
庫

、
収

納
ラ

ッ
ク

等
を

設
置

す
る

場
合

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
乙

の
指

示
に

従
い

、
道

路
占

用
許

可
申

請
手

続
き

を
行

う
も

の
と

す
る

。

４
甲

は
、

備
品

等
を

保
管

す
る

場
合

は
、

別
添

（備
品

・
資

機
材

等
保

管
リ

ス
ト

）
を

標
準

例
と

し
て

、
保

管

場
所

位
置

図
及

び
備

品
等

の
一

覧
表

を
作

成
し

、
乙

及
び

丙
と

共
有

す
る

も
の

と
す

る
。

一
覧

表
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
、

別
添

を
変

更
の

う
え

、
同

様
に

共
有

す
る

も
の

と
す

る
。

（
設

備
、

備
品

等
の

使
用

）

第
７

条
第

５
条

に
規

定
す

る
使

用
範

囲
の

他
、

災
害

応
急

対
策

活
動

を
行

う
に

あ
た

り
、

甲
が

足
柄

Ｓ
Ａ

で
使

用
を

要
望

す
る

設
備

、
備

品
等

に
つ

い
て

は
、

現
地

に
お

い
て

甲
及

び
乙

又
は

丙
が

取
り

扱
い

方
法

を
協

議
し

、

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

２
乙

及
び

丙
は

、
前

項
の

甲
の

要
望

に
対

し
可

能
な

範
囲

で
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
足

柄
Ｓ

Ａ
の

被
災

状
況

や
現

地
状

況
を

鑑
み

、
や

む
を

得
な

い
事

由
に

よ
り

協
力

が
困

難
な

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

３
甲

、
乙

及
び

丙
は

、
前

二
項

の
規

定
を

踏
ま

え
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

事
項

に
つ

い
て

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

一
営

業
施

設
建

物
内

の
従

業
員

用
ト

イ
レ

、
休

憩
場

所
（女

性
職

員
へ

の
対

応
を

含
む

）の
使

用

二
乙

及
び

丙
が

備
蓄

し
て

い
る

防
災

備
蓄

品
（食

料
、

飲
料

、
備

品
等

）
の

使
用

三
そ

の
他

甲
が

必
要

と
す

る
設

備
、

備
品

等
の

使
用

及
び

借
用

（
連

絡
体

制
）

第
８

条
甲

は
、

足
柄

Ｓ
Ａ

を
進

出
拠

点
と

し
て

使
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

別
紙

－
３

に
示

す
連

絡
体

制
表

に
基

づ
き

連
絡

す
る

も
の

と
す

る
。

（
防

災
訓

練
）

第
９

条
甲

、
乙

及
び

丙
は

、
足

柄
Ｓ

Ａ
を

進
出

拠
点

と
し

て
機

能
さ

せ
る

た
め

に
平

常
時

よ
り

連
携

し
て

防
災

訓
練

に
取

り
組

む
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

乙
及

び
丙

は
業

務
に

支
障

の
な

い
範

囲
で

足
柄

Ｓ
Ａ

の
使

用
に

つ
い

て
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。

（
費

用
の

負
担

）

第
１

０
条

次
の

各
号

に
掲

げ
る

費
用

に
つ

い
て

は
、

無
償

と
す

る
。

一
第

５
条

各
号

に
規

定
す

る
使

用
範

囲
内

に
お

け
る

休
憩

施
設

防
災

設
備

、
営

業
施

設
建

物
及

び
備

品
等

の

使
用

に
係

る
費

用

二
第

７
条

に
規

定
す

る
設

備
、

備
品

等
の

使
用

に
係

る
費

用

三
第

９
条

に
規

定
す

る
防

災
訓

練
の

実
施

に
お

け
る

足
柄

Ｓ
Ａ

の
使

用
に

係
る

費
用

（
損

害
賠

償
責

任
）

第
１

１
条

第
５

条
各

号
に

規
定

す
る

使
用

範
囲

に
お

い
て

、
甲

は
、

自
ら

の
責

に
お

い
て

災
害

時
に

お
け

る
使

用
範

囲
の

安
全

性
を

確
認

す
る

も
の

と
し

、
使

用
に

あ
た

り
甲

が
被

っ
た

損
害

に
つ

い
て

、
乙

及
び

丙
は

そ
の

損
害

を
賠

償
す

る
責

を
負

わ
な

い
も

の
と

す
る

。

２
こ

の
協

定
に

基
づ

く
足

柄
Ｓ

Ａ
の

使
用

に
よ

り
、

甲
が

災
害

応
急

対
策

活
動

を
遂

行
す

る
に

あ
た

り
乙

、
丙

及
び

第
三

者
に

損
害

を
加

え
た

場
合

に
お

い
て

は
、

甲
が

賠
償

す
る

も
の

と
す

る
。

３
甲

又
は

静
岡

県
内

市
町

の
要

請
を

受
け

、
災

害
応

急
対

策
活

動
に

従
事

す
る

部
隊

等
が

業
務

を
遂

行
す

る
に

あ
た

り
乙

、
丙

及
び

第
三

者
に

損
害

を
加

え
た

場
合

に
お

い
て

は
、

静
岡

県
地

震
対

策
推

進
条

例
第

３
４

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

（
協

定
の

変
更

）

第
１

２
条

こ
の

協
定

を
変

更
す

る
必

要
が

生
じ

た
場

合
は

、
甲

乙
丙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（
有

効
期

間
）

第
１

３
条

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
協

定
締

結
の

日
か

ら
平

成
３

０
年

３
月

３
１

日
ま

で
と

す
る

。
た

だ
し

、

有
効

期
間

が
満

了
す

る
日

の
１

ヶ
月

前
ま

で
に

甲
、

乙
又

は
丙

の
い

ず
れ

も
が

書
面

を
も

っ
て

協
定

終
了

の
意

思
表

示
を

し
な

い
と

き
は

期
間

満
了

日
の

翌
日

か
ら

更
に

３
年

間
延

長
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

同
様

と
す

る
。

（
そ

の
他

）

第
１

４
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

は
、

基
本

協
定

の
定

め
に

よ
る

も
の

と
し

、
こ

の
協

定
に

つ
い

て
疑

義
を

生
じ

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
そ

の
都

度
、

甲
乙

丙
協

議
の

う
え

、
定

め
る

も
の

と
す

る
。
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こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

４
通

を
作

成
し

、
甲

乙
丙

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

そ
の

１
通

を
保

有
す

る
も

の
と

す
る

。

平
成

2
8

年
４

月
１

日

甲
静

岡
県

静
岡

市
葵

区
追

手
町

９
番

６
号

静
岡

県
危

機
管

理
監

外
岡

達
朗

乙
東

京
都

港
区

虎
ノ

門
四

丁
目

３
番

１
号

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
東

京
支

社

保
全

・サ
ー

ビ
ス

事
業

部
長

牟
田

広
繁

東
京

都
港

区
虎

ノ
門

四
丁

目
３

番
１

号

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
東

京
支

社

関
連

事
業

部
長

中
尾

信
裕

丙
愛

知
県

名
古

屋
市

中
区

栄
２

丁
目

３
番

１
号

中
日

本
エ

ク
シ

ス
株

式
会

社

代
表

取
締

役
社

長
勝

美
雄

次
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東名高速道路　足柄ＳＡ（下り）　休憩施設防災設備配置図別紙－１

災害対応型中核給油所 ※　駐　車　場

緊急用開口部

緊急用開口部

ヘリポート

営業施設

公衆無線ＬＡＮ
【凡例】

使用可能設備※ 駐車場においては、一般のお客さまの利用状況により、活動スペースが限定されることがある。

　使用にあたっては、一般のお客さまの利用に配慮し、範囲内の空きスペースを活用するものとする。

静岡県東部方面本部

交通誘導係設置候補場所

優先使用範囲

足柄ＳＡ（下り）　営業施設建物使用範囲

営業施設　２Ｆ

【凡例】

使用可能範囲

別紙－２
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■
　

保
管

場
所

■
　

備
品

・資
機

材
リ

ス
ト

数
量

足
柄

Ｓ
Ａ

（
下

り
）
　

備
品

・
資

機
材

等
保

管
リ

ス
ト

（
標

準
例

）

分
類

名
称

規
格

等
備

考

別
　

添

平
　

面
　

図

保
管

場
所

１
．

進
出

拠
点

を
開

設
す

る
場

合
の

連
絡

体
制

２
．

緊
急

用
開

口
部

を
使

用
す

る
場

合
の

連
絡

体
制

３
．

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

使
用

す
る

場
合

の
連

絡
体

制

４
．

給
油

所
を

使
用

す
る

場
合

の
連

絡
体

制
　

（
※

発
電

機
等

の
燃

料
を

調
達

す
る

場
合

を
含

む
）

足
柄

Ｓ
Ａ

（
下

り
）
　

進
出

拠
点

運
営

に
係

る
連

絡
体

制
表

別
紙

－
３

静
岡

県
　

東
部

方
面

本
部

指
令

班

Ｎ
Ｔ

Ｔ
　

　
　

　
　

　
：
　

０
５

５
－

９
２

０
－

２
０

０
２

Ｎ
Ｔ

Ｔ
（
時

間
外

）
：
　

０
５

５
－

９
２

０
－

２
１

８
３

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  ０
８

０
－

１
６

０
２

－
６

０
４

５

防
災

行
政

無
線

：
　

５
（
８

）
－

１
０

３
－

６
０

１
０

衛
星

携
帯

電
話

：
　

０
９

０
－

５
８

５
３

－
２

６
６

６

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

川
崎

道
路

管
制

セ
ン

タ
ー

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
　

０
４

４
－

８
５

４
－

１
２

９
６

Ｆ
Ａ

Ｘ
：
　

０
４

４
－

８
６

５
－

９
９

７
２

中
日

本
エ

ク
シ

ス
(株

)　
東

京
支

店

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：　

０
４

５
－

９
４

９
－

６
０

１
０

Ｆ
Ａ

Ｘ
：
　

０
４

５
－

９
４

９
－

６
０

４
０

衛
星

携
帯

：
　

８
８

１
６

－
５

１
４

６
－

４
６

４
７

静
岡

県
　

東
部

方
面

本
部

指
令

班

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

御
殿

場
保

全
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

災
害

対
策

本
部

静
岡

県
　

災
害

対
策

本
部

ヘ
リ

ポ
ー

ト
へ

の
離

着
陸

を

希
望

す
る

部
隊

等

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

川
崎

道
路

管
制

セ
ン

タ
ー

静
岡

県
　

東
部

方
面

本
部

指
令

班

中
日

本
エ

ク
シ

ス
(株

)　
東

京
支

店

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ａ

Ｓ
Ａ

足
柄

オ
フ

ィ
ス

給
油

所
　

運
営

テ
ナ

ン
ト

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

災
害

対
策

本
部

中
日

本
エ

ク
シ

ス
(株

)　
東

京
支

店
Ｎ

Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ

中
日

本
　

東
京

支
社

災
害

対
策

本
部

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

御
殿

場
保

全
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：　

０
５

５
０

－
８

１
－

２
８

８
５

Ｆ
Ａ

Ｘ
：
　

０
５

５
０

－
８

３
－

０
７

６
２

衛
星

携
帯

：
　

８
８

１
６

－
２

３
４

１
－

２
８

０
７

静
岡

県
　

災
害

対
策

本
部

対
策

班
　

輸
送

基
盤

ス
タ

ッ
フ

Ｎ
Ｔ

Ｔ
　

　
　

　
　

　
　

  ：
　

０
５

４
―

２
２

１
－

３
６

０
０

Ｎ
Ｔ

Ｔ
（
臨

時
電

話
）
：
　

０
５

４
－

２
２

１
－

２
７

８
８

、
２

７
８

９
、

２
７

９
０

防
災

行
政

無
線

　
 ：

　
５

（
８

）
－

１
０

０
－

６
１

０
２

、
６

１
０

３
、

６
１

０
４

衛
星

携
帯

電
話

　
 ：

　
０

９
０

－
５

８
５

３
－

２
６

５
３

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ

Ｏ
中

日
本

　
東

京
支

社

災
害

対
策

本
部

（平
日

日
中

）

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：　

０
３

－
５

７
７

６
－

５
６

７
６

Ｆ
Ａ

Ｘ
：
　

０
３

－
５

７
７

６
－

５
６

６
０

（平
日

夜
間

及
び

休
日

）

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：　

０
４

４
－

８
５

５
－

２
２

７
４

Ｆ
Ａ

Ｘ
：
　

０
４

４
－

８
５

４
－

０
３

３
３

衛
星

携
帯

：
　

８
８

１
６

－
２

３
４

１
－

２
７

９
１

中
日

本
エ

ク
シ

ス
(株

)　
東

京
支

店

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ａ

Ｓ
Ａ

足
柄

オ
フ

ィ
ス

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：　

０
５

５
０

－
８

２
－

６
２

７
３

Ｆ
Ａ

Ｘ
：
　

０
５

５
０

－
８

２
－

６
２

７
４

衛
星

携
帯

：
　

８
８

１
６

－
５

１
４

６
－

４
６

４
８
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高速道路休憩施設の防災拠点としての活用に関する基本協定書に基づく

浜松サービスエリア（上り）の進出拠点としての使用に関する細目協定

静岡県（以下「甲」という。）、中日本高速道路株式会社（以下「乙」という。）及び中日本エク

シス株式会社（以下「丙」という。）は、甲と乙が平成２７年３月２４日付けで締結した「高速道

路休憩施設の防災拠点としての活用に関する基本協定書」（以下「基本協定」という。）第１１条

の規定に基づき、新東名高速道路 浜松サービスエリア（上り）（以下「浜松ＳＡ」という。）を進

出拠点として使用する場合の細目に関し、次のとおり細目協定を締結する。

（目的）

第１条 この協定は、大規模災害発生時に、甲及び広域応援部隊等（以下「部隊等」という。）が、

乙及び丙が管理する浜松ＳＡを進出拠点として使用するにあたり、浜松ＳＡに派遣される甲の

職員及び部隊等が使用できる施設の範囲、設備・備品の取り扱い等を定め、もって静岡県外か

ら進出する部隊等の迅速かつ効果的な災害応急対策活動の実施を支援することを目的とする。

（定義）

第２条 この協定において、「進出拠点」とは、部隊等が応援を受ける都道府県に向かって移動す

る際の目標となる拠点をいう。

（適用範囲）

第３条 この協定は、新東名高速道路 浜松サービスエリア（上り）に適用する。

（大規模災害発生時における相互協力）

第４条 甲、乙及び丙は、第１条の目的を達成するため、大規模災害発生時に浜松ＳＡを進出拠

点として機能させることについて、相互に協力するものとする。

（使用範囲）

第５条 浜松ＳＡを進出拠点とする場合において、甲及び部隊等が使用できる範囲は、次の各号

に掲げるとおりとする。

一 別紙－１に示す休憩施設防災設備（駐車場及び歩道部、緊急用開口部、ヘリポート並びに

通信設備等）

二 別紙－２に示す営業施設建物内の範囲（机、椅子、コピー機等の備品類及び電源を含む）

三 甲は、前二号に規定する範囲が被災し、使用不能になった場合等には、他に使用可能な範

囲等を乙又は丙の承諾のもとに使用できるものとする。

（備品・資機材等の保管）

第６条 乙は、前条に規定する使用範囲の他、甲が災害応急対策活動を遂行するうえで必要な備

品・資機材等（以下「備品等」という。）の保管場所として浜松ＳＡの敷地を使用することに協

力するものとする。

２ 前項に規定する保管場所は屋外とし、具体の場所については、甲乙協議のうえ決定するもの

とする。ただし、保管に必要な屋外倉庫、収納ラック等は甲の責において手配のうえ、設置す

るものとする。

３ 甲は、前項の規定に基づき、屋外倉庫、収納ラック等を設置する場合は、必要に応じて、乙

の指示に従い、道路占用許可申請手続きを行うものとする。

４ 甲は、備品等を保管する場合は、別添（備品・資機材等保管リスト）を標準例として、保管

場所位置図及び備品等の一覧表を作成し、乙及び丙と共有するものとする。一覧表に変更が生

じた場合は、別添を変更のうえ、同様に共有するものとする。

（設備、備品等の使用）

第７条 第５条に規定する使用範囲の他、災害応急対策活動を行うにあたり、甲が浜松ＳＡで使
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用を要望する設備、備品等については、現地において甲及び乙又は丙が取り扱い方法を協議し、

決定するものとする。

２ 乙及び丙は、前項の甲の要望に対し可能な範囲で協力するものとする。ただし、浜松ＳＡの

被災状況や現地状況を鑑み、やむを得ない事由により協力が困難な場合はこの限りではない。

３ 甲、乙及び丙は、前二項の規定を踏まえ、次の各号に掲げる事項について協議するものとす

る。

一 営業施設建物内の従業員用トイレ、休憩場所（女性職員への対応を含む）の使用

二 乙及び丙が備蓄している防災備蓄品（食料、飲料、備品等）の使用

三 その他甲が必要とする設備、備品等の使用及び借用

（連絡体制）

第８条 甲は、浜松ＳＡを進出拠点として使用する場合においては、別紙－３に示す連絡体制表

に基づき連絡するものとする。

（防災訓練）

第９条 甲、乙及び丙は、浜松ＳＡを進出拠点として機能させるために平常時より連携して防災

訓練に取り組むものとする。この場合において、乙及び丙は業務に支障のない範囲で浜松ＳＡ

の使用について協力するものとする。

（費用の負担）

第１０条 次の各号に掲げる費用については、無償とする。

一 第５条各号に規定する使用範囲内における休憩施設防災設備、営業施設建物及び備品等の

使用に係る費用

二 第７条に規定する設備、備品等の使用に係る費用

三 第９条に規定する防災訓練の実施における浜松ＳＡの使用に係る費用

（損害賠償責任）

第１１条 第５条各号に規定する使用範囲において、甲は、自らの責において災害時における使

用範囲の安全性を確認するものとし、使用にあたり甲が被った損害について、乙及び丙はその

損害を賠償する責を負わないものとする。

２ この協定に基づく浜松ＳＡの使用により、甲が災害応急対策活動を遂行するにあたり乙、丙

及び第三者に損害を加えた場合においては、甲が賠償するものとする。

３ 甲又は静岡県内市町の要請を受け、災害応急対策活動に従事する部隊等が業務を遂行するに

あたり乙、丙及び第三者に損害を加えた場合においては、静岡県地震対策推進条例第３４条第

２項の規定によるものとする。

（協定の変更）

第１２条 この協定を変更する必要が生じた場合は、甲乙丙協議して定めるものとする。

（有効期間）

第１３条 この協定の有効期間は、協定締結の日から平成３０年３月３１日までとする。ただし、

有効期間が満了する日の１ヶ月前までに甲、乙又は丙のいずれもが書面をもって協定終了の意

思表示をしないときは期間満了日の翌日から更に３年間延長されるものとし、以後も同様とす

る。

（その他）

第１４条 この協定に定めのない事項は、基本協定の定めによるものとし、この協定について疑

義を生じた事項については、その都度、甲乙丙協議のうえ、定めるものとする。
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この協定の締結を証するため、本書４通を作成し、甲乙丙記名押印のうえ、各自その１通を保

有するものとする。

平成 28年４月１日

甲 静岡県静岡市葵区追手町９番６号

静岡県 危機管理監 外岡 達朗

乙 東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

中日本高速道路株式会社 東京支社

保全・サービス事業部長 牟田 広繁

東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

中日本高速道路株式会社 東京支社

関連事業部長 中尾 信裕

丙 愛知県名古屋市中区栄２丁目３番１号

中日本エクシス株式会社

代表取締役社長 勝美 雄次
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新東名高速道路　浜松ＳＡ（上り）　休憩施設防災設備配置図別紙－１

営業施設

公衆無線ＬＡＮヘリポート

※　駐　車　場

災害対応型中核給油所

緊急用開口部

【凡例】

使用可能設備

※ 駐車場においては、一般のお客さまの利用状況により、

　活動スペースが限定されることがある。

　使用にあたっては、一般のお客さまの利用に配慮し、

　範囲内の空きスペースを活用するものとする。

優先使用範囲

静岡県西部方面本部

交通誘導係設置候補場所

浜松ＳＡ（上り）　営業施設建物使用範囲別紙－２

営業施設　１Ｆ

【凡例】

使用可能範囲
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[資料編Ⅱ]

19-2-24 地理空間情報の活用促進のための協力に関する協定書

（県土木防災課）

国土地理院と静岡県は、それぞれが所有する地理空間情報の活用促進のために、協力に関する基本的事項について、

次のとおり協定を締結する。

（目的）

第１条 本協定は、現在及び将来の国民が安心して豊かな生活を営むことができる経済社会の実現のため、地理空間情

報活用推進基本法（平成１９年法律第６３号）の趣旨にのっとり、国土地理院及び静岡県が保有する地理空間情報の

相互活用及び情報、技術等の提供に関し、連携及び協力を強化することにより、国民の利便性の向上を図るとともに

県勢の発展と安全、安心な地域社会づくりに寄与することを目的とする。

（適用範囲）

第２条 本協定は、地理空間情報の整備及び活用に関する行政事務に対し適用するものとする。

（地理空間情報の提供及び物品の貸与）

第３条 国土地理院及び静岡県は、保有する地理空間情報及び物品について、相互に活用するものとし、具体的な提供

方法等については、別途定めるものとする。

（災害対応等における協力）

第４条 国土地理院及び静岡県は、災害対応及び防災訓練等において相互に情報の共有を図り、迅速かつ効果的な防災

及び減災の推進に向けて協力するものとし、具体的な協力方法等については、別途定めるものとする。

（技術支援）

第５条 国土地理院及び静岡県は、地理空間情報等の相互活用の推進に役立つ技術等の活用について、可能な範囲で相

互に支援するものとする。

（窓口の設置）

第６条 国土地理院及び静岡県は、本協定に定める連携及び協力を強化するための担当窓口を設置し、具体的な連携及

び協力事項の推進を図るものとする。

（有効期間）

第７条 本協定の有効期間は、協定締結の日から平成２５年３月３１日までとする。ただし、この有効期限に関わらず、

本協定の有効期間満了の日の３０日前までに国土地理院及び静岡県のいずれかが書面をもって本協定の終了の意思

表示をしないときは、期間満了日の翌日から更に１年間有効とし、その後も同様とする。

（協議）

第８条 本協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項について疑義が生じたときは、両者が誠意を持って協議解

決するものとする。

この協定の締結を証するため、本書 2 通を作成し、それぞれ記名押印のうえ、各自その 1通を保有するものとする。

平成２４年 ４月１９日

茨城県つくば市北郷一番

国土交通省国土地理院長

静岡県静岡市葵区追手町９番６号

静岡県知事
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の
あ

っ
せ

ん
を

要
請

さ
れ

た
と

き
。

（調
達

物
資

の
範

囲
）

第
２

甲
が

乙
に

供
給

を
要

請
す

る
物

資
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

の
う

ち
、

乙
が

保
有

す
る

物
資

と
す

る
。

(1
)

別
表

に
掲

げ
る

物
資

(2
)

そ
の

他
甲

が
指

定
す

る
物

資

（要
請

の
方

法
）

第
３

第
１

の
要

請
は

、
文

書
を

も
っ

て
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
文

書
を

も
っ

て
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

口
頭

で
要

請
し

、
そ

の
後

す
み

や
か

に
文

書
を

交
付

す
る

も
の

と
す

る
。

２
．

前
項

但
し

書
き

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
乙

は
甲

の
意

思
を

確
認

（
食

品
関

係
に

あ
っ

て
は

農
政

課
長

、
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
に

あ
っ

て
は

消
防

防
災

課
長

、
そ

の
他

の
物

資
に

あ
っ

て
は

商
工

企
画

課
長

と
す

る
。

）の
う

え
、

第
４

の
措

置
を

と
る

も
の

と
す

る
。

（要
請

に
基

づ
く
乙

の
措

置
）

第
４

第
１

の
要

請
を

受
け

た
と

き
は

、
乙

は
そ

の
要

請
事

項
を

実
施

す
る

た
め

の
措

置
を

と
る

と
と

も
に

、
そ

の
措

置
の

状
況

を
第

３
の

２
．

に
掲

げ

る
者

に
連

絡
す

る
も

の
と

す
る

。

（価
格

）

第
５

物
資

の
取

引
価

格
は

、
災

害
発

生
直

前
時

に
お

け
る

適
正

な
価

格
（引

渡
し

ま
で

の
運

賃
を

含
む

。
災

害
発

生
前

の
取

引
に

つ
い

て
は

取
引

時
の

適
正

な
価

格
）を

基
準

と
し

て
、

甲
、

乙
協

議
し

て
定

め
る

。

（引
渡

し
）

第
６

物
資

の
取

引
場

所
は

、
甲

が
指

定
す

る
も

の
と

し
、

甲
は

、
当

該
場

所
に

職
員

を
派

遣
し

物
資

を
確

認
の

う
え

引
取

る
も

の
と

す
る

。

２
．

甲
は

、
前

項
の

職
員

の
派

遣
を

市
町

村
長

に
代

行
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

（代
金

の
支

払
い

）

第
７

甲
が

引
取

っ
た

物
資

の
代

金
は

、
引

取
後

、
す

み
や

か
に

支
払

う
も

の
と

す
る

。

（保
有

数
量

の
報

告
）

第
８

乙
は

、
こ

の
協

定
の

成
立

の
日

及
び

毎
年

４
月

１
日

現
在

の
物

資
の

保
有

数
量

を
別

紙
「
物

資
保

有
数

量
報

告
書

」
に

よ
り

甲
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（協
議

）

第
９

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

つ
ど

、
甲

、
乙

協
議

し
て

定
め

る
。

県
経

済
産

業
部

総
務

監

県
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

推
進

課

県
茶

業
農

産
課

県
水

産
振

興
課

県
地

域
産

業
課

県
危

機
政

策
課

[資
料

編
Ⅱ

]

（有
効

期
間

）

第
10

こ
の

協
定

は
、

平
成

年
月

日
か

ら
、

そ
の

効
力

を
有

す
る

も
の

と
し

、
甲

又
は

乙
が

文
書

を
も

っ
て

、
協

定
の

終
了

を
通

知
し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
を

持
続

す
る

。
た

だ
し

、
乙

が
別

表
に

掲
げ

る
物

資
を

取
扱

わ
な

く
な

っ
た

と
き

は
、

こ
の

協
定

は
、

効
力

を
失

う
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
、

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

そ
の

１
通

を
保

有
す

る
。

平
成

年
月

日

甲
静

岡
市

追
手

町
９

－
６

静
岡

県
知

事

乙
（
住

所
）

（
氏

名
）

別
表

（供
給

要
請

物
資

一
覧

表
）

主
食

米
、

粉
乳

副
食

漬
物

・梅
干

、
つ

く
だ

に
、

缶
詰

調
味

料
味

噌
、

醤
油

、
塩

衣
料

毛
布

、
テ

ン
ト

、
シ

ャ
ツ

、
下

着
類

、
作

業
衣

、
タ

オ
ル

、
軍

手
、

サ
ラ

シ

日
用

品
雨

具
、

お
む

つ
（紙

）
、

お
む

つ
カ

バ
ー

、
生

理
用

品
、

石
け

ん
、

洗
剤

、
ち

り
紙

、
な

べ
、

ハ
ン

ゴ
ー

、
や

か
ん

、
バ

ケ
ツ

、
皿

、
茶

わ
ん

、
ハ

シ
・ス

プ
ー

ン
、

哺
乳

ビ
ン

、
マ

ッ
チ

・

ラ
イ

タ
ー

、
懐

中
電

灯
、

乾
電

池
、

運
動

靴

燃
料

等
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

器
具
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（別
紙

）

物
資

保
有

数
量

報
告

書

（平
成

年
月

日
現

在
）

災
害

救
助

に
必

要
な

物
資

の
調

達
に

関
す

る
協

定
書

第
８

に
よ

り
、

当
（社

、
店

、
組

合
）の

物
資

保
有

数
量

を
下

記
の

と
お

り
報

告
し

ま
す

。

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
様 所

在
地

名
称

代
表

者

電
話

番
号

記

（注
）
１

．
品

名
に

つ
い

て
は

、
下

表
の

物
資

の
う

ち
、

取
扱

品
目

を
記

入
す

る
。

２
．

数
量

に
は

、
単

位
を

付
す

る
。

な
お

、
単

位
は

下
表

の
（

）書
き

に
す

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

３
．

物
資

が
、

多
数

で
あ

る
と

き
は

、
概

数
で

さ
し

つ
か

え
な

い
。

４
．

参
考

事
項

に
は

、
保

有
数

量
の

う
ち

の
す

べ
て

を
供

給
で

き
な

い
事

情
が

あ
る

と
き

は
、

供
給

可
能

量
を

表
示

す
る

な
ど

供
給

上
参

考

と
な

る
事

項
を

記
入

す
る

。

５
．

物
資

保
有

場
所

ご
と

に
作

成
す

る
。

（表
）品

名
数

量
参

考
事

項

区
分

品
名

及
び

単
位

主
食

米
（ｔ

）
、

粉
乳

（k
g）

副
食

漬
物

・梅
干

（k
g）

、
つ

く
だ

に
（k

g）
・
缶

詰
（k

g）

調
味

料
味

噌
（k

g）
、

醤
油

（
 

）、
塩

（k
g）

衣
料

毛
布

（枚
）
、

テ
ン

ト
（
張

）、
シ

ャ
ツ

（枚
）、

下
着

類
（
組

）、
作

業
衣

（
着

）、

タ
オ

ル
（
枚

）、
軍

手
（双

）
、

サ
ラ

シ
（反

）

日
用

品
等

雨
具

（こ
）、

お
む

つ
（紙

）
（組

）、
お

む
つ

カ
バ

ー
（枚

）、
生

理
用

品
（袋

）、

石
け

ん
（
こ

）、
洗

剤
（箱

）、
ち

り
紙

（ロ
ー

ル
、

又
は

締
）、

な
べ

・ハ
ン

ゴ
ー

（
こ

）、
や

か
ん

（こ
）
、

バ
ケ

ツ
（こ

）
、

皿
（枚

）
、

茶
わ

ん
（こ

）、
ハ

シ
・ス

プ
ー

ン
（膳

・本
）、

哺
乳

ビ
ン

（本
）、

マ
ッ

チ
・
ラ

イ
タ

ー
（こ

）、
懐

中
電

灯
（本

）、
乾

電
池

（こ
）、

運
動

靴
（
足

）

燃
料

等
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
（
kg

）、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
器

具
（こ

）
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料

編
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２
平

成
８

年
度

作
成

様
式

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）と

（
以

下
「乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

災
害

救
助

に
必

要
な

物
資

（
以

下
「
物

資
」と

い
う

。
）
の

調
達

、
運

搬
に

関
し

、
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

（要
請

）

第
１

条
甲

は
、

次
に

掲
げ

る
場

合
に

お
い

て
、

物
資

を
調

達
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

乙
に

対
し

、
そ

の
調

達
・
製

造
が

可
能

な

物
資

の
供

給
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

(1
)

静
岡

県
内

に
災

害
が

発
生

し
、

又
は

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
き

。

(2
)

静
岡

県
以

外
の

災
害

の
救

助
の

た
め

、
国

又
は

関
係

都
道

府
県

知
事

か
ら

、
物

資
の

調
達

の
あ

っ
せ

ん
を

要
請

さ
れ

た
と

き
、

又
は

救
援

の
必

要
が

認
め

ら
れ

る
と

き
。

（調
達

物
資

の
範

囲
）

第
２

条
甲

が
乙

に
供

給
を

要
請

す
る

物
資

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
の

う
ち

、
要

請
時

点
で

乙
が

調
達

・製
造

が
可

能
な

物
資

と
す

る
。

(1
)

別
表

に
掲

げ
る

物
資

(2
)

そ
の

他
甲

が
指

定
す

る
物

資

（要
請

の
方

法
）

第
３

条
第

１
条

の
要

請
は

、
食

品
関

係
に

あ
っ

て
は

農
政

企
画

課
長

、
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
に

あ
っ

て
は

消
防

防
災

課
長

、
そ

の
他

の
物

資
に

あ
っ

て

は
地

域
産

業
課

長
が

別
紙

１
の

文
書

を
も

っ
て

行
う

も
の

と
す

る
。

但
し

、
文

書
を

も
っ

て
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

口
頭

又
は

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

等
で

要
請

し
、

そ
の

後
す

み
や

か
に

文
書

を
交

付
す

る
も

の
と

す
る

。

２
前

項
但

し
書

き
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

乙
は

甲
の

意
思

を
前

項
の

も
の

に
確

認
の

上
、

第
４

条
の

措
置

を
と

る
も

の
と

す
る

。

（要
請

に
基

づ
く
乙

の
措

置
）

第
４

条
第

１
条

の
要

請
を

受
け

た
と

き
は

、
乙

は
そ

の
要

請
事

項
を

実
施

す
る

た
め

の
措

置
を

と
る

と
と

も
に

、
そ

の
措

置
の

状
況

を
別

紙
２

に
よ

り
第

３
条

に
掲

げ
る

者
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（物
資

の
運

搬
、

引
渡

し
）

第
５

条
物

資
の

集
積

場
所

、
運

搬
経

路
は

、
甲

が
状

況
に

応
じ

、
指

定
す

る
も

の
と

し
、

集
積

場
所

ま
で

の
物

資
の

運
搬

は
、

原
則

と
し

て
乙

が
行

う
も

の
と

す
る

。
但

し
、

乙
の

運
搬

が
困

難
な

場
合

は
、

甲
の

指
定

す
る

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

２
甲

は
、

当
該

場
所

に
職

員
を

派
遣

し
物

資
を

確
認

の
う

え
引

取
る

も
の

と
す

る
。

３
甲

は
、

前
項

の
職

員
の

派
遣

を
市

町
村

長
に

代
行

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（費
用

）

第
６

条
第

２
条

の
調

達
物

資
の

対
価

及
び

乙
が

行
っ

た
運

搬
等

の
費

用
に

つ
い

て
は

甲
が

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

２
前

項
の

費
用

は
、

集
積

場
所

へ
の

運
搬

終
了

後
、

乙
の

提
出

す
る

出
荷

確
認

書
等

に
基

づ
き

、
災

害
発

生
直

前
時

に
お

け
る

適
正

な
価

格

（
災

害
発

生
前

の
取

引
に

つ
い

て
は

取
引

時
の

適
正

な
価

格
）を

基
準

と
し

て
、

甲
、

乙
協

議
し

て
定

め
る

。

（代
金

の
支

払
い

）

第
７

条
甲

が
引

取
っ

た
物

資
の

代
金

は
、

乙
か

ら
の

請
求

後
、

す
み

や
か

に
支

払
う

も
の

と
す

る
。

（調
達

・製
造

可
能

数
量

の
報

告
）

第
８

条
乙

は
、

こ
の

協
定

の
成

立
の

日
及

び
毎

年
９

月
１

日
現

在
の

物
資

の
調

達
可

能
量

及
び

県
内

搬
入

方
法

を
別

紙
２

「物
資

調
達

・製
造

可

能
数

量
報

告
書

」
に

よ
り

甲
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（細
目

協
定

）

第
９

条
甲

は
、

毎
年

４
月

１
日

現
在

の
物

資
の

調
達

に
関

す
る

搬
入

経
路

、
県

集
積

所
、

県
担

当
者

、
連

絡
先

等
の

協
定

の
細

目
に

つ
い

て
、

乙

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。

（市
町

村
長

協
定

と
の

調
整

）

第
1
0

条
乙

が
県

内
市

町
村

長
と

同
様

の
協

定
を

締
結

し
て

い
る

場
合

は
、

市
町

村
長

と
の

協
定

を
優

先
す

る
も

の
と

す
る

。

（協
議

）

第
1
1

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
に

つ
い

て
は

、
そ

の
つ

ど
、

甲
、

乙
協

議
し

て
定

め
る

。
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（有
効

期
間

）

第
1
2

条
こ

の
協

定
は

、
平

成
年

月
日

か
ら

、
そ

の
協

力
を

有
す

る
も

の
と

し
、

甲
又

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
、

協
定

の
終

了
を

通
知

し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
を

持
続

す
る

。
た

だ
し

、
乙

が
別

表
に

掲
げ

る
全

て
の

物
資

を
扱

わ
な

く
な

っ
た

と
き

は
、

こ
の

協
定

は
、

効
力

を
失

う
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

そ
の

１
通

を
所

持
す

る
。

平
成

年
月

日

甲
静

岡
市

追
手

町
９

－
６

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延
印

乙
（住

所
）

（氏
名

）

別
表

○
確

保
が

必
要

な
物

資

期
間

発
災

直
後

発
災

後
３

～
４

日
ま

で
３

～
４

日
以

降

想
定

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

ス
ト

ッ
プ

電
気

、
水

道
復

旧
電

気
、

水
道

復
旧

食
料

（
調

理
不

要
の

食
品

）

お
に

ぎ
り

弁
当

パ
ン

缶
詰

飲
料

牛
乳

粉
ミ

ル
ク

（
主

食
＋

副
食

品
）

お
に

ぎ
り

弁
当

パ
ン

缶
詰

カ
ッ

プ
ラ

ー
メ

ン

カ
ッ

プ
味

噌
汁

レ
ト

ル
ト

食
品

果
実

飲
料

牛
乳

粉
ミ

ル
ク

（自
炊

の
た

め
の

食
材

）

米
穀

野
菜

果
実

食
肉

魚
類

漬
物

佃
煮

味
噌

醤
油

塩

飲
料

牛
乳

粉
ミ

ル
ク

物
資

衣
料

：毛
布

、
テ

ン
ト

、
シ

ャ
ツ

、
下

着
類

、
作

業
着

、
タ

オ
ル

、
軍

手
、

サ
ラ

シ

日
用

品
等

：
雨

具
、

お
む

つ
（紙

）
、

お
む

つ
カ

バ
ー

、
生

理
用

品
、

石
け

ん
、

洗
剤

、
ち

り
紙

、
な

べ
、

ハ
ン

ゴ
ー

、

や
か

ん
、

バ
ケ

ツ
、

皿
、

茶
わ

ん
、

ハ
シ

・
ス

プ
ー

ン
、

哺
乳

ビ
ン

、
マ

ッ
チ

・ラ
イ

タ
ー

、
懐

中
電

灯
、

乾
電

池
、

運
動

靴

燃
料

等
：
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

器
具

[資
料

編
Ⅱ

]

別
紙

１
物

資
調

達
要

請
文

書

第
号

平
成

年
月

日

会
社

名

代
表

者
様

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

災
害

救
助

に
必

要
な

物
資

の
調

達
の

要
請

に
つ

い
て

災
害

救
助

に
必

要
な

物
資

の
調

達
に

関
す

る
協

定
書

に
基

づ
き

、
下

記
の

と
お

り
要

請
し

ま
す

。

な
お

、
協

定
書

第
４

条
に

よ
り

、
本

要
請

に
対

す
る

貴
社

の
措

置
状

況
を

報
告

願
い

ま
す

。

記

要
請

す
る

物
資

注
：
要

請
数

量
は

、
１

日
当

た
り

数
量

で
あ

る
。

担
当

室
○

○

電
話

0
54

-
2
21

-

要
請

期
間

要
請

品
目

要
請

数
量

搬
入

希
望

場
所

月
日

～
月

日
ま

で
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別
紙

２
物

資
調

達
・製

造
可

能
数

量
・措

置
の

状
況

報
告

書

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延
様

会
社

名

代
表

者

災
害

救
助

に
必

要
な

物
資

の
調

達
に

関
す

る
協

定
書

（
第

４
条

・
第

８
条

）に
よ

り
、

当
社

の
（
物

資
調

達
・
製

造
可

能
数

量
・
措

置
の

状
況

）
を

下

記
の

と
お

り
報

告
し

ま
す

。

記

１
調

達
可

能
数

量

注
：協

定
書

第
８

条
に

よ
る

報
告

は
、

被
災

が
な

い
と

想
定

し
た

場
合

の
１

日
当

た
り

の
最

大
調

達
・
製

造
可

能
数

量
の

概
数

を
記

入
す

る
。

発
災

直
後

発
災

後
３

～
４

日
ま

で
３

～
４

日
以

降

品
名

調
達

可
能

数
量

品
名

調
達

可
能

数
量

品
名

調
達

可
能

数
量

お
に

ぎ
り

弁
当

パ
ン

缶
詰

飲
料

牛
乳

粉
ミ

ル
ク

お
に

ぎ
り

弁
当

パ
ン

缶
詰

ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾗ

ｰ
ﾒ
ﾝ

ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟ味

噌
汁

ﾚ
ﾄﾙ

ﾄ食
品

果
実

飲
料

牛
乳

粉
ミ

ル
ク

米
穀

野
菜

果
実

食
肉

魚
類

漬
物

佃
煮

味
噌

醤
油

塩

飲
料

牛
乳

粉
ミ

ル
ク

毛
布

下
着

類

軍
手

お
む

つ
（紙

）

石
け

ん
、

洗
剤

バ
ケ

ツ

哺
乳

ビ
ン

運
動

靴

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

テ
ン

ト

作
業

着

サ
ラ

シ

お
む

つ
カ

バ
ー

ち
り

紙

皿
、

茶
わ

ん

マ
ッ

チ
・ラ

イ
タ

ー

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

シ
ャ

ツ

タ
オ

ル

雨
具

生
理

用
品

な
べ

、
ハ

ン
ゴ

ー
、

や
か

ん

ハ
シ

・ス
プ

ー
ン

懐
中

電
灯

、
乾

電
池

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

器
具

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
調
理
不

要
の
食

品
）

（
主
食
＋

副
食
品
）

（
自
炊

の
た
め

の
食
材
）

[資
料

編
Ⅱ

]

２
県

内
へ

の
搬

入
場

所
、

方
法

（い
ず

れ
か

に
○

を
つ

け
る

）

①
県

集
積

所
ま

で
当

社
が

搬
入

す
る

（熱
海

、
下

田
、

沼
津

、
富

士
、

静
岡

、
藤

枝
、

磐
田

、
天

竜
、

浜
松

）

②
当

社
指

定
場

所
で

県
へ

引
き

渡
し

（
県

市
・町

）

③
そ

の
他

（
）

④
搬

入
方

法
（
陸

路
、

空
路

、
海

路
）

３
発

災
時

の
当

社
の

連
絡

先
（不

通
の

場
合

を
考

慮
し

、
３

ケ
ー

ス
を

記
入

す
る

。
）

４
そ

の
他

、
連

絡
事

項
等

有
り

ま
し

た
ら

記
入

願
い

ま
す

。

所
在

地
担

当
部

署
担

当
者

名
電

話
（

F
A

X
）

番
号

第
１

順
位

２ ３
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1
9
-
3
-
2

災
害

時
に

お
け

る
応

急
復

旧
に

必
要

な
資

機
材

の
供

給
に

関
す

る
協

定
書

（県
地

域
産

業
課

）

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延
（
以

下
「
甲

」と
い

う
。

）
と

○
○

○
（以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

災
害

時
に

お
け

る
応

急
復

旧
に

必
要

な
資

機
材

（以
下

「資
機

材
」と

い
う

。
）の

供
給

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（要
請

）

第
１

条
甲

は
、

次
に

掲
げ

る
場

合
に

お
い

て
、

資
機

材
を

調
達

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
は

、
乙

に
対

し
、

そ
の

供
給

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

(1
)静

岡
県

内
に

災
害

が
発

生
し

、
又

は
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

き
。

(2
)静

岡
県

以
外

の
災

害
の

救
助

の
た

め
、

国
又

は
関

係
都

道
府

県
知

事
か

ら
、

資
機

材
の

供
給

を
要

請
さ

れ
た

と
き

、
又

は
、

救
援

の
必

要
が

認
め

ら
れ

る
と

き
。

（供
給

資
機

材
の

範
囲

）

第
２

条
甲

が
乙

に
供

給
を

要
請

す
る

資
機

材
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

の
う

ち
、

要
請

時
点

で
、

乙
が

供
給

可
能

な
資

機
材

と
す

る
。

(1
)ト

タ
ン

、
板

、
ク

ギ
、

ス
レ

ー
ト

、
瓦

、
畳

、
硝

子
、

鋼
材

(2
)そ

の
他

甲
が

指
定

す
る

資
機

材

（要
請

の
方

法
）

第
３

条
第

１
条

の
要

請
は

、
地

域
産

業
室

長
が

別
紙

１
の

文
書

を
も

っ
て

行
う

も
の

と
す

る
。

但
し

、
文

書
を

も
っ

て
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
と

き
は

口
頭

又
は

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

等
で

要
請

し
、

そ
の

後
す

み
や

か
に

文
書

を
交

付
す

る
も

の
と

す
る

。

２
前

項
但

し
書

き
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

乙
は

甲
の

意
思

を
前

項
の

者
に

確
認

の
上

、
第

４
条

の
措

置
を

と
る

も
の

と
す

る
。

（資
機

材
の

運
搬

、
引

渡
し

）

第
４

条
資

機
材

の
集

積
場

所
、

運
搬

経
路

は
、

甲
が

状
況

に
応

じ
、

指
定

す
る

も
の

と
し

、
集

積
場

所
ま

で
の

資
機

材
の

運
搬

は
、

原
則

と
し

て
乙

が
行

う
も

の
と

す
る

。
但

し
、

乙
の

運
搬

が
困

難
な

場
合

は
、

甲
の

指
定

す
る

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

２
甲

は
、

当
該

場
所

に
職

員
を

派
遣

し
資

機
材

を
確

認
の

う
え

引
取

る
も

の
と

す
る

。

３
甲

は
、

前
項

の
職

員
の

派
遣

を
市

町
村

長
に

代
行

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（費
用

）

第
５

条
第

２
条

の
供

給
資

機
材

の
対

価
及

び
乙

が
行

っ
た

運
搬

等
の

費
用

に
つ

い
て

は
甲

が
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。

２
前

項
の

費
用

は
、

集
積

場
所

へ
の

運
搬

終
了

後
、

災
害

発
生

直
前

時
に

お
け

る
適

正
な

価
格

（災
害

発
生

前
の

取
引

に
つ

い
て

は
取

引
時

の
適

正
な

価
格

）を
基

準
と

し
て

、
甲

、
乙

協
議

し
て

定
め

る
。

（代
金

の
支

払
い

）

第
６

条
甲

が
引

取
っ

た
資

機
材

は
、

乙
か

ら
の

請
求

後
、

す
み

や
か

に
支

払
う

も
の

と
す

る
。

（報
告

）

第
７

条
甲

は
、

毎
年

４
月

１
日

現
在

の
資

機
材

の
供

給
に

関
す

る
搬

入
経

路
、

県
集

積
場

所
、

県
担

当
者

、
連

絡
先

等
に

つ
い

て
、

乙
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

２
乙

は
、

こ
の

協
定

の
成

立
の

日
及

び
毎

年
７

月
１

日
現

在
の

供
給

可
能

資
機

材
、

連
絡

先
、

担
当

者
及

び
搬

入
方

法
を

別
紙

２
「
供

給
可

能
資

機
材

等
報

告
書

」に
よ

り
甲

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。

（市
町

村
長

協
定

と
の

調
整

）

第
８

条
乙

が
県

内
市

町
村

長
と

同
様

の
協

定
を

締
結

し
て

い
る

場
合

は
、

市
町

村
長

と
の

協
定

を
優

先
す

る
も

の
と

す
る

。

（協
議

）

第
９

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
に

つ
い

て
は

、
そ

の
つ

ど
、

甲
、

乙
協

議
し

て
定

め
る

。

[資
料

編
Ⅱ

]

（有
効

期
間

）

第
1
0
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

年
月

日
か

ら
、

そ
の

効
力

を
有

す
る

も
の

と
し

、
甲

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
、

協
定

の
終

了
を

通
知

し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
を

持
続

す
る

。
但

し
、

乙
が

別
表

に
掲

げ
る

全
て

の
資

機
材

を
扱

わ
な

く
な

っ
た

と
き

は
、

こ
の

協
定

は
、

効
力

を
失

う
。

（附
則

）

昭
和

54
年

に
申

合
わ

せ
を

し
た

応
急

復
旧

に
必

要
な

資
機

材
の

供
給

に
関

す
る

同
意

は
、

こ
れ

を
廃

止
す

る
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

そ
の

１
通

を
所

持
す

る
。

平
成

年
月

日

甲
静

岡
県

静
岡

市
追

手
町

９
－

６

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

乙
（
住

所
）

（氏
名

）
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別
紙

１
資

機
材

調
達

要
請

文
書

第
号

平
成

年
月

日

会
社

名

代
表

者
様

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（地
域

産
業

室
長

）

災
害

時
に

お
け

る
応

急
復

旧
に

必
要

な
資

機
材

の
供

給
の

要
請

に
つ

い
て

災
害

時
に

お
け

る
応

急
復

旧
に

必
要

な
資

機
材

の
供

給
に

関
す

る
協

定
書

に
基

づ
き

、
下

記
の

と
お

り
要

請
し

ま
す

。

記

要
請

す
る

資
機

材

担
当

地
域

産
業

室
○

○

電
話

０
５

４
-２

２
１

-

要
請

期
間

要
請

品
目

要
請

数
量

搬
入

希
望

場
所

月
日

～
月

日
ま

で
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別
紙

２
供

給
可

能
資

機
材

等
報

告
書

平
成

年
月

日

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延
様

（
地

域
産

業
室

長
）

会
社

名

代
表

者

災
害

時
に

お
け

る
応

急
復

旧
に

必
要

な
資

機
材

の
供

給
に

関
す

る
協

定
書

（
第

７
条

）
に

よ
り

、
当

社
の

供
給

可
能

資
機

材
を

下
記

の
と

お
り

報

告
し

ま
す

。

記

１
供

給
可

能
資

機
材

（供
給

が
可

能
な

資
機

材
を

○
で

囲
む

。
）

ト
タ

ン
板

ク
ギ

ス
レ

ー
ト

瓦
畳

硝
子

鋼
材

２
通

常
の

連
絡

先

３
県

内
へ

の
搬

入
場

所
、

方
法

（い
ず

れ
か

に
○

を
つ

け
る

）

①
県

集
積

所
ま

で
当

社
が

搬
入

す
る

（
熱

海
、

下
田

、
沼

津
、

富
士

、
静

岡
、

藤
枝

、
磐

田
、

天
竜

、
浜

松
）

②
当

社
指

定
場

所
へ

県
へ

引
き

渡
し

（
県

市
・町

）

③
そ

の
他

（
）

④
搬

入
方

法
（陸

路
、

空
路

、
海

路
）

所
在

地
担

当
部

署
担

当
者

名
電

話
番

号

Ｆ
Ａ

Ｘ
番

号
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３
発

災
時

の
当

組
合

の
連

絡
先

（不
通

の
場

合
を

考
慮

し
、

３
ケ

－
ス

を
記

入
す

る
）

４
そ

の
他

、
連

絡
事

項
等

あ
り

ま
し

た
ら

記
入

願
い

ま
す

。

所
在

地
担

当
部

署
担

当
者

名
電

話
(F

A
X
)番

号

第
１

順
位

２ ３
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1
9
-
3
-
3

災
害

救
助

法
発

動
時

に
お

け
る

学
校

給
食

用
物

資
の

調
達

に
関

す
る

協
定

書
（県

教
育

委
員

会
学

校
教

育
課

）

静
岡

県
（
以

下
「甲

」
と

い
う

）
と

静
岡

県
学

校
給

食
会

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

）
と

の
間

に
、

災
害

救
助

法
が

発
動

さ
れ

た
際

の
学

校
給

食
用

物
資

の

調
達

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
す

る
。

（要
請

）

第
１

甲
は

、
災

害
が

発
生

し
又

は
発

生
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
場

合
に

お
い

て
、

学
校

給
食

用
物

資
（以

下
「物

資
」
と

い
う

）
を

調
達

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
乙

又
は

乙
と

提
携

関
係

に
あ

る
団

体
（
以

下
「
乙

等
」
と

い
う

）に
対

し
、

そ
の

保
有

す
る

学
校

給
食

用
物

資
の

供
給

を
要

請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（供
給

学
校

給
食

用
物

資
の

範
囲

）

第
２

乙
等

は
、

甲
か

ら
要

請
の

あ
っ

た
物

資
に

つ
い

て
、

そ
の

保
有

す
る

範
囲

に
お

い
て

供
給

に
応

ず
る

も
の

と
す

る
。

（要
請

の
方

法
）

第
３

第
１

の
要

請
は

文
書

を
も

っ
て

行
う

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

文
書

を
も

っ
て

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
時

は
口

頭
で

要
請

し
、

そ
の

後
速

や

か
に

文
書

を
交

付
す

る
も

の
と

す
る

。

２
前

項
た

だ
し

書
き

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
乙

等
は

甲
の

意
思

を
体

育
保

健
課

長
を

通
じ

て
確

認
の

う
え

、
第

４
の

措
置

を
と

る
も

の
と

す
る

。

（要
請

に
基

づ
く
乙

等
の

措
置

）

第
４

第
１

の
要

請
を

受
け

た
時

は
、

乙
等

は
そ

の
要

請
事

項
を

実
施

す
る

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
と

と
も

に
、

そ
の

措
置

の
状

況
を

第
３

の
２

に
掲

げ
る

者
に

連
絡

す
る

も
の

と
す

る
。

（引
き

渡
し

）

第
５

物
資

の
引

き
渡

し
場

所
、

時
刻

等
に

つ
い

て
は

、
甲

が
指

定
す

る
も

の
と

し
、

甲
の

職
員

又
は

甲
の

指
定

す
る

者
が

物
資

を
確

認
の

う
え

引

き
取

る
も

の
と

す
る

。

（価
格

）

第
６

物
資

の
価

格
は

、
災

害
発

生
前

の
平

常
時

に
お

い
て

通
常

取
り

引
き

さ
れ

て
い

る
価

格
と

す
る

。

た
だ

し
、

災
害

発
生

後
に

お
い

て
、

乙
等

の
仕

入
れ

価
格

又
は

負
担

に
係

る
運

搬
等

流
通

経
費

が
著

し
く
変

動
し

た
場

合
は

、
甲

、

乙
等

が
協

議
し

て
定

め
る

。

（代
金

の
支

払
い

）

第
７

甲
は

、
引

き
取

っ
た

物
資

の
代

金
に

つ
い

て
は

、
３

０
日

以
内

の
延

納
と

し
、

供
給

要
請

先
に

支
払

う
も

の
と

す
る

。

（協
議

）

第
８

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

、
甲

と
乙

が
協

議
し

て
定

め
る

。

（有
効

期
間

）

第
９

こ
の

協
定

は
、

甲
又

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
、

協
定

の
終

了
を

通
知

し
な

い
限

り
、

そ
の

効
力

は
継

続
す

る
も

の
と

す
る

。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

作
成

し
、

甲
、

乙
記

名
押

印
の

う
え

、
各

自
１

通
を

所
持

す
る

。

平
成

８
年

２
月

１
５

日

（甲
）

静
岡

市
追

手
町

９
－

６

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（乙
）

静
岡

市
駿

府
町

１
－

１
２

静
岡

県
学

校
給

食
会

理
事

長
石

田
徳

行
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1
9
-
3
-
4

応
急

復
旧

に
必

要
な

資
機

材
の

供
給

に
関

す
る

同
意

書
（
県

林
業
振

興
課
）

静
岡
県

内
に
災

害
が
発

生
し
、
応
急
復

旧
に
必

要
な
資
機

材
を
県

又
は
市

町
村
か

ら
供
給

の
要
請

及
び
斡

旋
を
さ

れ
た
と

き
は
、
当
社
の

保
有
す
る

資
機
材

を
優
先

的
に
安

定
供
給

す
る
こ

と
を
同
意

し
ま
す
。

昭
和
○

年
○
月

○
日 住

所

社
名

代
表
者

静
岡
県
知
事

山
本

敬
三

郎
様

以
下
の
と

お
り
同

意
を
得

て
い
る
。

同
意
者

同
意
年

月
日

静
岡

県
木
材

協
同
組

合
連
合
会

理
事
長

川
口
清
俊

昭
和
54
年
４
月
11
日

19
-3

-5
大

規
模

災
害

時
に

お
け

る
救

援
物

資
の

提
供

に
関

す
る

基
本

協
定

書

（県
危

機
政

策
課

）

静
岡

県
（以

下
「甲

」と
い

う
。

）と
（以

下
「乙

」と
い

う
。

）は
、

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

救
援

物
資

の
提

供
に

つ
い

て
、

次
の

と
お

り

基
本

協
定

を
締

結
す

る
。

（救
援

物
資

提
供

の
要

請
）

第
１

条
乙

は
、

大
規

模
災

害
時

に
お

い
て

、
甲

又
は

市
町

か
ら

救
援

物
資

の
提

供
の

依
頼

を
受

け
た

と
き

は
、

こ
れ

に
協

力
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（救
援

物
資

の
範

囲
）

第
２

条
前

条
の

規
定

に
よ

り
甲

が
乙

に
協

力
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

救
援

物
資

の
範

囲
は

、
乙

が
設

置
し

た
災

害
時

対
応

型
自

動
販

売
機

（以
下

「災
害

救

助
ベ

ン
ダ

ー
」と

い
う

。
）の

機
内

飲
料

と
す

る
。

（費
用

）

第
３

条
前

２
条

の
規

定
に

よ
り

乙
が

提
供

し
た

救
援

物
資

の
費

用
は

、
無

償
と

す
る

。

（市
町

と
の

協
定

締
結

）

第
４

条
乙

は
、

前
条

に
規

定
す

る
救

援
物

資
の

提
供

に
関

し
て

、
市

町
と

協
議

し
、

対
象

と
な

る
大

規
模

災
害

の
範

囲
、

協
力

要
請

の
方

法
等

、
細

目
を

定
め

た

協
定

を
締

結
す

る
も

の
と

す
る

。

（平
常

時
の

努
力

義
務

）

第
５

条
乙

は
、

平
常

時
か

ら
大

規
模

災
害

時
に

備
え

て
地

域
に

お
け

る
災

害
救

助
ベ

ン
ダ

ー
の

設
置

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

２
甲

及
び

市
町

は
、

乙
が

前
項

の
規

定
に

よ
り

地
域

に
災

害
救

助
ベ

ン
ダ

ー
を

設
置

す
る

に
あ

た
り

必
要

が
あ

る
場

合
は

、
乙

と
地

域
と

の
調

整
に

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

（情
報

交
換

）

第
６

条
こ

の
協

定
に

定
め

る
事

項
を

円
滑

に
推

進
す

る
た

め
、

甲
及

び
乙

は
、

必
要

に
応

じ
て

情
報

の
交

換
を

行
う

も
の

と
す

る
。

（有
効

期
間

）

第
７

条
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

の
日

か
ら

５
年

間
と

す
る

。
た

だ
し

、
有

効
期

間
満

了
の

日
ま

で
に

甲
又

は
乙

か
ら

何
ら

の
意

思
表

示
が

な
い

と

き
は

、
こ

の
協

定
は

同
一

内
容

を
も

っ
て

更
に

5
年

間
継

続
す

る
も

の
と

し
、

以
後

の
期

間
満

了
に

つ
い

て
も

、
ま

た
同

様
と

す
る

。

２
甲

又
は

乙
は

、
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

満
了

前
に

こ
の

協
定

を
解

除
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
解

除
し

よ
う

と
す

る
日

の
30

日
前

ま
で

に
解

除
の

申
入

れ
を

し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

（定
め

の
な

い
事

項
の

処
理

）

第
８

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
で

疑
義

を
生

じ
た

場
合

は
、

甲
・乙

協
議

し
て

処
理

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

こ
の

協
定

書
を

２
通

作
成

し
、

甲
、

乙
双

方
記

名
押

印
の

上
各

自
１

通
を

保
有

す
る

。

平
成

年
月

日

（甲
）

静
岡

市
葵

区
追

手
町

９
番

６
号

静
岡

県
知

事
川

勝
平

太

（乙
）

（順
不

同
）

ア
サ

ヒ
カ

ル
ピ

ス
ビ

バ
レ

ッ
ジ

株
式

会
社

中
部

支
社

エ
フ

・ヴ
ィ

セ
ン

ト
ラ

ル
株

式
会

社

キ
リ

ン
ビ

バ
レ

ッ
ジ

株
式

会
社

静
岡

支
社

コ
カ

・コ
ー

ラ
セ

ン
ト
ラ

ル
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
富

士
地

区
営

業
本

部
V
S
営

業
部

サ
ッ

ポ
ロ

飲
料

株
式

会
社

サ
ン

ト
リ

ー
フ

ー
ズ

株
式

会
社

静
岡

支
店

セ
イ

ユ
ウ

フ
ー

ズ
株

式
会

社
ダ

イ
ド

ー
ド

リ
ン

コ
株

式
会

社
中

部
第

二
営

業
部

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・ベ

ン
デ

ィ
ン

グ
株

式
会

社
静

岡
支

店
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
商

事
株

式
会

社

大
塚

製
薬

株
式

会
社

静
岡

支
店

株
式

会
社

ア
ペ

ッ
ク

ス
東

海
支

社

株
式

会
社

ジ
ャ

パ
ン

ビ
バ

レ
ッ

ジ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
京

浜
中

部
支

社
株

式
会

社
ポ

ッ
カ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

静
岡

営
業

所

中
央

静
岡

ヤ
ク

ル
ト
販

売
株

式
会

社

西
静

岡
ヤ

ク
ル

ト
販

売
株

式
会

社

東
静

岡
ヤ

ク
ル

ト
販

売
株

式
会

社

三
機

商
事

株
式

会
社

浜
松

営
業

所

中
部

カ
ー

ラ
・コ

マ
ー

ス
株

式
会

社
静

岡
営

業
所

中
部

ペ
プ

シ
コ

ー
ラ

販
売

株
式

会
社

日
東

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

ベ
ン

デ
ィ
ン

グ
株

式
会

社
浜

松
営

業
所

米
久

ベ
ン

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社
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1
9
-
4
-
1

災
害

時
に

お
い

て
宿

泊
施

設
が

２
次

的
避

難
者

を
収

容
す

る
こ

と
に

関
す

る
協

定

（県
危

機
政

策
課

）

（目
的

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
大

規
模

な
災

害
に

よ
り

多
数

の
県

民
が

長
期

間
に

わ
た

る
避

難
を

余
儀

な
く
さ

れ
た

場
合

、
静

岡
県

（以
下

「
甲

」と
い

う
。

）

が
、

○
○

○
○

○
○

（以
下

「
乙

」
と

い
う

。
）
に

対
し

、
高

齢
者

等
災

害
弱

者
の

収
容

に
つ

い
て

協
力

を
要

請
す

る
に

当
た

り
、

必
要

な
事

項
を

定

め
る

も
の

と
す

る
。

（避
難

者
の

収
容

の
依

頼
）

第
２

条
甲

は
、

市
町

村
の

用
意

す
る

避
難

所
（
災

害
救

助
法

（昭
和

２
２

年
法

律
第

１
１

８
号

）第
２

３
条

第
１

項
第

１
号

の
収

容
施

設
を

い
う

。
）
に

避
難

し
た

者
の

う
ち

、
市

町
村

長
が

避
難

生
活

の
長

期
化

に
よ

り
健

康
に

支
障

を
来

す
と

判
断

し
た

者
（以

下
「
２

次
的

避
難

者
」と

い
う

。
）
の

収

容
に

つ
い

て
、

乙
に

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（要
請

の
手

続
）

第
３

条
甲

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
り

乙
に

協
力

を
要

請
す

る
場

合
に

は
、

事
前

に
電

話
等

で
確

認
の

上
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

明
ら

か
に

し
て

書

面
で

行
う

こ
と

を
原

則
と

す
る

。

（1
）要

請
者

の
所

属
、

氏
名

及
び

連
絡

先

（2
）収

容
を

依
頼

す
る

２
次

的
避

難
者

の
氏

名
及

び
連

絡
先

（3
）収

容
を

依
頼

す
る

理
由

及
び

期
間

（4
）そ

の
他

必
要

な
事

項

（要
請

の
受

諾
）

第
４

条
乙

は
、

甲
か

ら
要

請
を

受
け

た
場

合
に

は
、

当
該

施
設

の
使

用
の

目
的

の
範

囲
内

に
お

い
て

、
そ

の
要

請
を

受
諾

す
る

よ
う

努
め

る
も

の

と
す

る
。

（収
容

期
間

）

第
５

条
甲

が
乙

に
対

し
依

頼
す

る
２

次
的

避
難

者
の

収
容

期
間

は
、

原
則

と
し

て
７

日
以

内
と

す
る

。
た

だ
し

、
必

要
に

よ
り

甲
乙

協
議

の
上

７
日

以
内

の
範

囲
に

お
い

て
、

そ
の

期
間

を
延

長
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
、

さ
ら

に
延

長
を

必
要

と
す

る
場

合
も

同
様

と
す

る
。

（費
用

の
負

担
）

第
６

条
甲

は
、

乙
に

依
頼

し
た

２
次

的
避

難
者

の
収

容
に

関
し

、
適

正
な

費
用

を
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。

（疑
義

の
解

決
）

第
７

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

関
し

て
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
そ

の
都

度
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

上
記

の
協

定
の

成
立

を
証

す
る

た
め

、
こ

の
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

そ
の

１
通

を
所

持
す

る
。

平
成

年
月

日

（甲
）

静
岡

県
知

事

（乙
）

（宿
泊

施
設

等
の

管
理

者
）

[資
料

編
Ⅱ

]

協
定

締
結

施
設

(H
2
4年

4
月

現
在

)

な
お

、
県

有
施

設
で

あ
る

の
で

通
知

に
よ

っ
て

い
る

が
、

次
の

青
少

年
教

育
施

設
に

お
い

て
も

２
次

的
避

難
者

を
収

容
す

る
。

関
係

課
関

係
施

設
施

設
名

所
在

地
収

容
可

能
人

員

環
境

ふ
れ

あ
い

課
ゴ

ル
フ

場
関

係
施

設
愛

鷹
シ

ッ
ク

ス
ハ

ン
ド

レ
ッ

ド
ク

ラ
ブ

朝
霧

ジ
ャ

ン
ボ

リ
ー

ゴ
ル

フ
ク

ラ
ブ

太
平

洋
ク

ラ
ブ

御
殿

場
ウ

エ
ス

ト

葛
城

ゴ
ル

フ
ク

ラ
ブ

ラ
フ

ォ
ー

レ
修

善
寺

＆
ｶ
ﾝ
ﾄﾘ

ｰ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

伊
豆

湯
ヶ

島
倶

楽
部

靜
岡

カ
ン

ト
リ

ー
浜

岡
コ

ー
ス

伊
豆

下
田

カ
ン

ト
リ

ー
ク

ラ
ブ

沼
津

市

富
士

宮
市

御
殿

場
市

袋
井

市

伊
豆

市

伊
豆

市

御
前

崎
市

南
伊

豆
町

4
9

4
0

2
8

10
0

1,
60

0

20
0

10
0

7
0

観
光

政
策

課
公

営
国

民
宿

舎
等

浜
松

市
天

竜
保

養
セ

ン
タ

ー
「若

杉
荘

」

国
民

宿
舎

か
わ

づ

南
伊

豆
国

民
休

暇
村

国
民

宿
舎

伊
豆

ま
つ

ざ
き

荘

菊
川

市
営

保
養

セ
ン

タ
ー

「小
菊

荘
」

国
民

宿
舎

奥
浜

名
湖

浜
松

市
天

竜
区

河
津

町

南
伊

豆
町

松
崎

町

菊
川

市

浜
松

市
北

区
細

江
町

1
9

13
0

25
0

15
5

4
0

12
0

長
寿

政
策

課
老

人
休

養
ホ

ー
ム

寿
荘

伊
豆

の
国

市
13

0

労
働

政
策

課
い

こ
い

の
家

お
お

と
り

荘
伊

豆
の

国
市

13
0

小
計

（
Ａ

）
16

施
設

3,
16

1

関
係

課
関

係
施

設
施

設
名

所
在

地
収

容
可

能
人

員

県
教

育
委

員
会

教
育

総

務
課

青
少

年
施

設
朝

霧
野

外
活

動
セ

ン
タ

ー

焼
津

青
少

年
の

家

観
音

山
少

年
自

然
の

家

三
ヶ

日
青

年
の

家

富
士

宮
市

焼
津

市

浜
松

市
北

区
引

佐
町

浜
松

市
北

区
三

ヶ
日

町

20
0

25
0

20
0

20
0

小
計

（
Ｂ

）
4施

設
85

0

合
計

（
Ａ

）
＋

（Ｂ
）

20
施

設
4,

01
1
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-
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災
害

時
に

お
け

る
放

送
要

請
に

関
す

る
協

定
（県

危
機

政
策

課
）

（協
定

の
趣

旨
）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
災

害
対

策
基

本
法

（昭
和

3
6

年
法

律
第

2
23

号
以

下
「
法

」と
い

う
。

）
第

5
7

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
静

岡
県

知
事

が
、

日

本
放

送
協

会
静

岡
放

送
局

（以
下

「
Ｎ

Ｈ
Ｋ

」と
い

う
。

）
に

放
送

を
行

う
こ

と
を

求
め

る
時

の
手

続
き

等
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（放
送

要
請

）

第
２

条
静

岡
県

知
事

は
、

法
第

55
条

の
規

定
に

基
づ

く
通

知
又

は
要

請
に

つ
い

て
、

災
害

の
た

め
公

衆
電

気
電

信
設

備
、

有
線

電
気

通
信

設
備

若
し

く
は

無
線

設
備

に
よ

り
通

信
で

き
な

い
場

合
又

は
著

し
く

困
難

な
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

通
信

の
た

め
特

別
の

必
要

あ
る

時
は

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

に
対

し
放

送
を

行
う

こ
と

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

（要
請

の
手

続
）

第
３

条
静

岡
県

知
事

は
、

Ｎ
Ｈ

Ｋ
に

対
し

次
に

掲
げ

る
事

項
を

明
ら

か
に

し
て

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

１
．

放
送

要
請

の
理

由

２
．

放
送

事
項

３
．

希
望

す
る

放
送

日
時

及
び

送
信

系
統

４
．

そ
の

他
必

要
な

事
項

（放
送

の
実

施
）

第
４

条
Ｎ

Ｈ
Ｋ

は
、

静
岡

県
知

事
か

ら
要

請
を

受
け

た
事

項
に

関
し

て
放

送
の

形
式

、
内

容
、

時
刻

及
び

送
信

系
統

を
そ

の
つ

ど
決

定
し

放
送

す

る
。

（連
絡

責
任

者
）

第
５

条
第

３
条

に
掲

げ
る

放
送

要
請

に
関

す
る

事
項

の
伝

達
及

び
こ

れ
に

関
す

る
連

絡
の

確
実

、
円

滑
を

図
る

た
め

、
静

岡
県

生
活

環
境

部
広

報
課

長
及

び
、

日
本

放
送

協
会

静
岡

放
送

局
放

送
部

長
を

連
絡

責
任

者
と

す
る

。

（雑
則

）

第
６

条
こ

の
協

定
実

施
に

関
し

、
必

要
な

事
項

は
静

岡
県

知
事

及
び

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

が
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

第
７

条
こ

の
協

定
は

、
昭

和
5
0

年
４

月
１

日
か

ら
適

用
す

る
。

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
当

事
者

記
名

押
印

の
う

え
各

１
通

を
保

有
す

る
。

昭
和

50
年

４
月

１
日

静
岡

県
知

事
山

本
敬

三
郎

日
本

放
送

協
会

静
岡

放
送

局
長

加
藤

和
生

（注
）

同
様

の
協

定
を

以
下

の
６

放
送

局
（会

社
）と

も
締

結
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

日
本

放
送

協
会

浜
松

放
送

局
は

昭
和

63
年

７
月

に
静

岡
放

送
局

浜
松

支
局

と
な

っ
て

い
る

。

放
送

局
名

協
定

締
結

年
月

日
協

定
締

結
者

連
絡

責
任

者

日
本

放
送

協
会

浜
松

放
送

局

静
岡

放
送

株
式

会
社

株
式

会
社

テ
レ

ビ
静

岡

静
岡

県
民

放
送

株
式

会
社

株
式

会
社

静
岡

第
一

テ
レ

ビ

静
岡

エ
フ

エ
ム

放
送

(
株

)

昭
和

50
年

4
月

1
日

昭
和

50
年

4
月

1
日

昭
和

50
年

4
月

1
日

昭
和

54
年

9
月

1
日

昭
和

55
年

3
月

3
1

日

昭
和

58
年

4
月

1
日

浜
松

放
送

局
長

太
田

哲
二

社
長

大
石

益
光

社
長

児
玉

連

社
長

平
山

博
三

社
長

江
藤

栄

社
長

河
合

滋

放
送

部
長

報
道

部
長

報
道

部
長

報
道

制
作

部
長

報
道

部
長

編
成

制
作

部
長

[資
料

編
Ⅱ

]

1
9
-
5
-
2

災
害

時
に

お
け

る
新

聞
報

道
に

関
す

る
申

合
せ

（県
危

機
政

策
課

）

（趣
旨

）

第
１

条
こ

の
申

合
せ

は
、

静
岡

県
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
静

岡
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
が

、
災

害
対

策
本

部
又

は
地

震
災

害
警

戒
本

部
を

設
置

し
た

と
き

（
以

下
「災

害
時

等
」
と

い
う

。
）
に

お
け

る
広

報
に

つ
い

て
、

朝
日

新
聞

社
静

岡
支

局
（
以

下
「
乙

」と
い

う
。

）
に

協
力

を
要

請
す

る

に
当

た
り

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（報
道

の
要

請
）

第
２

条
甲

は
、

災
害

時
等

に
各

種
の

混
乱

防
止

と
被

害
の

実
情

周
知

等
を

図
る

た
め

、
次

の
事

項
に

関
す

る
広

報
を

行
う

に
当

た
り

必
要

な
場

合

に
は

、
乙

に
対

し
協

力
を

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

(1
)気

象
、

地
震

及
び

水
象

に
関

す
る

情
報

(2
)警

戒
宣

言
及

び
地

震
予

知
情

報

(3
)道

路
交

通
情

報

(4
)交

通
機

関
の

状
況

(5
)水

道
、

電
話

、
電

気
及

び
ガ

ス
の

状
況

(6
)医

療
及

び
救

護
の

状
況

(7
)そ

の
他

静
岡

県
地

域
防

災
計

画
に

定
め

る
も

の

（要
請

の
手

続
）

第
３

条
甲

は
、

前
条

の
要

請
を

す
る

場
合

に
は

、
乙

に
対

し
次

に
掲

げ
る

事
項

を
明

ら
か

に
し

て
要

請
す

る
も

の
と

す
る

。

(1
)報

道
要

請
の

理
由

(2
)必

要
な

報
道

の
内

容

(3
)そ

の
他

必
要

な
事

項

（連
絡

責
任

者
）

第
４

条
前

条
に

掲
げ

る
事

項
の

伝
達

及
び

こ
れ

に
関

す
る

連
絡

を
円

滑
か

つ
確

実
な

も
の

と
す

る
た

め
、

甲
の

連
絡

責
任

者
は

企
画

部
広

報
課

長
と

し
、

乙
の

連
絡

責
任

者
は

静
岡

支
局

長
と

す
る

。

（効
力

）

第
５

条
こ

の
申

合
せ

は
、

平
成

７
年

７
月

７
日

か
ら

、
効

力
を

有
す

る
も

の
と

す
る

。

（疑
義

の
解

決
）

第
６

条
こ

の
申

合
せ

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

申
合

せ
に

関
し

て
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
そ

の
都

度
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

上
記

の
申

合
せ

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

こ
の

申
合

せ
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

そ
の

１
通

を
所

持
す

る
。

平
成

７
年

７
月

７
日

（
甲

）静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（
乙

）株
式

会
社

朝
日

新
聞

社
静

岡
支

局
長

街
風

隆
雄

（注
）
同

日
、

以
下

の
新

聞
社

と
の

間
で

も
同

様
の

申
合

せ
を

行
っ

て
い

る
。

新
聞

社
名

調
印

者
連

絡
責

任
者

新
聞

社
名

調
印

者
連

絡
責

任
者

産
経

新
聞

社

静
岡

新
聞

社

中
日

新
聞

社

中
部

経
済

新
聞

社

日
本

経
済

新
聞

社

静
岡

支
局

長

社
長

東
海

本
社

代
表

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

滝
川

忠
正

大
石

益
光

成
田

和
雄

永
井

國
弘

神
田

忠
慶

静
岡

支
局

長

編
集

局
長

静
岡

総
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

日
刊

工
業

新
聞

社

毎
日

新
聞

社

読
売

新
聞

社

共
同

通
信

社

時
事

通
信

社

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

総
局

長

青
山

征
人

加
藤

春
樹

湯
川

秀
夫

野
上

忠
興

宮
崎

行
雄

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

支
局

長

静
岡

総
局

長
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19-5-3 災害時における情報伝達要請に関する協定
（県障害福祉課）

（協定の趣旨）

第１条 この協定は、静岡県知事石川嘉延（以下「甲」という。）が、株式会社レスキューナウ・ドット・ネット代表

取締役市川啓一（以下「乙」という。）に聴覚障害のある人向けの情報伝達を行うことを求める時の手続等を定めるも

のとする。

（情報伝達の要請）

第 2 条 甲は、災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 55 条の規定に基づく通知又は要請について、災害のため

公衆電気電信設備、有線電気通信設備若しくは無線設備により通信できない場合又は著しく困難な場合において、そ

の通信のため特別の必要がある時は、乙に情報伝達を行うことを求めることができる。

（要請の手続）

第 3 条 甲は、乙に次に掲げる事項を明らかにして要請するものとする。

(１) 情報伝達要請の理由

(２) 情報伝達事項

(３) 希望する情報伝達日時及び配信系統

(４) その他必要な事項

（情報伝達の実施）

第 4 条 乙は、甲から要請を受けた事項に関して主に聴覚障害のある人向けに伝達することとし、甲及び聴覚障害のあ

る受信者からは伝達料を徴収しないものとする。

（情報の取扱い）

第 5 条 乙は、甲から伝達の要請を受けた情報について、本協定の適用する目的以外に用いてはならない。

（連絡責任者）

第 6 条 第 3 条に掲げる事項の伝達及びこれに関する連絡の確実、円滑化を図るため、静岡県総務部防災局長及び乙を

連絡責任者とする。

（雑則）

第 7 条 この協定実施に関し、必要な事項は甲及び乙が協議して定めるものとする。

第 8 条 この協定は、平成 14 年 5 月 1 日から適用する。

この協定の成立を証するため当事者記名押印のうえ各 1 通を保有する。

平成 14 年 5 月 1 日

（甲）静岡県追手町 9 番 6 号

静岡県知事 石 川 嘉 延

（乙）東京都品川区西五反田５－６－３

株式会社レスキューナウ・ドット・ネット

代表取締役 市 川 啓 一

（注） 同様の協定を特定非営利活動法人 CS 障害者放送統一機構及び静岡県聴覚障害者情報センターとも平成 17 年

12 月 6 日に締結している。
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編
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(
20
13
01
15

協
定

書
)

1
9
-
5
-
5

防
災

へ
の
取

り
組

み
に
関

す
る

協
定
書

（
県

危
機

政
策

課
）

静
岡
県

（
以
下

「
甲

」
と

い
い
ま
す

）
と

G
oo

gl
e

Ire
la

nd
Li

m
ite

d（
以

下
「

乙
」
と

い
い

ま
す
）

は
、

甲
の

地
域
お

よ
び
住

民
に

深
刻

な
影
響
が

及
び
う
る

大
規

模
災
害
時
へ
の

準
備

お
よ
び
対

応
に

つ
い

て
の

甲
と

乙
お

よ
び
そ

の
関
係

会
社

（
以

下
「

G
oo

gl
e」

と
い
い
ま
す
）
の

協
力
に
関

連
す

る
両

当
事

者
の
合

意
を

証
す

る
た

め
、
本

協
定
書

を
締

結
し

ま
す
。
な

お
、
本
協

定
書

は
、
甲
お
よ
び

乙
の

双
方
が
本

書
に

署
名

ま
た

は
記

名
押

印
し
た

日
（
以

下
「

効
力

発
生
日
」

と
い
い
ま

す
）

か
ら
そ
の
効
力

を
発

生
す
る
も

の
と

し
ま

す
。

第
１

条
（
災
害
対
応
サ
ー

ビ
ス
）

1.
本
協
定
書
に
お
い

て
、
「
災
害
対
応
サ
ー
ビ
ス
」
と

は
、

G
oo

gl
e
が

提
供

す
る

、
自

然
災

害
や

人
道

的

危
機
（

総
称
し

て
、

以
下

「
災
害
等

」
と
い
い

ま
す

）
に
際
し
て
、

重
要

な
情
報
を

よ
り

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

形
で
提

供
す
る

こ
と

を
目

的
と
す
る

製
品
お
よ

び
サ

ー
ビ
ス
を
い
い

ま
す

。
本
協
定

書
の

効
力

発
生

日
に

お
け

る
災
害

対
応
サ

ー
ビ

ス
の

例
に
は
、

別
紙
１
に

記
載

す
る
も
の
が
あ

り
ま

す
。
な
お

、
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
の

内
容
は

、
随
時

、
追

加
、

中
止
ま
た

は
変
更
さ

れ
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。

2.
G

oo
gl

e
は
、
甲

の
地
域
お

よ
び

住
民
に
深
刻
な

影
響
が
及

び
う

る
災

害
等

が
生

じ
た

場
合

、
そ
の

裁
量

に

よ
り
、

災
害
対

応
サ

ー
ビ

ス
を
提
供

す
る
か
否

か
、

お
よ
び
、
そ
の

具
体

的
な
活
動

内
容

を
決

定
し

ま
す

。

第
２

条
（
本
件
協
力
）

1.
甲
は
、
甲
の
地
域
お

よ
び
住
民
に
深
刻
な
影
響
が
及

び
う
る
災
害
等
に

関
連

す
る

G
oo

gl
e
に

よ
る

災
害

対

応
サ
ー

ビ
ス
の

開
発

お
よ

び
実
施
に

協
力
す
る

こ
と

（
以
下
「
本
件

協
力

」
と
い
い

ま
す

）
が

で
き

ま
す

。
本

件
協
力

の
例
と

し
て

、
以

下
に
列
挙

す
る
項
目

が
あ

り
ま
す
。

(1
)
甲
が
保

有
ま
た

は
管

理
す
る
、
災
害
対

応
サ
ー
ビ
ス
に

関
連
す
る

情
報

（
以

下
「

本
件

情
報

」
と

い
い

ま

す
）
を

提
供
す

る
こ

と
。

(2
)
災
害
対

応
サ
ー

ビ
ス

に
関
連
す
る
技
術

的
な
協
力
を
行

う
こ
と
。

(3
)
災
害
対

応
サ
ー

ビ
ス

に
つ
い
て
の
広
報

に
協
力
す
る
こ

と
。

(4
)
そ
の
他

、
災
害

対
応

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

、
改
善
、
周
知

な
ど
、

G
oo

gl
e
に

よ
る

災
害

対
応

サ
ー

ビ
ス
の

開

発
お
よ

び
実
施

に
関

連
す

る
事
項
を

行
う
こ
と
。

2.
甲
が
本
件
協
力
を
行

う
か
否
か
、
ま
た
、
本
件
協
力

の
対
象
と
す
る
項

目
に

つ
い

て
は
、

甲
の

裁
量

に
よ

り

決
定
し

ま
す
。

甲
は

、
本

件
協
力
を

開
始
す
る

場
合

で
も
、
本
件
協

力
を

特
定
の
項

目
に

つ
い

て
実

施
お

よ
び

継
続
す

る
義
務
を

G
oo

gl
e
に
対
し

て
負
う
こ
と
は

な
く
、
ま
た
、

そ
の

裁
量

に
よ

り
本

件
協

力
を
随

時
、

変

更
、
中

止
ま
た

は
終

了
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す

。
た

だ
し
、
本
件
協

力
の

実
施
の
方

法
に

つ
い

て
は

、
G

oo
gl

e
と

協
議

し
同
意

を
得

る
も

の
と
し
ま

す
。

[資
料

編
Ⅱ

]

(
20
13
01
15

協
定

書
)

3.
本

協
定

書
に

基
づ

き
甲

が
乙

に
本

件
情

報
を

提
供

す
る

場
合

、
別

途
当

事
者

が
合

意
す
る

場
合

を
除

き
、

別

紙
２
の

条
件

に
従
い

ま
す

。

第
３

条
（

秘
密
保

持
義

務
及

び
広

報
等

）

本
協
定

書
に

関
連
し

て
相

互
に

開
示
す

る
非

公
開
の

情
報

の
取

り
扱
い

に
つ

い
て
は

、
本

協
定

書
別

紙
３

の
条

件
に
従

う
も

の
と
し

ま
す

。

第
４

条
（

費
用
等

）

本
協

定
書

に
関

連
し

て
各

当
事

者
に

生
じ

る
費

用
（

甲
に

つ
い

て
は

本
件

協
力

の
実

施
の

た
め

の
費

用
を

含
み

、

乙
に
つ

い
て

は
災
害

対
応

サ
ー

ビ
ス
の

提
供

の
た
め

の
費

用
を

含
み
ま

す
）

に
つ
い

て
は

、
別

途
両

当
事

者
が

書
面
で

同
意

す
る
場

合
を

除
き

、
甲
お

よ
び

乙
が
そ

れ
ぞ

れ
自

ら
負
担

す
る

も
の
と

し
ま

す
。

第
５

条
（

期
間
等

）

1.
本

協
定

書
は

、
効

力
発

生
日

よ
り

そ
の

効
力

を
生

じ
、

１
年

間
（

以
下

、
「

当
初

期
間
」

と
い

い
ま

す
）

そ

の
効
力

を
有

し
ま
す

。
た

だ
し

、
当
初

期
間

の
末
日

か
ら

30
日

前
ま

で
に

両
当
事

者
の

い
ず

れ
か

が
相

手
方

に
対
し

て
書

面
に
よ

り
終

了
の

通
知
を

し
な

い
限
り

、
同

一
の

条
件
で

１
年

間
自
動

的
に

更
新

さ
れ

る
も

の
と

し
、
以

後
、

同
様
と

し
ま

す
。

2.
両

当
事

者
は

、
い

ず
れ

も
、

相
手

方
に

対
す

る
書

面
に

よ
る

30
日

前
の

通
知
に

よ
り

、
理

由
の

如
何

を
問

わ
ず
、

本
協

定
書
を

相
手

方
に

対
す
る

責
任

を
負
わ

ず
に

終
了

す
る
こ

と
が

で
き
ま

す
。

3.
本

協
定

書
が

終
了

し
た

後
も

、
第

３
条

、
第

４
条

、
本
項

お
よ

び
第
６

条
な

ら
び

に
別

紙
２

第
３

条
お

よ

び
第
４

条
の

規
定
は

引
き

続
き

そ
の
効

力
を

有
す
る

も
の

と
し

ま
す
。

な
お

、
本
協

定
書

が
終

了
し

た
後

も
、

G
oo

gl
e
は

、
そ

の
裁

量
に

よ
り

災
害

対
応

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
し
ま

す
。

第
６

条
（

準
拠
法

お
よ

び
裁

判
管

轄
）

本
協
定

書
は

日
本
法

を
準

拠
法

と
し
ま

す
。

本
協
定

書
に

関
す

る
紛
争

に
つ

い
て
は

、
東

京
地

方
裁

判
所

が
専

属
的
裁

判
管

轄
を
有

す
る

も
の

と
し
ま

す
。
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以
上
の

合
意

を
証

す
る
た

め
、

両
当

事
者

は
本

協
定

書
を
締

結
し

ま
す

。

G
oo

gl
e

Ire
la

nd
Li

m
ite

d
静
岡
県

(
A
u
t
h
o
ri

ze
d
S
ig

n
a
t
u
r
e
)

(
署
名

)

川
勝

平
太

(
N
a
m
e
)

(
氏
名

)

静
岡
県

知
事

(
T
i
t
l
e
)

（
肩

書
）

20
13

年
9
月

2
日

(
D
a
t
e
)

（
日

付
）
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01
15

協
定

書
)

別
紙

１

＜
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
の
例

＞

本
協
定

書
の

効
力
発

生
日

に
お

け
る
災

害
対

応
サ
ー

ビ
ス

の
例

に
は
、

以
下

に
記
載

す
る

も
の

が
あ

り
ま

す
。

(1
)G

oo
gl

e
パ
ー
ソ

ン
フ

ァ
イ

ン
ダ
ー

（
被

災
地
に

お
け

る
安

否
情
報

発
信

・
検
索

）

(2
)避

難
所
情

報
・

避
難

ル
ー

ト
お

よ
び

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の
地

図
サ

ー
ビ

ス

(3
)ガ

ス
・
水

道
・

道
路

な
ど

、
各

種
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

状
況
に

つ
い

て
の
地

図
サ

ー
ビ

ス
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(
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協
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書
)

別
紙

２

＜
本
件
情

報
提
供

の
条
件

＞

甲
が
、

本
協
定

書
の

規
定

に
従
い
、

甲
が
本
件

情
報

を
乙
に
提
供
す

る
場

合
の
条
件

は
、

以
下

に
よ

る
も

の
と

し
ま
す

。

第
１

条
本
件

情
報
な

ら
び
に

本
件
情

報
の
提
供

お
よ
び

利
用
の
目

的

1．
甲

が
本
協
定
書
に

基
づ
い
て
乙

に
提
供
す
る
本
件
情

報
は
、

甲
が
保

有
ま

た
は
管

理
す

る
乙

に
提

供
で

き

る
情
報

の
う
ち

、
以

下
の

イ
.ま

た
は

ロ
.に

該
当
す
る

情
報
と
し
ま
す

。
な

お
、

イ
．

に
該

当
す

る
情

報
が

あ

る
場
合

で
も
、

ロ
．

に
よ

り
他
の
情

報
を
追
加

す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

イ
.本

別
紙
２
末
尾
に

記
載
す
る
情

報
（
該
当
す
る
場
合

の
み
）

ロ
.甲

が
本
協
定
書
に

基
づ
き
乙
に

提
供
す
る
こ
と
を
そ

の
裁
量
に
よ

り
随

時
決

定
す

る
災

害
対

応
サ
ー

ビ
ス

に
関
連

す
る
情
報

2．
目

的
：

G
oo

gl
e
に
よ
る
災
害
対

応
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
実
施
お

よ
び

広
報

な
ら

び
に

そ
れ

ら
に

関
連

す
る

事
項

第
２

条
利
用

条
件

G
oo

gl
e
は
、
第
１
条
に

記
載

す
る
目
的
で
、
以
下
の
条
件
で

本
件
情
報
を

利
用

で
き

る
も

の
と
し

ま
す

。

イ
.
地

域
的
制

限
：

全
世

界

ロ
.
対

価
：
無
償

ハ
.
利

用
範
囲
：

（
１
）

G
oo

gl
e
の
製
品
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
て
本
件
情

報
を
利
用

す
る

こ
と

（
な

お
、
本

件
情

報
を

利

用
ま
た

は
加
工

し
て

製
品

や
サ
ー
ビ

ス
を
開
発

す
る

こ
と
を
含
み
ま

す
）

。

（
２
）

G
oo

gl
e
の
パ
ー
ト
ナ

ー
が
、

G
oo

gl
e
の
製
品
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス

に
関

連
し

て
本

件
情

報
を

利
用

す
る

こ
と
。

な
お
、

G
oo

gl
e
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
は
、

G
oo

gl
e
と
の
契

約
に
基

づ
い

て
、

G
oo

gl
e
の

製
品
や

サ
ー

ビ

ス
を
内

部
で
利

用
し

た
り

、
ま
た
は

、
エ
ン
ド

・
ユ

ー
ザ
ー
に
表
示

す
る

第
三
者
を

い
い

、
G

oo
gl

e
の

AP
I

を
使
用

す
る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の
開
発

者
や
、
自

ら
の

ウ
ェ
ブ
・
サ
イ

ト
上

に
お
い
て

G
oo

gl
e
の

製
品

や
サ

ー

ビ
ス
を

提
供
す

る
パ

ー
ト

ナ
ー
（
例

え
ば
、
ポ

ー
タ

ル
・
サ
イ
ト
や

ニ
ュ

ー
ス
・
サ

イ
ト

、
そ

の
他

の
一

般
的

な
情
報

サ
イ
ト

な
ど

）
を

含
み
ま
す
。

（
３
）

エ
ン
ド

・
ユ

ー
ザ

ー
が

G
oo

gl
e
の
製
品
ま

た
は
サ
ー
ビ
ス

の
利

用
に

関
連

し
て

本
件

情
報
を

利
用

す

る
こ
と

（
４
）

（
１
）

か
ら

（
３

）
に
掲
げ

る
事
項
に

付
随

ま
た
は
関
連
し

て
本

件
情
報
を

利
用

す
る

こ
と

。

ニ
.
確

認
事
項
：

G
oo

gl
e
は
、
本

件
情
報
を
受
領
し
た
場
合
で
も

、
本

件
情

報
を

利
用

し
た

製
品

ま
た

は
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

し
た

り
、

特
定
の
製

品
ま
た
は

サ
ー

ビ
ス
上
で
本
件

情
報

を
表
示
ま

た
は

提
供

す
る

義
務

を
負

う
も
の

で
は
あ

り
ま

せ
ん

。
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(
20
13
01
15

協
定

書
)

第
３

条
終

了
時

の
取

り
扱

い

1.
本

協
定

書
が

終
了

し
た

場
合

、
次

項
の

場
合

を
除

き
、

G
oo

gl
e
は

、
本

件
情

報
の

G
oo

gl
e
の

製
品

ま
た

は
サ

ー
ビ

ス
上

で
の

表
示

を
12

0
日

以
内

に
終

了
す

る
た

め
に

商
業

上
合

理
的

な
努

力
を

払
う

も
の

と
し

ま
す

。

2.
本

協
定

書
の

期
間

中
に

本
件

情
報

が
G

oo
gl

e
の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
表

示
す

る
固

定
的

な
媒

体
に

含
ま

れ

た
場
合

（
例

え
ば
、

G
oo

gl
e
の

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

ス
ク

リ
ー
ン

シ
ョ

ッ
ト

や
デ

モ
を

収
録

し
た

ビ
デ

オ
が

テ

レ
ビ
で

放
映

さ
れ
た

り
、

印
刷

媒
体
に

掲
載

さ
れ
た

り
、

C
D
、

D
VD

な
ど

の
固

定
的

な
媒
体

に
記

録
さ

れ
た

と
き
）

に
は

、
か
か

る
利

用
は

、
本
協

定
書

の
終
了

後
も

引
き

続
き
認

め
ら

れ
る
も

の
と

し
ま

す
。

第
４

条
責

任
の

制
限

甲
お
よ

び
乙

は
、
本

別
紙

２
に

定
め
る

条
件

に
従
っ

て
行

う
本

件
情
報

の
提

供
お
よ

び
利

用
に

よ
り

相
手

方
に

損
害
が

生
じ

た
と
し

て
も

、
相

手
方
に

対
し

て
何
ら

の
責

任
を

負
わ
な

い
も

の
と
し

ま
す

。

以
上

<末
尾

>

被
害

総
括

情
報

（
消
防

庁
４

－
２

）

災
害

対
策

本
部

等
設
置

情
報

避
難

所
開

設
情

報

避
難

勧
告

等
発

令
状

況
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別
紙

３

＜
秘
密
保

持
義
務

の
条
件

＞

第
１

条
（

秘
密
情

報
）

「
秘
密
情
報
」
と

は
、
本
協
定
書
に
基
づ
き
（
又
は

関
し
て
）
、
一
方
当

事
者

に
よ
り

（
又

は
一

方
当

事
者

を

代
理
し

て
）
相

手
方

当
事

者
に
対
し

開
示
さ
れ

た
情

報
で
あ
っ
て
、

秘
密

の
表
示
が

な
さ

れ
て

い
る

か
、

当
該

状
況
に

お
い
て

は
開

示
当

事
者
の
秘

密
情
報
で

あ
る

と
通
常
、
考
え

ら
れ

る
情
報
を

意
味

す
る

が
、

い
か

な
る

場
合
に

お
い
て

も
、

秘
密

情
報
に
は

、
受
領
者

に
と

り
既
知
で
あ
る

情
報

、
受
領
者

の
落

ち
度

に
よ

ら
ず

公
知

と
な
っ

た
情
報

、
受

領
者

が
独
自
に

開
発
し
た

情
報

、
又
は
第
三
者

に
よ

り
受
領
者

に
対

し
適

法
に

提
供

さ
れ

た
情
報

は
含
ま

れ
ま

せ
ん

。

第
２

条
（

守
秘
義

務
）

秘
密
情

報
の
受

領
者

は
か

か
る
秘
密

情
報
を
開

示
し

て
は
な
り
ま
せ

ん
。

但
し
、
当

該
秘

密
情

報
を

知
る

必
要

が
あ
る

関
連
会

社
、

従
業

員
、
代
理

人
及
び
専

門
的

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ

っ
て
、
書

面
に

よ
り

、
当

該
秘

密
情

報
の

機
密

性
を

保
持
す

る
こ

と
に
同

意
し

た
者

（
専

門
的
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

場
合

は
、

そ
の

他
の

態
様

に
よ

り
、

当
該

秘
密

情
報

機
密
性

を
保

持
す
る

義
務

を
負

う
者

）
に
つ

い
て

は
こ

の
限

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
受

領
者

は
、

前
記
の

個
人
又

は
団

体
が

、
当
該
秘

密
情
報
を

本
協

定
書
に
基
づ
く

権
利

の
行
使
ま

た
は

義
務

の
履

行
目

的
に

限
定
し

て
、
か

つ
、

当
該

秘
密
情
報

の
保
護
の

た
め

に
合
理
的
な
注

意
を

し
つ
つ
、

こ
れ

を
使

用
す

る
よ

う
確

実
を
期

す
も
の

と
し

ま
す

。
受
領
者

は
、
法
に

よ
り

要
請
さ
れ
る
場

合
、

開
示
者
へ

の
合

理
的

な
通

知
（

か
か

る
通
知

が
法
に

よ
り

許
容

さ
れ
る
場

合
）
を
行

っ
た

後
に
、
秘
密
情

報
を

開
示
す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

以
上
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1
9
-
6
-
1

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

協
定

書
（
労

働
福

祉
事

業
団

）
（
県

地
域

医
療

課
）

災
害

時
に

お
け

る
医

療
救

護
活

動
の

万
全

を
期

す
る

た
め

、
静

岡
県

（
以

下
「甲

」
と

い
う

。
）と

労
働

福
祉

事
業

団
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）と

は
、

次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

（総
則

）

第
1

条
こ

の
協

定
は

、
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

甲
が

災
害

時
に

行
う

医
療

救
護

活
動

に
対

す
る

乙
の

協
力

に
関

し
、

必
要

事
項

を
定

め
る

も

の
と

す
る

。

2
前

項
に

規
定

す
る

災
害

に
は

、
集

団
的

に
傷

病
者

が
発

生
す

る
重

大
な

事
故

（
労

働
災

害
、

航
空

機
事

故
等

）
を

含
む

も
の

と
す

る
。

（医
療

救
護

班
の

派
遣

）

第
2

条
甲

は
、

静
岡

県
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

医
療

救
護

活
動

を
実

施
す

る
上

で
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

に
は

、
乙

に
対

し
、

医
療

救
護

班

の
編

成
及

び
の

派
遣

を
要

請
す

る
も

の
と

す
る

。

2
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

甲
か

ら
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
直

ち
に

医
療

救
護

班
を

編
成

し
、

災
害

現
場

等
の

避
難

所
及

び
医

療
救

護
施

設
（救

護
所

、
救

護
病

院
、

仮
設

救
護

病
院

及
び

仮
設

病
棟

を
い

う
。

）
等

に
派

遣
す

る
も

の
と

す
る

。

3
乙

は
、

緊
急

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
、

甲
の

要
請

を
受

け
る

前
に

医
療

救
護

班
を

編
成

し
、

派
遣

し
た

場
合

は
、

速
や

か
に

甲
に

報
告

し
、

そ
の

承

認
を

得
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
甲

が
承

認
し

た
乙

の
医

療
救

護
班

は
甲

の
要

請
に

基
づ

く
医

療
救

護
班

と
み

な
す

も
の

と
す

る
。

（医
療

救
護

活
動

計
画

に
関

す
る

指
針

の
策

定
及

び
提

出
）

第
3

条
乙

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
り

医
療

救
護

活
動

を
実

施
す

る
た

め
、

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

指
針

を
策

定
し

、
こ

れ
を

甲
に

提
出

す
る

。

（医
療

救
護

班
の

業
務

）

第
4

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
救

護
班

は
、

市
町

村
が

、
災

害
現

場
等

に
設

置
す

る
避

難
所

及
び

医
療

救
護

施
設

に
お

い
て

、
医

療
救

護
を

行
な

う

こ
と

を
原

則
と

す
る

。

2
医

療
救

護
班

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

（1
）
重

症
患

者
、

中
等

傷
患

者
の

振
り

分
け

（2
）
傷

病
者

に
対

す
る

応
急

処
置

又
は

処
置

（3
）
傷

病
者

の
収

容
機

関
へ

の
転

送
の

要
否

及
び

転
送

順
位

の
決

定

（4
）
被

災
者

の
死

亡
の

確
認

及
び

死
体

の
検

案

（5
）
そ

の
他

必
要

な
事

項

（医
療

従
事

者
に

対
す

る
現

場
に

お
け

る
指

示
等

）

第
5

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
救

護
班

に
対

す
る

現
場

に
お

け
る

指
示

及
び

医
療

救
護

活
動

の
連

絡
調

整
は

、
市

町
村

長
又

は
避

難
所

及
び

医
療

救

護
施

設
の

管
理

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
市

町
村

長
又

は
避

難
所

及
び

医
療

救
護

施
設

の
管

理
者

は
、

乙
が

派
遣

す
る

医
療

救
護

班

の
意

見
を

尊
重

す
る

も
の

と
す

る
。

（医
療

救
護

班
の

輸
送

等
）

第
6

条
甲

は
、

医
療

救
護

班
の

輸
送

、
通

信
の

確
保

そ
の

他
医

療
救

護
活

動
が

円
滑

に
実

施
さ

れ
る

た
め

に
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

2
乙

が
派

遣
す

る
医

療
救

護
班

が
使

用
す

る
医

薬
品

等
に

つ
い

て
は

、
当

該
医

療
救

護
班

が
携

行
す

る
も

の
の

ほ
か

、
市

町
村

長
又

は
避

難
所

及
び

医
療

救
護

施
設

の
管

理
者

が
そ

の
供

給
に

つ
い

て
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

（細
目

）

第
7

条
こ

の
協

定
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
こ

の
協

定
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

事
項

は
、

別
に

定
め

る
。
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（協
議

）

第
8

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
又

は
こ

の
協

定
の

実
施

に
関

し
疑

義
が

生
じ

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

甲
乙

協
議

し
て

調
整

す

る
も

の
と

す
る

。

（有
効

期
間

）

第
9

条
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

の
日

か
ら

起
算

し
て

1
年

間
と

す
る

。

た
だ

し
、

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
満

了
の

日
の

1
か

月
前

ま
で

に
、

甲
又

は
乙

か
ら

何
ら

の
意

思
表

示
の

な
い

と
き

は
、

有
効

期
間

満
了

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
1

年
間

こ
の

協
定

は
延

長
さ

れ
、

そ
の

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

協
定

書
2

通
を

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
そ

の
1

通
を

所
持

す
る

も
の

と
す

る
。

平
成

9
年

2
月

27
日

（甲
）

静
岡

市
追

手
町

９
－

６

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（
乙

）東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

２
－

５

労
働

福
祉

事
業

団
理

事
長

若
林

之
矩

-549-
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19
-
6-
2

災
害

時
の

医
療
救

護
活

動
に

関
す

る
協

定
書

（
(
社
)
静

岡
県

医
師

会
）

（
県

地
域

医
療

課
）

災
害
時

に
お
け
る

医
療

救
護
活

動
の
万
全

を
期

す
る

た
め

、
静

岡
県
（

以
下
「
甲

」
と
い

う
。
)
と

社
団
法
人

静
岡

県
医
師

会
（
以

下
「
乙

」
と
い

う
。
)
と

の
間
に

お
い

て
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る
。

（
総

則
）

第
１
条

こ
の

協
定
は

、
災

害
救

助
法
（

昭
和
2
2
年

法
律

第
1
1
8
号
。
以

下
「

救
助

法
」
と
い

う
。
)
及

び
静

岡
県

地
域

防
災

計
画
（
以

下
「

防
災

計
画

」
と

い
う

。
)に

基
づ

き
、

甲
が

災
害

時
に

行
う

医
療

救
護

活
動

に
対

す
る

乙
の
協

力
に

関
し

、
必
要

な
事
項

を
定

め
る

。

２
前

項
に
規

定
す
る

災
害
に

は
、
集
団

的
に

傷
病

者
が

発
生

す
る

重
大

な
事
故
（

大
規

模
な
車

両
事

故
、
航

空
機

事
故

等
）
を
含

む
。

３
乙

は
、
関

係
団
体

等
に
対

し
、
第

１
項
に

定
め
る

医
療
救

護
活
動

が
円

滑
に

行
わ
れ

る
よ
う

、
必
要

な
調
整

を
行
う

。

（
県

内
に
お

け
る
医

療
救
護

活
動
へ

の
協
力

）

第
２
条

甲
は
、

救
助

法
及
び

防
災
計

画
に
基

づ
き
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
に

は
、

乙
に

対
し

、

医
師

等
（
以

下
「
医

療
従
事

者
」
と

い
う

。
)の

派
遣

を
要

請
す

る
。

２
乙

は
、
前

項
の
規

定
に
よ

り
甲

か
ら

要
請

を
受

け
た

場
合

は
、
速
や

か
に
医

療
従
事

者
を
、
災

害
現

場
等

の
救

護
所

、
救

護
病

院
、

仮
設

救
護
病

院
、
仮

設
救
護

病
棟
及

び
避
難

所
等
（

以
下
「

医
療

救
護

施
設
」

と
い
う

。
)に

派
遣
す

る
。

３
乙

は
、
災
害

が
発

生
し

、
甲

と
連

絡
が

取
れ

な
い

等
の

緊
急

や
む

を
得

な
い

場
合

に
は

、
速

や
か

に
そ

の
被

害
状

況
に

つ
い

て
情

報
収

集
を
行

い
、

そ
の

情
報

に
よ
り

第
１
条

第
１
項

に
基
づ

く
医

療
救

護
活
動

を
実
施

す
る
必

要
が
あ

る
と
認

め
ら
れ

た
と
き

は
、

乙
の

判
断
に

よ
り
医

療
従
事

者
を
、

前
項
に

規
定
す

る
医
療

救
護

施
設

等
へ
派

遣
す
る

。

４
乙

は
、
前
項

の
規

定
に

よ
り

医
療
従

事
者
を

派
遣
し

た
場
合

に
は
、
速

や
か
に

甲
に

報
告

し
、
そ

の
承
認

を
得
る

。
こ

の
場

合
に

は
、

甲
が
承

認
し
た

医
療
従

事
者
の

派
遣
は

、
甲
の

要
請
に

基
づ

く
医

療
従
事

者
の
派

遣
と
み

な
す
。

（
医

療
従
事

者
の
他

県
か
ら

の
受
入

及
び
他

県
へ
の

派
遣
）

第
３
条

甲
は

、
災

害
に
よ

り
、
県
内

の
医

療
従

事
者

の
み

で
の

救
護

活
動

が
困

難
と

認
め

た
と
き

は
、
他

県
に

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
し
、

乙
に
そ

の
旨
を

伝
え
救

護
活
動

が
円
滑

に
で
き

る
よ

う
に

図
る
。

２
甲

は
、
他

県
か
ら

の
支
援

要
請
に

よ
り
、

乙
に
対

し
て
医

療
従
事

者
の

派
遣

を
要
請

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

３
乙

は
、
他
県

の
災

害
に

際
し
、
医

療
救

護
活

動
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、
甲

の
承
認

を
得

て
医

療
従

事
者

を
他

県
に

派
遣

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
た
だ

し
、
緊

急
や
む

を
得
な

い
場
合

は
、

医
療

従
事
者

の
派
遣

後
、
速

や
か
に

甲
の
承

認
を
得

る
。

（
医

療
救
護

活
動
計

画
）

第
４
条

乙
は

、
前
２

条
に
定

め
る
医

療
救
護

活
動
を

実
施
す

る
た
め

、
医

療
救

護
活
動

計
画
を

策
定
し

、
こ
れ

を
甲
に

提
出
す

る
。

２
乙

は
、
前

項
の
医

療
救
護

活
動
計

画
の
策

定
に
あ

た
っ
て

は
、
関

係
団

体
と

の
密
接

な
連
携

の
も
と

に
行
う

。

（
医

療
従
事

者
の
業

務
）

第
５
条

医
療
従

事
者

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

診
察
（

ト
リ
ア

ー
ジ
を

含
む

。
)

(2
)

傷
病
者

に
対
す

る
応
急

処
置
及

び
医
療

(3
)

傷
病
者

の
医
療

救
護
施

設
等
及

び
医
療

機
関
へ

の
収
容

(4
)

死
体
の

検
案

(5
)

そ
の
他

必
要
な

事
項
（

医
療
従

事
者
に

対
す
る

派
遣
先

に
お

け
る

指
示
等

）

（
指

揮
命
令

）

第
６
条

乙
が

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
及

び
他

県
か

ら
派

遣
さ

れ
た

医
療

従
事
者

に
対

す
る
県

内
の

現
場

に
お
け

る
指
示

及
び

医

療
救

護
活
動

の
連
絡

調
整
は

、
市

町
長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

の
管

理
者

が
行

う
。
こ
の

場
合
、
市

町
長

又
は

医
療

救
護

施
設

等
の

管
理

者
は
、

乙
が
派

遣
す
る

医
療
従

事
者
及

び
他
県

か
ら
派

遣
さ

れ
た

医
療
従

事
者
の

意
見
を

尊
重
す

る
。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る
医

療
従

事
者

に
対

す
る

派
遣

先
の

自
治

体
の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医
療

救
護

活
動

の
連

絡
調

整
は

派
遣

先
の
自

治
体
が

指
定
す

る
者
が

行
う
。

（
医

療
従
事

者
の
輸

送
）

第
７
条

甲
は

、
医
療

従
事
者

の
搬

送
、
通
信

の
確

保
及

び
そ
の

他
医
療

救
護
活

動
の
円

滑
な
実

施
に
つ

い
て
必

要
な

措
置

を
講
ず

る
。

（
医

薬
品
等

の
供
給

）

第
８
条

県
内

の
現
場

に
お
い

て
医
療

従
事
者

が
使
用

す
る
医

薬
品
等

に
つ

い
て

は
、
当

該
医
療

従
事
者

が
携
行

す
る
も

の
の
ほ

か
、

市
町

長
又
は

医
療
救

護
施
設

等
の
管

理
者
が

必
要
な

措
置
を

講
ず

る
。
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２
乙

が
他
県

に
派
遣

す
る
医

療
従
事

者
が
派

遣
先
の

自
治
体

の
現
場

に
お

い
て

使
用
す

る
医
薬

品
等
に

つ
い
て

は
、
当

該
医
療

従
事

者
が

携
行
す

る
も
の

の
ほ
か

、
派
遣

先
の
自

治
体
が

指
定
す

る
者

が
必

要
な
措

置
を
講

ず
る
。

（
報

告
）

第
９
条

乙
は

、
派
遣

し
た
医

療
従
事

者
の
医

療
救
護

活
動
を

記
録
し

、
甲

に
報

告
す
る

。

２
乙

は
派
遣

し
た
医

療
従
事

者
に
事

故
又
は

物
的
損

害
が
発

生
し
た

と
き

は
、

甲
に
報

告
す
る

。

（
費

用
）

第
1
0
条

甲
の
要

請
に

基
づ

き
、
乙

が
派
遣
し

た
医
療
従

事
者

が
救
護
活

動
を

実
施
し

た
場
合

に
要

す
る

次
の
費

用
は
、
甲

が
支
払

う
。

(
1
)
医

療
従

事
者

の
派

遣
に

要
す

る
費

用

(
2
)
乙

が
供

給
し

た
医

薬
品

等
（

医
療

従
事

者
の

携
行

品
を

含
む

。
)を

使
用

し
た

場
合

の
実

費

(
3
)
前

各
号

に
該

当
し

な
い

費
用

で
あ

っ
て

、
こ

の
協

定
の

実
施

の
た

め
に

要
し

た
も
の

２
前

項
に
定

め
る
費

用
の
内

容
に
つ

い
て
は

、
甲
乙

協
議
の

上
、
別

に
定

め
る

。

３
甲

は
、
第

３
条

第
２

項
の

要
請

に
基

づ
き

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
は

、
派

遣
先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る
よ
う

要
請
し

、
派
遣

先
の
自

治
体
が

乙
に
支

払
う
。

４
甲

は
、
第

３
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

費
用

は
、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う
要

請
し
、

派
遣
先

の
自
治

体
が
乙

に
支
払

う
。

５
前

２
項
の

場
合
に

お
い
て

医
療
従

事
者
に

係
る
費

用
を
派

遣
先
の

自
治

体
が

負
担
し

な
い
場

合
は
、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（
損

害
補
償

）

第
1
1
条

甲
は
、

甲
の

要
請

に
基
づ

き
、
乙
が

派
遣
し
た

医
療

従
事
者
が

救
護

活
動
を

実
施
し

た
場

合
、

乙
の
医

療
従
事
者

が
そ
の

た
め

に
死
亡

し
、
負

傷
し

、
若

し
く

は
疾

病
に

か
か
り

、
又

は
身
体

障
害

を
有

す
る

こ
と

と
な

っ
た

場
合

は
、
救

助
法
、
災
害

応
急

措
置

の
業
務

に
従
事

し
た
者

の
損
害

補
償
に

関
す
る

条
例
（

昭
和
3
7
年
静

岡
県

条
例

第
4
9
号

）
又

は
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

（
平

成
８
年

静
岡
県

条
例
第

１
号
）

第
3
4
条
第

１
項
に

基
づ
き

補
償
す

る
。

２
甲

は
、
第

３
条

第
２

項
の

要
請

に
基

づ
き

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
損

害
補

償
は
、
派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す
る

よ
う
要

請
し
、

派
遣
先

の
自
治

体
が
医

療
従
事

者
に

損
害

を
補
償

す
る
。

３
甲

は
、
第

３
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

損
害

補
償

は
、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る
よ

う
要
請

し
、
派

遣
先
の

自
治
体

が
医
療

従
事
者

に
損

害
を

補
償
す

る
。

４
前

２
項
の

場
合
に

お
い
て

医
療
従

事
者
に

係
る
補

償
を
派

遣
先
の

自
治

体
が

負
担
し

な
い
場

合
は
、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（
実

施
細
目

）

第
1
2
条

こ
の

協
定

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、
こ

の
協
定

を
実
施

す
る
た

め
に

必
要

な
事

項
は

、
別

に
定
め

る
。

（
疑

義
の
解

決
）

第
1
3
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び
こ

の
協
定

に
関
し

て
疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、
法

令
に

定
め
る

と
こ

ろ
に

よ
る
ほ

か
、

そ
の

都
度
甲

乙
協
議

し
て
定

め
る
。

（
協

定
の
適

用
）

第
1
4
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

1
8
年
３

月
2
4
日

か
ら

適
用

す
る
。

２
本

協
定
発

効
と
同

時
に
平

成
９
年

1
2
月
2
5
日

付
け
で

締
結

し
た

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

協
定

は
破

棄
す

る
。

３
こ
の

協
定

の
有

効
期
間

（
以
下

「
協

定
期

間
」

と
い
う

。
)は

、
平
成

1
8
年

３
月
2
4
日

か
ら

１
年
間
と

す
る

。
た
だ

し
、
協

定

期
間

の
満
了

す
る
１

か
月
前

ま
で
に

甲
又
は

乙
か
ら

何
ら
か

の
申

し
出

が
な
い

場
合
は

、
引

き
続

き
１

年
間
、
協
定

期
間

が
延

長
さ

れ
、

そ
の
後

も
ま
た

同
様
と

す
る
。

上
記

の
協
定

の
成
立

の
証
と

す
る
た

め
、
こ

の
協
定

書
を
２

通
作

成
し

、
甲
乙

記
名
押

印
の
上

、
各
自

そ
の
１

通
を
所

持
す
る

。

平
成

1
8
年

３
月

2
4
日

（
甲

）
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

（
乙

）
社

団
法

人
静

岡
県

医
師

会
長

岡
田

幹
夫

-550-
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1
9
-
6
-
3

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

協
定

書
（
(社

)静
岡

県
看

護
協

会
）

（
県

地
域

医
療

課
）

災
害

時
に

お
け

る
医

療
救

護
活

動
の

万
全

を
期

す
る

た
め

、
静

岡
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
)と

社
団

法
人

静
岡

県
看

護
協

会
（
以

下
「
乙

」
と

い

う
。

)と
の

間
に

お
い

て
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（総
則

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
災

害
救

助
法

（
昭

和
2

2
年

法
律

第
1

1
8

号
。

以
下

「
救

助
法

」
と

い
う

。
)及

び
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

（
以

下
「
防

災
計

画
」と

い
う

。
)に

基
づ

き
、

甲
が

災
害

時
に

行
う

医
療

救
護

活
動

に
対

す
る

乙
の

協
力

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

２
前

項
に

規
定

す
る

災
害

に
は

、
集

団
的

に
傷

病
者

が
発

生
す

る
重

大
な

事
故

（大
規

模
な

車
両

事
故

、
航

空
機

事
故

等
）を

含
む

。

３
乙

は
、

関
係

団
体

等
に

対
し

、
第

１
項

に
定

め
る

医
療

救
護

活
動

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
必

要
な

調
整

を
行

う
。

（県
内

に
お

け
る

医
療

救
護

活
動

へ
の

協
力

）

第
２

条
甲

は
、

救
助

法
及

び
防

災
計

画
に

基
づ

き
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
に

は
、

乙
に

対
し

、
看

護
師

等
（
以

下

「医
療

従
事

者
」と

い
う

。
)の

派
遣

を
要

請
す

る
。

２
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

甲
か

ら
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
速

や
か

に
医

療
従

事
者

を
、

災
害

現
場

等
の

救
護

所
、

救
護

病
院

、
仮

設
救

護
病

院
、

仮
設

救
護

病
棟

及
び

避
難

所
等

（以
下

「
医

療
救

護
施

設
」と

い
う

。
)に

派
遣

す
る

。

３
乙

は
、

災
害

が
発

生
し

、
甲

と
連

絡
が

取
れ

な
い

等
の

緊
急

や
む

を
得

な
い

場
合

に
は

、
速

や
か

に
そ

の
被

害
状

況
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行

い
、

そ
の

情
報

に
よ

り
第

１
条

第
１

項
に

基
づ

く
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

た
と

き
は

、
乙

の
判

断
に

よ
り

医
療

従
事

者
を

、
前

項
に

規
定

す
る

医
療

救
護

施
設

等
へ

派
遣

す
る

。

４
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

医
療

従
事

者
を

派
遣

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
甲

に
報

告
し

、
そ

の
承

認
を

得
る

。
こ

の
場

合
に

は
、

甲
が

承
認

し

た
医

療
従

事
者

の
派

遣
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

く
医

療
従

事
者

の
派

遣
と

み
な

す
。

（医
療

従
事

者
の

他
県

か
ら

の
受

入
及

び
他

県
へ

の
派

遣
）

第
３

条
甲

は
、

災
害

に
よ

り
、

県
内

の
医

療
従

事
者

の
み

で
の

救
護

活
動

が
困

難
と

認
め

た
と

き
は

、
他

県
に

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
し

、
乙

に
そ

の
旨

を
伝

え
救

護
活

動
が

円
滑

に
で

き
る

よ
う

に
図

る
。

２
甲

は
、

他
県

か
ら

の
支

援
要

請
に

よ
り

、
乙

に
対

し
て

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
乙

は
、

他
県

の
災

害
に

際
し

、
医

療
救

護
活

動
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

甲
の

承
認

を
得

て
医

療
従

事
者

を
他

県
に

派
遣

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
緊

急
や

む
を

得
な

い
場

合
は

、
医

療
従

事
者

の
派

遣
後

、
速

や
か

に
甲

の
承

認
を

得
る

も
の

と
す

る
。

（医
療

救
護

活
動

計
画

）

第
４

条
乙

は
、

前
２

条
に

定
め

る
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

た
め

、
医

療
救

護
活

動
計

画
を

策
定

し
、

こ
れ

を
甲

に
提

出
す

る
。

２
乙

は
、

前
項

の
医

療
救

護
活

動
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
関

係
団

体
と

の
密

接
な

連
携

の
も

と
に

行
う

。

（医
療

従
事

者
の

業
務

）

第
５

条
医

療
従

事
者

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

ト
リ

ア
ー

ジ

(2
)

傷
病

者
に

対
す

る
応

急
看

護
及

び
看

護

(3
)

傷
病

者
の

医
療

救
護

施
設

等
及

び
医

療
機

関
へ

の
収

容

(4
)

そ
の

他
必

要
な

事
項

（指
揮

命
令

）

第
６

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
従

事
者

及
び

他
県

か
ら

派
遣

さ
れ

た
医

療
従

事
者

に
対

す
る

県
内

の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

調
整

は
、

市
町

長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

の
管

理
者

が
行

う
。

こ
の

場
合

、
市

町
長

又
は

医
療

救
護

施
設

等
の

管
理

者
は

、
乙

が
派

遣
す

る
医

療
従

事
者

及
び

他
県

か
ら

派
遣

さ
れ

た
医

療
従

事
者

の
意

見
を

尊
重

す
る

。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
に

対
す

る
派

遣
先

の
自

治
体

の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

調
整

は
派

遣
先

の
自

治
体

が
指

定
す

る
者

が
行

う
。

（医
療

従
事

者
の

輸
送

）

第
７

条
甲

は
、

医
療

従
事

者
の

搬
送

、
通

信
の

確
保

及
び

そ
の

他
医

療
救

護
活

動
の

円
滑

な
実

施
に

つ
い

て
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。

（医
薬

品
等

の
供

給
）

第
８

条
県

内
の

現
場

に
お

い
て

医
療

従
事

者
が

使
用

す
る

医
薬

品
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

医
療

従
事

者
が

携
行

す
る

も
の

の
ほ

か
、

市
町

長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

の
管

理
者

が
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
が

派
遣

先
の

自
治

体
の

現
場

に
お

い
て

使
用

す
る

医
薬

品
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

医
療

従
事

者
が

携
行
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す
る

も
の

の
ほ

か
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

指
定

す
る

者
が

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
。

（報
告

）

第
９

条
乙

は
、

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
の

医
療

救
護

活
動

を
記

録
し

、
甲

に
報

告
す

る
。

２
乙

は
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
事

故
又

は
物

的
損

害
が

発
生

し
た

と
き

は
、

甲
に

報
告

す
る

。

（費
用

）

第
1

0
条

甲
の

要
請

に
基

づ
き

、
乙

が
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

が
救

護
活

動
を

実
施

し
た

場
合

に
要

す
る

次
の

費
用

は
、

甲
が

支
払

う
。

(1
)

医
療

従
事

者
の

派
遣

に
要

す
る

費
用

(2
)

乙
が

供
給

し
た

医
薬

品
等

（医
療

従
事

者
の

携
行

品
を

含
む

。
)を

使
用

し
た

場
合

の
実

費

(3
)

前
各

号
に

該
当

し
な

い
費

用
で

あ
っ

て
、

こ
の

協
定

の
実

施
の

た
め

に
要

し
た

も
の

２
前

項
に

定
め

る
費

用
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
上

、
別

に
定

め
る

。

３
甲

は
、

第
３

条
第

２
項

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

費
用

は
、

派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る
よ

う
要

請
し

、
派

遣
先

の
自

治
体

が
乙

に
支

払
う

。

４
甲

は
、

第
３

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
は

、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

乙
に

支
払

う
。

５
前

２
項

の
場

合
に

お
い

て
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
を

派
遣

先
の

自
治

体
が

負
担

し
な

い
場

合
は

、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（損
害

補
償

）

第
1

1
条

甲
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
が

救
護

活
動

を
実

施
し

た
場

合
、

乙
の

医
療

従
事

者
が

そ
の

た
め

に
死

亡

し
、

負
傷

し
、

若
し

く
は

疾
病

に
か

か
り

、
又

は
身

体
障

害
を

有
す

る
こ

と
と

な
っ

た
場

合
は

、
救

助
法

、
災

害
応

急
措

置
の

業
務

に
従

事
し

た
者

の

損
害

補
償

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
3

7
年

静
岡

県
条

例
第

4
9

号
）
又

は
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

（
平

成
８

年
静

岡
県

条
例

第
１

号
）
第

3
4

条
第

１
項

に
基

づ
き

補
償

す
る

。

２
甲

は
、

第
３

条
第

２
項

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

損
害

補
償

は
、

派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

医
療

従
事

者
に

損
害

を
補

償
す

る
。

３
甲

は
、

第
３

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
損

害
補

償
は

、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

医
療

従
事

者
に

損
害

を
補

償
す

る
。

４
前

２
項

の
場

合
に

お
い

て
医

療
従

事
者

に
係

る
補

償
を

派
遣

先
の

自
治

体
が

負
担

し
な

い
場

合
は

、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（実
施

細
目

）

第
1

2
条

こ
の

協
定

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

こ
の

協
定

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
は

、
別

に
定

め
る

。

（疑
義

の
解

決
）

第
1

3
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

法
令

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

、
そ

の
都

度
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

。

（協
定

の
適

用
）

第
1

4
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

1
8

年
３

月
2

4
日

か
ら

適
用

す
る

。

２
本

協
定

発
効

と
同

時
に

平
成

９
年

1
2

月
2

5
日

付
け

で
締

結
し

た
災

害
時

の
医

療
救

護
活

動
に

関
す

る
協

定
は

破
棄

す
る

。

３
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

（
以

下
「
協

定
期

間
」
と

い
う

。
)は

、
平

成
1

8
年

３
月

2
4

日
か

ら
１

年
間

と
す

る
。

た
だ

し
、

協
定

期
間

の
満

了
す

る
１

か

月
前

ま
で

に
甲

又
は

乙
か

ら
何

ら
か

の
申

し
出

が
な

い
場

合
は

、
引

き
続

き
１

年
間

、
協

定
期

間
が

延
長

さ
れ

、
そ

の
後

も
ま

た
同

様
と

す
る

。

上
記

の
協

定
の

成
立

の
証

と
す

る
た

め
、

こ
の

協
定

書
を

２
通

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
そ

の
１

通
を

所
持

す
る

。

平
成

1
8

年
３

月
2
4

日

（甲
）

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（乙
）

社
団

法
人

静
岡

県
看

護
協

会
長

榛
葉

由
枝

-551-
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1
9
-
6
-
4

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

協
定

書
（
(社

)静
岡

県
歯

科
医

師
会

） （
県

地
域

医
療

課
）

災
害

時
に

お
け

る
医

療
救

護
活

動
の

万
全

を
期

す
る

た
め

、
静

岡
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
)と

社
団

法
人

静
岡

県
歯

科
医

師
会

（
以

下
「乙

」と
い

う
。

)と
の

間
に

お
い

て
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（総
則

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
災

害
救

助
法

（
昭

和
2

2
年

法
律

第
1

1
8

号
。

以
下

「
救

助
法

」
と

い
う

。
)及

び
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

（
以

下
「
防

災
計

画
」と

い
う

。
)に

基
づ

き
、

甲
が

災
害

時
に

行
う

医
療

救
護

活
動

に
対

す
る

乙
の

協
力

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

２
前

項
に

規
定

す
る

災
害

に
は

、
集

団
的

に
傷

病
者

が
発

生
す

る
重

大
な

事
故

（大
規

模
な

車
両

事
故

、
航

空
機

事
故

等
）を

含
む

。

３
乙

は
、

関
係

団
体

等
に

対
し

、
第

１
項

に
定

め
る

医
療

救
護

活
動

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
必

要
な

調
整

を
行

う
。

（県
内

に
お

け
る

医
療

救
護

活
動

へ
の

協
力

）

第
２

条
甲

は
、

救
助

法
及

び
防

災
計

画
に

基
づ

き
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
に

は
、

乙
に

対
し

、
歯

科
医

師

等
（以

下
「
医

療
従

事
者

」と
い

う
。

)の
派

遣
を

要
請

す
る

。

２
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

甲
か

ら
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
速

や
か

に
医

療
従

事
者

を
、

災
害

現
場

等
の

救
護

所
、

救
護

病
院

、
仮

設
救

護
病

院
、

仮
設

救
護

病
棟

及
び

避
難

所
等

（以
下

「
医

療
救

護
施

設
」と

い
う

。
)に

派
遣

す
る

。

３
乙

は
、

災
害

が
発

生
し

、
甲

と
連

絡
が

取
れ

な
い

等
の

緊
急

や
む

を
得

な
い

場
合

に
は

、
速

や
か

に
そ

の
被

害
状

況
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行

い
、

そ
の

情
報

に
よ

り
第

１
条

第
１

項
に

基
づ

く
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

た
と

き
は

、
乙

の
判

断
に

よ
り

医
療

従
事

者
を

、
前

項
に

規
定

す
る

医
療

救
護

施
設

等
へ

派
遣

す
る

。

４
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

医
療

従
事

者
を

派
遣

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
甲

に
報

告
し

、
そ

の
承

認
を

得
る

。
こ

の
場

合
に

は
、

甲
が

承
認

し

た
医

療
従

事
者

の
派

遣
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

く
医

療
従

事
者

の
派

遣
と

み
な

す
。

（医
療

従
事

者
の

他
県

か
ら

の
受

入
及

び
他

県
へ

の
派

遣
）

第
３

条
甲

は
、

災
害

に
よ

り
、

県
内

の
医

療
従

事
者

の
み

で
の

救
護

活
動

が
困

難
と

認
め

た
と

き
は

、
他

県
に

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
し

、
乙

に
そ

の
旨

を
伝

え
救

護
活

動
が

円
滑

に
で

き
る

よ
う

に
図

る
。

２
甲

は
、

他
県

か
ら

の
支

援
要

請
に

よ
り

、
乙

に
対

し
て

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
乙

は
、

他
県

の
災

害
に

際
し

、
医

療
救

護
活

動
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

甲
の

承
認

を
得

て
医

療
従

事
者

を
他

県
に

派
遣

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
緊

急
や

む
を

得
な

い
場

合
は

、
医

療
従

事
者

の
派

遣
後

、
速

や
か

に
甲

の
承

認
を

得
る

も
の

と
す

る
。

（医
療

救
護

活
動

計
画

）

第
４

条
乙

は
、

前
２

条
に

定
め

る
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

た
め

、
医

療
救

護
活

動
計

画
を

策
定

し
、

こ
れ

を
甲

に
提

出
す

る
。

２
乙

は
、

前
項

の
医

療
救

護
活

動
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
関

係
団

体
と

の
密

接
な

連
携

の
も

と
に

行
う

。

（医
療

従
事

者
の

業
務

）

第
５

条
医

療
従

事
者

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

傷
病

者
に

対
す

る
応

急
処

置
及

び
医

療

(2
)

死
体

の
検

案

(3
)

そ
の

他
必

要
な

事
項

（指
揮

命
令

）

第
６

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
従

事
者

及
び

他
県

か
ら

派
遣

さ
れ

た
医

療
従

事
者

に
対

す
る

県
内

の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

調
整

は
、

市
町

長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

の
管

理
者

が
行

う
。

こ
の

場
合

、
市

町
長

又
は

医
療

救
護

施
設

等
の

管
理

者
は

、
乙

が
派

遣
す

る
医

療
従

事
者

及
び

他
県

か
ら

派
遣

さ
れ

た
医

療
従

事
者

の
意

見
を

尊
重

す
る

。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
に

対
す

る
派

遣
先

の
自

治
体

の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

調
整

は
派

遣
先

の
自

治
体

が
指

定
す

る
者

が
行

う
。

（医
療

従
事

者
の

輸
送

）

第
７

条
甲

は
、

医
療

従
事

者
の

搬
送

、
通

信
の

確
保

及
び

そ
の

他
医

療
救

護
活

動
の

円
滑

な
実

施
に

つ
い

て
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。

（医
薬

品
等

の
供

給
）

第
８

条
県

内
の

現
場

に
お

い
て

医
療

従
事

者
が

使
用

す
る

医
薬

品
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

医
療

従
事

者
が

携
行

す
る

も
の

の
ほ

か
、

市
町

長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

の
管

理
者

が
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
が

派
遣

先
の

自
治

体
の

現
場

に
お

い
て

使
用

す
る

医
薬

品
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

医
療

従
事

者
が

携
行

す
る

も
の

の
ほ

か
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

指
定

す
る

者
が

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
。
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（報
告

）

第
９

条
乙

は
、

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
の

医
療

救
護

活
動

を
記

録
し

、
甲

に
報

告
す

る
。

２
乙

は
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
事

故
又

は
物

的
損

害
が

発
生

し
た

と
き

は
、

甲
に

報
告

す
る

。

（費
用

）

第
1

0
条

甲
の

要
請

に
基

づ
き

、
乙

が
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

が
救

護
活

動
を

実
施

し
た

場
合

に
要

す
る

次
の

費
用

は
、

甲
が

支
払

う
。

(1
)

医
療

従
事

者
の

派
遣

に
要

す
る

費
用

(2
)

乙
が

供
給

し
た

医
薬

品
等

（医
療

従
事

者
の

携
行

品
を

含
む

。
)を

使
用

し
た

場
合

の
実

費

(3
)

前
各

号
に

該
当

し
な

い
費

用
で

あ
っ

て
、

こ
の

協
定

の
実

施
の

た
め

に
要

し
た

も
の

２
前

項
に

定
め

る
費

用
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
上

、
別

に
定

め
る

。

３
甲

は
、

第
３

条
第

２
項

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

費
用

は
、

派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る
よ

う
要

請
し

、
派

遣
先

の
自

治
体

が
乙

に
支

払
う

。

４
甲

は
、

第
３

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
は

、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

乙
に

支
払

う
。

５
前

２
項

の
場

合
に

お
い

て
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
を

派
遣

先
の

自
治

体
が

負
担

し
な

い
場

合
は

、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（損
害

補
償

）

第
1

1
条

甲
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
が

救
護

活
動

を
実

施
し

た
場

合
、

乙
の

医
療

従
事

者
が

そ
の

た
め

に
死

亡

し
、

負
傷

し
、

若
し

く
は

疾
病

に
か

か
り

、
又

は
身

体
障

害
を

有
す

る
こ

と
と

な
っ

た
場

合
は

、
救

助
法

、
災

害
応

急
措

置
の

業
務

に
従

事
し

た
者

の

損
害

補
償

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
3

7
年

静
岡

県
条

例
第

4
9

号
）
又

は
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

（平
成

８
年

静
岡

県
条

例
第

１
号

）第
3

4
条

第
１

項
に

基
づ

き
補

償
す

る
。

２
甲

は
、

第
３

条
第

２
項

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

損
害

補
償

は
、

派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

医
療

従
事

者
に

損
害

を
補

償
す

る
。

３
甲

は
、

第
３

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
損

害
補

償
は

、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

医
療

従
事

者
に

損
害

を
補

償
す

る
。

４
前

２
項

の
場

合
に

お
い

て
医

療
従

事
者

に
係

る
補

償
を

派
遣

先
の

自
治

体
が

負
担

し
な

い
場

合
は

、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（実
施

細
目

）

第
1

2
条

こ
の

協
定

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

こ
の

協
定

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
は

、
別

に
定

め
る

。

（疑
義

の
解

決
）

第
1

3
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

法
令

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

、
そ

の
都

度
甲

乙

協
議

し
て

定
め

る
。

（協
定

の
適

用
）

第
1

4
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

1
8

年
３

月
2

4
日

か
ら

適
用

す
る

。

２
本

協
定

発
効

と
同

時
に

平
成

９
年

1
2

月
2

5
日

付
け

で
締

結
し

た
災

害
時

の
医

療
救

護
活

動
に

関
す

る
協

定
は

破
棄

す
る

。

３
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

（
以

下
「
協

定
期

間
」
と

い
う

。
)は

、
平

成
1

8
年

３
月

2
4

日
か

ら
１

年
間

と
す

る
。

た
だ

し
、

協
定

期
間

の
満

了
す

る
１

か

月
前

ま
で

に
甲

又
は

乙
か

ら
何

ら
か

の
申

し
出

が
な

い
場

合
は

、
引

き
続

き
１

年
間

、
協

定
期

間
が

延
長

さ
れ

、
そ

の
後

も
ま

た
同

様
と

す
る

。

上
記

の
協

定
の

成
立

の
証

と
す

る
た

め
、

こ
の

協
定

書
を

２
通

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
そ

の
１

通
を

所
持

す
る

。

平
成

1
8

年
３

月
2
4

日

（
甲

）
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

（
乙

）
社

団
法

人
静

岡
県

歯
科

医
師

会
長

大
久

保
満

男

-552-
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-
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5

災
害

時
の

医
療
救

護
活

動
に

関
す

る
協

定
書

（
(
公

社
)
静

岡
県
病

院
協

会
）

（
県
地
域

医
療

課
）

災
害

時
に

お
け
る
医

療
救

護
活

動
の
万

全
を

期
す

る
た

め
、

静
岡
県
（

以
下

「
甲

」
と
い

う
。

)と
公

益
社
団

法
人

静
岡

県
病
院

協
会

（
以

下
「

乙
」
と

い
う

。
)と

の
間

に
お
い

て
、
次

の
と
お

り
協
定

を
締
結

す
る
。

（
総
則
）

第
１

条
こ
の

協
定

は
、

災
害

救
助

法
（

昭
和

2
2
年

法
律
第

1
1
8
号

。
以

下
「

救
助
法

」
と

い
う

。
)及

び
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

（
以
下

「
防
災
計

画
」
と

い
う

。
)に

基
づ

き
、
甲

が
災
害

時
に
行

う
医
療

救
護
活

動
に
対

す
る
乙

の
協
力

に
関
し

、
必
要
な

事
項
を

定
め
る
。

２
前
項
に

規
定
す

る
災
害

に
は
、

集
団
的

に
傷
病

者
が
発

生
す
る

重
大
な
事

故
（
大

規
模
な

車
両
事

故
、
航

空
機
事

故
等
）

を
含
む
。

３
乙
は
、

関
係
団

体
等
に

対
し
、

第
１
項

に
定
め

る
医
療

救
護
活

動
が
円
滑

に
行
わ

れ
る
よ

う
、
必

要
な
調

整
を
行

う
。

（
県
内
に

お
け
る

医
療
救

護
活
動

へ
の
協

力
）

第
２
条

甲
は
、
救

助
法

及
び
防
災

計
画
に

基
づ
き

医
療
救

護
活
動

を
実
施

す
る
必

要
が
あ

る
と
認

め
る
場

合
に
は
、
乙

に
対
し
、
医
師
、

看
護
師
等

（
以
下

「
医
療

従
事
者

」
と
い
う

。
)の

派
遣
を

要
請
す

る
。

２
乙
は
、
前

項
の
規

定
に
よ

り
甲
か

ら
要
請

を
受
け

た
場
合
は
、
速
や

か
に
医

療
従
事

者
を
、
災

害
現
場

等
の
救

護
所
、
救

護
病
院
、
仮
設

救
護
病
院

、
仮
設

救
護
病

棟
及
び

避
難
所

等
（
以

下
「
医

療
救
護

施
設
」
と

い
う

。
)に

派
遣
す
る
。

３
乙
は
、
災
害
が

発
生
し
、
甲

と
連
絡

が
取
れ

な
い
等

の
緊
急

や
む
を

得
な
い

場
合
に
は
、
速
や
か

に
そ
の

被
害
状

況
に
つ

い
て
情

報
収
集

を
行
い
、
そ
の

情
報
に
よ

り
第

１
条
第

１
項
に

基
づ
く

医
療
救

護
活
動

を
実
施

す
る
必

要
が
あ

る
と
認

め
ら
れ

た
と
き
は
、
乙
の
判

断
に
よ

り
医
療
従

事
者
を

、
前
項

に
規
定

す
る
医

療
救
護

施
設
等

へ
派
遣

す
る
。

４
乙
は
、
前

項
の
規

定
に
よ

り
医
療

従
事
者

を
派
遣

し
た
場

合
に
は
、
速
や
か

に
甲
に

報
告
し
、
そ
の
承

認
を
得

る
。
こ
の

場
合
に

は
、
甲

が
承
認
し

た
医
療

従
事
者

の
派
遣

は
、
甲

の
要
請

に
基
づ

く
医
療

従
事
者
の

派
遣
と

み
な
す
。

（
医
療
従

事
者
の

他
県
か

ら
の
受

入
及
び

他
県
へ

の
派
遣
）

第
３
条

甲
は
、
災

害
に
よ

り
、
県
内
の

医
療
従

事
者
の

み
で
の

救
護
活

動
が
困

難
と
認

め
た
と

き
は
、
他
県

に
医
療

従
事
者

の
派
遣

を
要
請

し
、
乙
に

そ
の
旨

を
伝
え

救
護
活

動
が
円

滑
に
で

き
る
よ

う
に
図

る
。

２
甲
は
、

他
県
か

ら
の
支

援
要
請

に
よ
り

、
乙
に

対
し
て

医
療
従

事
者
の
派

遣
を
要

請
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

３
乙
は
、
他
県
の

災
害
に

際
し
、
医
療

救
護
活

動
が
必

要
と
認

め
ら
れ

る
と
き
は
、
甲
の
承

認
を
得

て
医
療

従
事
者

を
他
県

に
派
遣

す
る
こ

と
が
で
き

る
。
た

だ
し
、

緊
急
や

む
を
得

な
い
場

合
は
、

医
療
従

事
者
の
派

遣
後
、

速
や
か

に
甲
の

承
認
を

得
る
。

（
医
療
救

護
活
動

計
画
）

第
４
条

乙
は
、
前

２
条
に

定
め
る

医
療
救

護
活
動

を
実
施

す
る
た

め
、
医
療

救
護
活

動
計
画

を
策
定

し
、
こ

れ
を
甲

に
提
出

す
る
。

２
乙
は
、

前
項
の

医
療
救

護
活
動

計
画
の

策
定
に

あ
た
っ

て
は
、

関
係
団
体

と
の
密

接
な
連

携
の
も

と
に
行

う
。

（
医
療
従

事
者
の

業
務
）

第
５
条

医
療
従
事

者
の
業

務
は
、

次
の
と

お
り
と

す
る
。

(1
)
診
察

（
ト
リ

ア
ー
ジ

を
含
む

。
)

(2
)
傷
病

者
に
対

す
る
応

急
処
置

及
び
医
療

(3
)
傷
病

者
の
医

療
救
護

施
設
等

及
び
医

療
機
関

へ
の
収
容

(4
)
死
体

の
検
案

(5
)
そ
の

他
必
要

な
事
項

（
指
揮
命

令
）

第
６

条
乙

が
派

遣
す

る
医
療

従
事
者

及
び

他
県

か
ら

派
遣
さ

れ
た

医
療
従

事
者

に
対
す

る
県

内
の

現
場

に
お

け
る
指

示
及
び

医
療

救
護
活

動
の
連
絡

調
整
は
、
市
町

長
又
は

医
療
救

護
施
設

等
の
管

理
者
が

行
う
。
こ
の

場
合
、
市
町
長

又
は
医

療
救
護

施
設
等

の
管
理

者
は
、
乙
が

派
遣
す
る

医
療
従

事
者
及

び
他
県

か
ら
派

遣
さ
れ

た
医
療

従
事
者

の
意
見
を

尊
重
す

る
。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る
医

療
従
事

者
に

対
す

る
派

遣
先
の

自
治

体
の
現

場
に

お
け
る

指
示

及
び

医
療

救
護

活
動
の

連
絡
調

整
は

派
遣
先

の
自
治
体

が
指
定

す
る
者

が
行
う
。

（
医
療
従

事
者
の

輸
送
）

第
７
条

甲
は
、
医

療
従
事

者
の
搬

送
、
通

信
の
確

保
及
び

そ
の
他

医
療
救
護

活
動
の

円
滑
な

実
施
に

つ
い
て

必
要
な

措
置
を

講
ず
る
。

（
医
薬
品

等
の
供

給
）

第
８
条

県
内
の
現

場
に
お

い
て
医

療
従
事

者
が
使

用
す
る

医
薬
品

等
に
つ
い

て
は
、
当

該
医
療

従
事
者

が
携
行

す
る
も

の
の
ほ
か
、
市
町
長

又
は
医
療

救
護
施

設
等
の

管
理
者

が
必
要

な
措
置

を
講
ず

る
。
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２
乙
が
他

県
に
派

遣
す
る

医
療
従

事
者
が

派
遣
先

の
自
治

体
の
現

場
に
お
い

て
使
用

す
る
医

薬
品
等

に
つ
い

て
は
、
当
該
医

療
従
事

者
が
携

行
す
る
も

の
の
ほ

か
、
派

遣
先
の

自
治
体

が
指
定

す
る
者

が
必
要

な
措
置
を

講
ず
る
。

（
報
告
）

第
９
条

乙
は
、
派

遣
し
た

医
療
従

事
者
の

医
療
救

護
活
動

を
記
録

し
、
甲
に

報
告
す

る
。

２
乙
は
派

遣
し
た

医
療
従

事
者
に

事
故
又

は
物
的

損
害
が

発
生
し

た
と
き
は

、
甲
に

報
告
す

る
。

（
費
用
）

第
1
0
条

甲
の
要
請

に
基
づ

き
、
乙

が
派
遣

し
た
医

療
従
事
者

が
救
護

活
動
を

実
施
し

た
場
合

に
要
す

る
次
の

費
用
は

、
甲

が
支
払

う
。

(
1)

医
療

従
事
者

の
派
遣

に
要
す
る

費
用

(
2)

乙
が

供
給
し

た
医
薬

品
等
（
医

療
従
事

者
の
携

行
品
を

含
む

。
)を

使
用

し
た
場

合
の
実
費

(
3)

前
各

号
に
該

当
し
な

い
費
用
で

あ
っ
て

、
こ
の

協
定
の

実
施
の

た
め
に

要
し
た

も
の

２
前
項
に

定
め
る

費
用
の

内
容
に

つ
い
て

は
、
甲

乙
協
議

の
上
、

別
に
定
め

る
。

３
甲
は
、
第
３

条
第
２
項

の
要

請
に
基

づ
き
乙

が
他
県

に
派
遣

し
た
医

療
従
事

者
に
係

る
費
用
は
、
派
遣
先

の
自
治

体
に
お

い
て
負

担
す
る

よ
う
要
請

し
、
派

遣
先
の

自
治
体

が
乙
に

支
払
う
。

４
甲
は
、
第
３

条
第
３
項

の
規

定
に
よ

り
乙
が

他
県
に

派
遣
し

た
医
療

従
事
者

に
係
る

費
用
は
、
派

遣
先
の

自
治
体

に
お
い

て
負
担

す
る
よ

う
要
請
し

、
派
遣

先
の
自

治
体
が

乙
に
支

払
う
。

５
前
２
項

の
場
合

に
お
い

て
医
療

従
事
者

に
係
る

費
用
を

派
遣
先

の
自
治
体

が
負
担

し
な
い

場
合
は

、
第

1
項
の
規

定
を
適

用
す
る
。

（
損
害
補

償
）

第
1
1
条

甲
は
、
甲
の

要
請

に
基
づ
き
、
乙
が
派

遣
し
た

医
療
従
事

者
が
救

護
活
動

を
実
施

し
た
場

合
、
乙

の
医
療

従
事
者

が
そ
の

た
め
に

死
亡
し
、
負

傷
し
、
若

し
く
は

疾
病
に

か
か
り
、
又
は
身

体
障
害

を
有
す

る
こ
と

と
な
っ

た
場
合

は
、
救
助

法
、
災

害
応
急

措
置
の

業
務
に

従
事

し
た

者
の
損

害
補

償
に

関
す

る
条

例
（

昭
和
3
7
年

静
岡

県
条

例
第
4
9
号

）
又
は

静
岡

県
地

震
対

策
推

進
条

例
（

平
成

８
年

静
岡
県

条
例
第
１

号
）
第
3
4
条
第

１
項
に

基
づ
き

補
償
す

る
。

２
甲
は
、
第
３

条
第
２
項

の
要

請
に
基

づ
き
乙

が
他
県

に
派
遣

し
た
医

療
従
事

者
に
係

る
損
害

補
償
は
、
派

遣
先
の

自
治
体

に
お
い

て
負
担

す
る
よ
う

要
請
し

、
派
遣

先
の
自

治
体
が

医
療
従

事
者
に

損
害
を

補
償
す
る
。

３
甲
は
、
第
３

条
第
３
項

の
規

定
に
よ

り
乙
が

他
県
に

派
遣
し

た
医
療

従
事
者

に
係
る

損
害
補

償
は
、
派
遣

先
の
自

治
体
に

お
い
て

負
担
す

る
よ
う
要

請
し
、

派
遣
先

の
自
治

体
が
医

療
従
事

者
に
損

害
を
補

償
す
る
。

４
前
２
項

の
場
合

に
お
い

て
医
療

従
事
者

に
係
る

補
償
を

派
遣
先

の
自
治
体

が
負
担

し
な
い

場
合
は

、
第

1
項
の
規

定
を
適

用
す
る
。

（
実
施
細

目
）

第
1
2
条

こ
の
協
定

に
定
め

る
も
の

の
ほ
か

、
こ
の

協
定
を
実

施
す
る

た
め
に

必
要
な

事
項
は

、
別
に

定
め
る
。

（
疑
義
の

解
決
）

第
1
3
条

こ
の
協
定

に
定
め

の
な
い

事
項
及

び
こ
の

協
定
に
関

し
て
疑

義
が
生

じ
た
と

き
は
、
法

令
に
定

め
る
と

こ
ろ
に

よ
る
ほ

か
、
そ
の

都
度
甲
乙

協
議
し

て
定
め

る
。

（
協
定
の

適
用
）

第
1
4
条

こ
の
協
定

は
、
平

成
1
8
年

３
月
2
4
日
か

ら
適
用

す
る
。

２
本
協
定

発
効
と

同
時
に

平
成
９

年
1
2
月
2
5
日
付

け
で
締

結
し
た

災
害
時

の
医
療

救
護
活

動
に
関

す
る
協

定
は
破

棄
す
る
。

３
こ
の
協

定
の
有

効
期
間

（
以
下

「
協

定
期
間

」
と
い
う

。
)は

、
平
成

1
8
年
３
月
2
4
日

か
ら
１
年

間
と
す

る
。
た

だ
し
、

協
定

期
間
の

満
了
す
る

１
か
月

前
ま
で

に
甲
又

は
乙
か

ら
何
ら

か
の
申

し
出
が

な
い
場
合
は
、
引
き
続

き
１
年

間
、
協
定
期

間
が
延

長
さ
れ
、
そ

の
後
も

ま
た
同
様

と
す
る
。

上
記
の
協

定
の
成

立
の
証

と
す
る

た
め
、

こ
の
協

定
書
を

２
通
作

成
し
、
甲

乙
記
名

押
印
の

上
、
各

自
そ
の

１
通
を

所
持
す

る
。

平
成

1
8
年
３
月

24
日

（
甲
）

静
岡

県
知

事
石

川
嘉

延

（
乙
）

公
益
社

団
法
人

静
岡
県

病
院
協

会
長

平
賀

聖
悟

-553-
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1
9
-
6
-
6

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

協
定

書
（
(社

)静
岡

県
薬

剤
師

会
）

（
県

地
域

医
療

課
）

災
害

時
に

お
け

る
医

療
救

護
活

動
の

万
全

を
期

す
る

た
め

、
静

岡
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
)と

社
団

法
人

静
岡

県
薬

剤
師

会
（
以

下
「
乙

」
と

い

う
。

)と
の

間
に

お
い

て
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（総
則

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
災

害
救

助
法

（
昭

和
2

2
年

法
律

第
1

1
8

号
。

以
下

「
救

助
法

」
と

い
う

。
)及

び
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

（
以

下
「
防

災
計

画
」と

い
う

。
)に

基
づ

き
、

甲
が

災
害

時
に

行
う

医
療

救
護

活
動

に
対

す
る

乙
の

協
力

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

２
前

項
に

規
定

す
る

災
害

に
は

、
集

団
的

に
傷

病
者

が
発

生
す

る
重

大
な

事
故

（大
規

模
な

車
両

事
故

、
航

空
機

事
故

等
）を

含
む

。

３
乙

は
、

関
係

団
体

等
に

対
し

、
第

１
項

に
定

め
る

医
療

救
護

活
動

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
必

要
な

調
整

を
行

う
。

（県
内

に
お

け
る

医
療

救
護

活
動

へ
の

協
力

）

第
２

条
甲

は
、

救
助

法
及

び
防

災
計

画
に

基
づ

き
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
に

は
、

乙
に

対
し

、
薬

剤
師

等
（
以

下

「医
療

従
事

者
」と

い
う

。
)の

派
遣

を
要

請
す

る
。

２
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

甲
か

ら
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
速

や
か

に
医

療
従

事
者

を
、

災
害

現
場

等
の

救
護

所
、

救
護

病
院

、
仮

設
救

護
病

院
、

仮
設

救
護

病
棟

及
び

避
難

所
等

（以
下

「
医

療
救

護
施

設
」
と

い
う

。
)又

は
医

薬
品

備
蓄

セ
ン

タ
ー

、
広

域
物

資
拠

点
及

び
緊

急
物

資
集

積

所
等

（以
下

「
医

薬
品

集
積

所
」と

い
う

。
)に

派
遣

す
る

。

３
乙

は
、

災
害

が
発

生
し

、
甲

と
連

絡
が

取
れ

な
い

等
の

緊
急

や
む

を
得

な
い

場
合

に
は

、
速

や
か

に
そ

の
被

害
状

況
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行

い
、

そ
の

情
報

に
よ

り
第

１
条

第
１

項
に

基
づ

く
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

た
と

き
は

、
乙

の
判

断
に

よ
り

医
療

従
事

者
を

、
前

項
に

規
定

す
る

医
療

救
護

施
設

等
又

は
医

薬
品

集
積

所
へ

派
遣

す
る

。

４
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

医
療

従
事

者
を

派
遣

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
甲

に
報

告
し

、
そ

の
承

認
を

得
る

。
こ

の
場

合
に

は
、

甲
が

承
認

し

た
医

療
従

事
者

の
派

遣
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

く
医

療
従

事
者

の
派

遣
と

み
な

す
。

（医
療

従
事

者
の

他
県

か
ら

の
受

入
及

び
他

県
へ

の
派

遣
）

第
３

条
甲

は
、

災
害

に
よ

り
、

県
内

の
医

療
従

事
者

の
み

で
の

救
護

活
動

が
困

難
と

認
め

た
と

き
は

、
他

県
に

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
し

、
乙

に
そ

の
旨

を
伝

え
救

護
活

動
が

円
滑

に
で

き
る

よ
う

に
図

る
。

２
甲

は
、

他
県

か
ら

の
支

援
要

請
に

よ
り

、
乙

に
対

し
て

医
療

従
事

者
の

派
遣

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
乙

は
、

他
県

の
災

害
に

際
し

、
医

療
救

護
活

動
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

甲
の

承
認

を
得

て
医

療
従

事
者

を
他

県
に

派
遣

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
緊

急
や

む
を

得
な

い
場

合
は

、
医

療
従

事
者

の
派

遣
後

、
速

や
か

に
甲

の
承

認
を

得
る

。

（医
療

救
護

活
動

計
画

）

第
４

条
乙

は
、

前
２

条
に

定
め

る
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

た
め

、
医

療
救

護
活

動
計

画
を

策
定

し
、

こ
れ

を
甲

に
提

出
す

る
。

２
乙

は
、

前
項

の
医

療
救

護
活

動
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
関

係
団

体
と

の
密

接
な

連
携

の
も

と
に

行
う

。

（医
療

従
事

者
の

業
務

）

第
５

条
医

療
従

事
者

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

傷
病

者
に

対
す

る
調

剤
業

務

(2
)

医
療

救
護

施
設

等
に

お
け

る
医

薬
品

等
の

管
理

(3
)

医
薬

品
集

積
所

に
お

け
る

医
薬

品
等

の
管

理

(4
)

そ
の

他
必

要
な

事
項

（指
揮

命
令

）

第
６

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
従

事
者

及
び

他
県

か
ら

派
遣

さ
れ

た
医

療
従

事
者

に
対

す
る

県
内

の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

調
整

は
、

市
町

長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

若
し

く
は

医
薬

品
集

積
所

の
管

理
者

が
行

う
。

こ
の

場
合

、
市

町
長

又
は

医
療

救
護

施
設

等
若

し
く
は

医
薬

品
集

積
所

の
管

理
者

は
、

乙
が

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
及

び
他

県
か

ら
派

遣
さ

れ
た

医
療

従
事

者
の

意
見

を
尊

重
す

る
。

２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
に

対
す

る
派

遣
先

の
自

治
体

の
現

場
に

お
け

る
指

示
及

び
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

調
整

は
派

遣
先

の
自

治
体

が
指

定
す

る
者

が
行

う
。

（医
療

従
事

者
の

輸
送

）

第
７

条
甲

は
、

医
療

従
事

者
の

搬
送

、
通

信
の

確
保

及
び

そ
の

他
医

療
救

護
活

動
の

円
滑

な
実

施
に

つ
い

て
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。

（医
薬

品
等

の
供

給
）

第
８

条
県

内
の

現
場

に
お

い
て

医
療

従
事

者
が

使
用

す
る

医
薬

品
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

医
療

従
事

者
が

携
行

す
る

も
の

の
ほ

か
、

市
町

長
又

は
医

療
救

護
施

設
等

若
し

く
は

医
薬

品
集

積
所

の
管

理
者

が
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。
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２
乙

が
他

県
に

派
遣

す
る

医
療

従
事

者
が

派
遣

先
の

自
治

体
の

現
場

に
お

い
て

使
用

す
る

医
薬

品
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

医
療

従
事

者
が

携
行

す
る

も
の

の
ほ

か
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

指
定

す
る

者
が

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
。

（報
告

）

第
９

条
乙

は
、

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
の

医
療

救
護

活
動

を
記

録
し

、
甲

に
報

告
す

る
。

２
乙

は
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
事

故
又

は
物

的
損

害
が

発
生

し
た

と
き

は
、

甲
に

報
告

す
る

。

（費
用

）

第
1

0
条

甲
の

要
請

に
基

づ
き

、
乙

が
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

が
救

護
活

動
を

実
施

し
た

場
合

に
要

す
る

次
の

費
用

は
、

甲
が

支
払

う
。

(1
)

医
療

従
事

者
の

派
遣

に
要

す
る

費
用

(2
)

乙
が

供
給

し
た

医
薬

品
等

（医
療

従
事

者
の

携
行

品
を

含
む

。
)を

使
用

し
た

場
合

の
実

費

(3
)

前
各

号
に

該
当

し
な

い
費

用
で

あ
っ

て
、

こ
の

協
定

の
実

施
の

た
め

に
要

し
た

も
の

２
前

項
に

定
め

る
費

用
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
上

、
別

に
定

め
る

。

３
甲

は
、

第
３

条
第

２
項

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

費
用

は
、

派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る
よ

う
要

請
し

、
派

遣
先

の
自

治
体

が
乙

に
支

払
う

。

４
甲

は
、

第
３

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
は

、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

乙
に

支
払

う
。

５
前

２
項

の
場

合
に

お
い

て
医

療
従

事
者

に
係

る
費

用
を

派
遣

先
の

自
治

体
が

負
担

し
な

い
場

合
は

、
第

1
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（損
害

補
償

）

第
1

1
条

甲
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
が

救
護

活
動

を
実

施
し

た
場

合
、

乙
の

医
療

従
事

者
が

そ
の

た
め

に
死

亡

し
、

負
傷

し
、

若
し

く
は

疾
病

に
か

か
り

、
又

は
身

体
障

害
を

有
す

る
こ

と
と

な
っ

た
場

合
は

、
救

助
法

、
災

害
応

急
措

置
の

業
務

に
従

事
し

た
者

の

損
害

補
償

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
3

7
年

静
岡

県
条

例
第

4
9

号
）
又

は
静

岡
県

地
震

対
策

推
進

条
例

（平
成

８
年

静
岡

県
条

例
第

１
号

）第
3

4
条

第
１

項
に

基
づ

き
補

償
す

る
。

２
甲

は
、

第
３

条
第

２
項

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
他

県
に

派
遣

し
た

医
療

従
事

者
に

係
る

損
害

補
償

は
、

派
遣

先
の

自
治

体
に

お
い

て
負

担
す

る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

医
療

従
事

者
に

損
害

を
補

償
す

る
。

３
甲

は
、

第
３

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

乙
が

他
県

に
派

遣
し

た
医

療
従

事
者

に
係

る
損

害
補

償
は

、
派

遣
先

の
自

治
体

に
お

い
て

負
担

す
る

よ
う

要
請

し
、

派
遣

先
の

自
治

体
が

医
療

従
事

者
に

損
害

を
補

償
す

る
。

４
前

２
項

の
場

合
に

お
い

て
医

療
従

事
者

に
係

る
補

償
を

派
遣

先
の

自
治

体
が

負
担

し
な

い
場

合
は

、
第

１
項

の
規

定
を

適
用

す
る

。

（実
施

細
目

）

第
1

2
条

こ
の

協
定

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

こ
の

協
定

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
は

、
別

に
定

め
る

。

（疑
義

の
解

決
）

第
1

3
条

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

及
び

こ
の

協
定

に
関

し
て

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

法
令

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

、
そ

の
都

度
甲

乙

協
議

し
て

定
め

る
。

（協
定

の
適

用
）

第
1

4
条

こ
の

協
定

は
、

平
成

1
8

年
３

月
2

4
日

か
ら

適
用

す
る

。

２
本

協
定

発
効

と
同

時
に

平
成

９
年

1
2

月
2

5
日

付
け

で
締

結
し

た
災

害
時

の
医

療
救

護
活

動
に

関
す

る
協

定
は

破
棄

す
る

。

３
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

（
以

下
「
協

定
期

間
」と

い
う

。
)は

、
平

成
1

8
年

３
月

2
4

日
か

ら
１

年
間

と
す

る
。

た
だ

し
、

協
定

期
間

の
満

了
す

る
１

か

月
前

ま
で

に
甲

又
は

乙
か

ら
何

ら
か

の
申

し
出

が
な

い
場

合
は

、
引

き
続

き
１

年
間

、
協

定
期

間
が

延
長

さ
れ

、
そ

の
後

も
ま

た
同

様
と

す
る

。

上
記

の
協

定
の

成
立

の
証

と
す

る
た

め
、

こ
の

協
定

書
を

２
通

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
そ

の
１

通
を

所
持

す
る

。

平
成

1
8

年
３

月
2

4
日

（
甲

）
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

（
乙

）
社

団
法

人
静

岡
県

薬
剤

師
会

長
齊

藤
文

昭

-554-
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1
9
-
6
-
7

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

に
関

す
る

協
定

書
（特

定
非

営
利

活
動

法
人

日
本

災
害

医
療

支
援

機
構

）

（
県

地
域

医
療

課
）

災
害

時
に

お
け

る
医

療
救

護
活

動
の

万
全

を
期

す
る

た
め

、
静

岡
県

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

特
定

非
営

利
活

動
法

人
日

本
災

害
医

療
支

援
機

構

（以
下

「
乙

」と
い

う
。

）
と

は
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（総
則

）

第
1

条
こ

の
協

定
は

、
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

及
び

静
岡

県
医

療
救

護
計

画
に

基
づ

き
、

甲
が

災
害

時
に

行
う

医
療

救
護

活
動

に
対

す
る

乙
の

協
力

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。

2
前

項
に

規
定

す
る

災
害

に
は

、
集

団
的

に
傷

病
者

が
発

生
す

る
重

大
な

事
故

（
大

規
模

な
車

両
事

故
、

航
空

機
事

故
等

）を
含

む
も

の
と

す
る

。

（医
療

救
護

班
の

派
遣

）

第
2

条
甲

は
、

静
岡

県
地

域
防

災
計

画
及

び
静

岡
県

医
療

救
護

計
画

に
基

づ
き

、
医

療
救

護
活

動
を

実
施

す
る

上
で

必
要

が
あ

る
と

見
と

め
る

場

合
は

、
乙

に
対

し
、

医
療

救
護

班
の

編
成

及
び

派
遣

を
要

請
す

る
も

の
と

す
る

。

２
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

甲
か

ら
要

請
を

受
け

た
場

合
は

、
直

ち
に

医
療

救
護

班
を

編
成

し
、

重
症

患
者

を
県

外
搬

送
す

る
た

め
の

広
域

搬
送

拠
点

及
び

災
害

拠
点

病
院

等
に

派
遣

す
る

も
の

と
す

る
。

（医
療

救
護

活
動

計
画

の
策

定
及

び
提

出
）

第
3

条
乙

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
り

医
療

救
護

活
動

を
実

施
す

る
た

め
、

医
療

救
護

活
動

計
画

を
策

定
し

、
こ

れ
を

甲
に

提
出

す
る

。

（医
療

救
護

班
の

業
務

）

第
4

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
救

護
班

は
、

重
症

患
者

を
県

外
搬

送
す

る
た

め
の

広
域

搬
送

拠
点

及
び

災
害

拠
点

病
院

等
に

お
い

て
、

医
療

救
護

を
行

う
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

２
医

療
救

護
班

の
業

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(１
)

ト
リ

ア
ー

ジ

(２
)

傷
病

者
に

対
す

る
応

急
処

置
及

び
医

療

(３
)

傷
病

者
の

収
容

機
関

へ
の

転
送

の
要

否
及

び
転

送
順

位
の

決
定

(４
)

被
災

者
の

死
亡

の
確

認
及

び
死

体
の

検
案

(５
)

そ
の

他
必

要
な

事
項

（医
療

救
護

班
に

対
す

る
現

場
に

お
け

る
指

示
等

）

第
５

条
乙

が
派

遣
す

る
医

療
救

護
班

に
対

す
る

現
場

に
お

け
る

指
示

及
び

医
療

救
護

活
動

の
連

絡
調

整
は

、
甲

が
指

定
す

る
者

が
行

う
も

の
と

す
る

。

（医
療

救
護

班
の

輸
送

等
）

第
6

条
甲

は
、

医
療

救
護

班
の

搬
送

、
通

信
の

確
保

及
び

そ
の

他
医

療
救

護
活

動
が

円
滑

に
実

施
さ

れ
る

た
め

に
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と

す
る

。

（費
用

弁
償

）

第
７

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

医
療

救
護

活
動

を
実

施
し

た
場

合
に

要
す

る
次

の
経

費
は

甲
が

負
担

す
る

。

(１
)

救
護

班
の

編
成

及
び

派
遣

に
要

す
る

費
用

(２
)

救
護

班
が

携
行

し
た

医
薬

品
等

を
使

用
し

た
場

合
の

実
費

(３
)

救
護

班
員

が
医

療
救

護
活

動
に

お
い

て
負

傷
し

、
疾

病
に

か
か

り
、

又
は

死
亡

し
た

場
合

の
扶

助
金

(４
)

前
各

号
に

該
当

し
な

い
費

用
で

あ
っ

て
、

こ
の

協
定

実
施

の
た

め
に

要
し

た
も

の
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（細
目

）

第
８

条
こ

の
協

定
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
こ

の
協

定
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

事
項

は
、

別
に

定
め

る
。

（協
定

の
有

効
期

間
）

第
９

条
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

の
日

か
ら

起
算

し
て

1
年

間
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

又
は

乙
か

ら
協

定
の

有
効

期
間

満
了

の
日

の
１

か
月

前
ま

で
に

特
段

の
意

志
表

示
の

な
い

場
合

は
、

引
き

続
き

1
年

間
、

協
定

の
有

効
期

間
が

延
長

さ
れ

、
そ

の
後

も
ま

た
同

様
と

す
る

。

（疑
義

の
解

釈
等

）

第
1
0

条
こ

の
協

定
の

解
釈

に
疑

義
が

生
じ

た
と

き
、

又
は

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
上

、
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（施
行

期
日

）

第
1
1

条
こ

の
協

定
は

、
平

成
1
5

年
2

月
21

日
か

ら
施

行
す

る
。

こ
の

協
定

を
証

す
る

た
め

、
本

書
2

通
を

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
1

通
を

保
有

す
る

。

平
成

15
年

2
月

21
日

（甲
）静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

（乙
）
特

定
非

営
利

活
動

法
人

日
本

災
害

医
療

支
援

機
構

理
事

長
島

崎
修

次

-555-
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1
9
-
6
-
8

災
害

時
等

の
航

空
機

に
よ

る
医

療
搬

送
等

業
務

の
協

力
に

関
す

る
協

定

（
県

地
域

医
療

課
）

静
岡

県
を

甲
と

し
、

財
団

法
人

日
本

救
急

医
療

財
団

を
乙

と
し

て
、

甲
乙

間
に

お
い

て
、

次
の

条
項

に
よ

り
、

航
空

会
社

の
保

有

す
る

航
空

機
に

よ
る

災
害

時
等

の
医

療
搬

送
等

業
務

（
以

下
「
本

業
務

」
と

い
う

。
）
の

協
力

に
関

す
る

協
定

を
締

結
す

る
。

（
協

定
の

趣
旨

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

等
に

基
づ

い
て

行
う

本
業

務
を

甲
と

乙
と

が
協

力
し

て
実

施
し

、
被

災
者

等

の
救

援
活

動
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
協

力
要

請
）

第
２

条
甲

は
、

被
害

が
発

生
し

、
甲

の
み

で
は

十
分

な
応

急
措

置
を

実
施

で
き

な
い

場
合

に
お

い
て

、
乙

が
別

途
協

定
を

締

結
し

た
航

空
会

社
（
以

下
「
指

定
航

空
会

社
」
と

い
う

。
）
に

対
し

、
乙

に
代

わ
り

、
本

業
務

等
の

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
指

定
航

空
会

社
の

通
知

）

第
３

条
乙

は
、

あ
ら

か
じ

め
甲

に
対

し
指

定
航

空
会

社
名

等
を

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

（
業

務
の

指
示

）

第
４

条
甲

は
、

災
害

の
状

況
に

応
じ

て
静

岡
県

地
域

防
災

計
画

等
に

基
づ

い
て

本
業

務
を

実
施

す
る

た
め

、
乙

に
代

わ
り

、

指
定

航
空

会
社

に
対

し
、

日
時

、
場

所
等

を
指

定
し

て
航

空
機

の
運

航
を

指
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
乙

は
、

指
定

航
空

会
社

に
対

し
、

甲
か

ら
指

示
が

あ
っ

た
と

き
は

、
特

別
の

理
由

が
な

い
限

り
、

甲
に

対
し

航
空

機
等

の
提

供
を

行
わ

せ
る

も
の

と
す

る
。

３
甲

は
、

前
２

項
に

係
る

業
務

の
実

施
に

つ
い

て
問

題
が

生
じ

た
と

判
断

す
る

と
き

は
、

乙
に

対
し

て
そ

の
改

善
を

申
し

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
業

務
内

容
）

第
５

条
乙

は
、

指
定

航
空

会
社

に
対

し
、

甲
の

要
請

又
は

指
示

に
よ

り
提

供
し

た
航

空
機

等
に

よ
っ

て
、

甲
の

指
示

す
る

次
の

業
務

を
行

わ
せ

る
も

の
と

す
る

。

(1
)

傷
病

者
、

医
療

従
事

者
、

医
薬

品
、

医
療

資
器

材
、

食
料

品
、

飲
料

水
等

の
搬

送

(2
)

そ
の

他
甲

乙
協

議
し

て
合

意
し

た
人

員
、

物
資

等
の

搬
送

（
航

空
保

険
）

第
６

条
乙

は
、

指
定

航
空

会
社

に
対

し
て

、
航

空
保

険
(機

体
、

第
三

者
・
乗

客
包

括
賠

償
責

任
保

険
)に

加
入

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。

（
費

用
負

担
）

第
７

条
甲

又
は

乙
の

要
請

又
は

指
示

に
よ

り
、

指
定

航
空

会
社

が
実

施
し

た
本

業
務

に
要

す
る

次
の

経
費

は
、

甲
が

負
担

す

る
も

の
と

す
る

。

(1
)

航
空

機
運

航
に

係
る

経
費

(2
)

そ
の

他
本

業
務

遂
行

に
必

要
な

経
費
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２
前

項
第

１
号

の
定

め
に

よ
る

費
用

弁
償

等
の

額
に

つ
い

て
は

、
国

土
交

通
大

臣
に

届
け

出
た

航
空

運
送

事
業

に
係

る
運

賃
料

金
に

お
け

る
当

該
提

供
機

種
の

貸
切

運
賃

に
、

本
業

務
に

要
し

た
時

間
を

乗
じ

て
得

た
額

と
す

る
。

本
業

務
に

要
し

た
時

間
に

つ

い
て

は
、

航
空

機
が

指
定

航
空

会
社

の
定

常
基

地
を

出
発

し
て

か
ら

戻
る

ま
で

の
合

計
飛

行
時

間
を

算
定

す
る

も
の

と
す

る
。

３
前

項
の

本
業

務
に

要
し

た
時

間
に

つ
い

て
は

、
１

時
間

以
下

の
場

合
は

１
時

間
と

し
、

１
時

間
を

超
え

た
場

合
は

3
0

分
を

単
位

と
し

て
超

え
た

時
間

を
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。

（
損

害
賠

償
）

第
８

条
本

業
務

の
実

施
に

伴
い

、
乙

が
甲

に
損

害
を

与
え

た
場

合
の

損
害

賠
償

額
は

、
指

定
航

空
会

社
が

加
入

す
る

航
空

保
険

の
保

険
金

額
を

限
度

と
す

る
。

（
災

害
補

償
）

第
９

条
甲

は
、

指
定

航
空

会
社

等
の

職
員

が
こ

の
協

定
に

基
づ

く
業

務
の

実
施

に
よ

り
死

亡
し

、
負

傷
し

、
若

し
く

は
疾

病
に

か
か

り
、

又
は

障
害

の
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

、
乙

の
求

め
に

応
じ

、
災

害
時

に
お

い
て

応
急

措
置

の
業

務
に

従
事

し
た

者
の

損

害
補

償
に

関
す

る
条

例
（
昭

和
3
7

年
静

岡
県

条
例

第
4
9

号
）
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
準

じ
て

、
こ

れ
を

補
償

す
る

も
の

と
す

る
。

（
協

定
の

有
効

期
間

及
び

解
除

）

第
1
0

条
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

の
日

か
ら

２
年

間
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

又
は

乙
か

ら
協

定
の

終
期

１
か

月
前

ま
で

に
特

段
の

意
思

表
示

が
な

い
場

合
は

、
引

き
続

き
２

年
間

、
協

定
の

有
効

期
間

が
延

長
さ

れ
た

も
の

と
み

な
す

。

２
甲

又
は

乙
は

、
必

要
が

あ
る

と
き

は
、

甲
乙

協
議

の
上

、
こ

の
協

定
を

解
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
疑

義
の

解
釈

等
）

第
1
1

条
こ

の
協

定
の

解
釈

に
疑

義
が

生
じ

た
と

き
、

又
は

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
上

、

定
め

る
も

の
と

す
る

。

（
施

行
期

日
）

第
1
2

条
こ

の
協

定
は

、
平

成
１

４
年

１
月

１
７

日
か

ら
施

行
す

る
。

こ
の

協
定

を
証

す
る

た
め

、
本

書
２

通
を

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
１

通
を

保
有

す
る

。

平
成

１
４

年
１

月
１

７
日 （

甲
）

静
岡

市
追

手
町

９
番

６
号

静
岡

県

代
表

者
静

岡
県

知
事

石
川

嘉
延

（
乙

）
東

京
都

文
京

区
湯

島
三

丁
目

３
７

番
４

号

財
団

法
人

日
本

救
急

医
療

財
団

理
事

長
代

理
副

理
事

長
渡

辺
泰

次

-556-
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1
9
-
6
-
9

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
出

動
に

関
す

る
協

定
（
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
指

定
病

院
）

（
県

地
域

医
療

課
）

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

○
○

○
○

○
○

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

設
置

運
営

要
綱

（
以

下
「
要

綱
」
と

い
う

。
）
第

３
条

第
２

項
に

基
づ

き
、

次
の

と
お

り
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

出
動

に
関

す
る

協
定

を
締

結
す

る
。

（
目

的
）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
災

害
等

の
急

性
期

に
、

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

が
被

災
現

場
等

に
出

動
し

、
迅

速
な

医
療

救
護

活
動

を
行

な
う

こ
と

に
よ

り
、

重
篤

な
救

急
患

者
の

救
命

率
の

向
上

及
び

後
遺

症
の

軽
減

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
出

動
要

請
等

）

第
２

条
甲

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

出
動

基
準

に
基

づ
き

、
乙

に
対

し
、

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
出

動
を

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

（
1
）
県

内
に

お
い

て
、

災
害

等
に

よ
り

2
0

名
以

上
の

重
症

・
中

等
症

の
傷

病
者

が
発

生
す

る
と

見
込

ま
れ

る
場

合

（
2
）
国

又
は

他
都

道
府

県
か

ら
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

出
動

要
請

が
あ

っ
た

場
合

（
3
）
前

号
に

定
め

る
場

合
の

ほ
か

、
緊

急
性

が
あ

り
、

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

が
出

動
し

対
応

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

２
乙

は
、

甲
か

ら
の

要
請

を
受

け
、

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
出

動
が

可
能

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

甲
に

そ
の

旨
を

連
絡

す
る

と
と

も
に

、
甲

の
指

示
に

従
い

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

を
出

動
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

３
乙

は
、

前
項

に
定

め
る

場
合

の
ほ

か
、

災
害

現
場

に
出

動
し

た
消

防
機

関
等

の
長

か
ら

の
情

報
提

供
等

や
県

と
連

絡
が

と
れ

な
い

等
の

緊
急

や
む

を
得

な
い

場
合

で
、

自
ら

被
害

状
況

を
収

集
し

、
要

綱
第

５
条

の
出

動
基

準
に

該
当

す
る

災
害

が
発

生
し

た
と

判
断

し
た

場
合

は
、

甲
の

要
請

を
待

た
ず

に
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
を

出
動

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
前

項
の

場
合

に
お

い
て

、
乙

は
、

出
動

後
速

や
か

に
甲

に
報

告
し

、
そ

の
承

認
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

５
前

項
の

規
定

に
よ

り
甲

が
承

認
し

た
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

出
動

は
、

甲
の

要
請

に
基

づ
く

出
動

と
み

な
す

。

６
甲

は
、

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
出

動
要

請
を

行
う

際
に

は
、

関
係

機
関

と
調

整
の

う
え

、
業

務
及

び
現

場
の

状
況

等
の

情
報

を
乙

に

伝
え

る
も

の
と

す
る

。

７
現

場
で

の
活

動
が

終
了

し
た

後
、

乙
は

「
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
・
医

療
救

護
班

活
動

記
録

報
告

書
」
（
要

綱
別

記
様

式
第

３
号

）
に

よ
り

当
該

終
了

の
日

か
ら

７
日

以
内

に
甲

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。

（
指

揮
命

令
系

統
等

）

第
３

条
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
は

、
現

地
災

害
対

策
本

部
の

医
療

救
護

責
任

者
又

は
災

害
拠

点
病

院
等

の
指

揮
下

に
入

っ
て

活
動

す
る

も
の

と
す

る
。

２
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

出
動

が
要

綱
第

５
条

第
２

号
の

出
動

要
請

に
基

づ
く

も
の

で
あ

る
場

合
は

、
当

該
出

動
要

請
を

し
た

国
又

は

他
都

道
府

県
の

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

受
入

に
係

る
体

制
の

中
で

活
動

す
る

も
の

と
す

る
。

（
身

分
）

第
４

条
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

活
動

を
す

る
者

の
身

分
に

つ
い

て
は

、
乙

の
管

理
下

に
あ

る
も

の
と

す
る

。

（
活

動
）

第
５

条
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

活
動

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

（
1
）
病

院
支

援
活

動
（
災

害
拠

点
病

院
等

で
の

患
者

の
治

療
等

）

（
2
）
地

域
医

療
搬

送
活

動
（
被

災
地

内
に

お
け

る
患

者
搬

送
中

の
診

療
等

）

（
3
）
現

場
活

動
（
消

防
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

る
情

報
の

収
集

及
び

伝
達

、
ト

リ
ア

ー
ジ

、
救

急
医

療
等

）

（
4
）
広

域
医

療
搬

送
活

動
（
重

症
患

者
を

被
災

地
外

に
航

空
機

等
を

用
い

搬
送

す
る

際
の

Ｓ
Ｃ

Ｕ
及

び
県

外
搬

送
航

空
機

内
に

お

け
る

診
療

等
）

２
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
は

、
前

項
の

活
動

に
あ

た
っ

て
は

、
移

動
、

医
薬

品
等

の
医

療
資

器
材

、
生

活
手

段
等

を
自

ら
確

保
（
調

達
）
し

な
が

ら
当

該
活

動
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
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（
費

用
弁

償
等

）

第
６

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
出

動
さ

せ
た

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

が
、

前
条

に
定

め
る

活
動

を
実

施
し

た
場

合
に

要
す

る
次

の
費

用

は
、

甲
が

弁
償

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

甲
が

他
の

者
に

費
用

負
担

を
要

請
し

、
そ

の
者

が
費

用
負

担
し

た
場

合
を

除
く

。

（
1
）
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

派
遣

に
要

す
る

経
費

（
日

当
、

時
間

外
勤

務
手

当
、

旅
費

）

（
2
）
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
が

携
行

し
た

医
薬

品
等

を
使

用
し

た
場

合
の

実
費

（
3
）
前

号
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
こ

の
協

定
の

実
施

の
た

め
に

要
し

た
経

費
の

う
ち

甲
が

必
要

と
認

め
た

経
費

（
災

害
救

助
法

適
用

時
の

実
費

弁
償

）

第
７

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
出

動
さ

せ
た

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

が
、

災
害

救
助

法
（
昭

和
2
2

年
法

律
第

1
1
8

号
。

以
下

「
救

助

法
」
と

い
う

。
）
第

2
4

条
の

規
定

に
よ

る
救

助
に

関
す

る
業

務
に

従
事

し
た

場
合

に
は

、
前

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

甲
は

、
救

助
法

第
3
3

条
及

び
同

法
施

行
令

第
1
1

条
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
費

用
を

弁
償

す
る

も
の

と
す

る
。

（
待

機
に

係
る

費
用

）

第
８

条
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

待
機

に
要

す
る

費
用

は
、

甲
か

ら
の

要
請

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
乙

の
負

担
と

す
る

も
の

と
す

る
。

（
損

害
賠

償
）

第
９

条
甲

は
、

甲
の

要
請

に
基

づ
き

、
乙

が
派

遣
し

た
静

岡
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

隊
員

が
、

第
５

条
に

規
定

す
る

活
動

中
の

事
故

に
よ

り
、

負
傷

し
、

疾
病

に
か

か
り

、
又

は
死

亡
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
甲

が
他

の
者

に
費

用
負

担
を

要
請

し
、

そ
の

者
が

費
用

負
担

し

た
場

合
を

除
き

、
甲

が
加

入
す

る
傷

害
保

険
に

よ
り

補
償

す
る

。

（
医

療
従

事
者

賠
償

責
任

へ
の

補
償

）

第
1
0

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

派
遣

し
た

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
隊

員
が

、
第

５
条

に
規

定
す

る
活

動
中

に
行

っ
た

医
療

行
為

に
よ

り
、

患
者

へ
の

損
害

賠
償

責
任

が
生

じ
た

場
合

は
、

そ
の

損
害

が
当

該
業

務
に

従
事

し
た

静
岡

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
員

の
故

意
又

は
重

大
な

過
失

に
よ

る
場

合
を

除
き

、
甲

が
賠

償
の

責
め

に
任

ず
る

。

（
体

制
の

整
備

）

第
1
1

条
乙

は
、

災
害

時
に

迅
速

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

組
織

内
の

連
絡

、
派

遣
体

制
の

整
備

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（
協

議
）

第
1
2

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

関
し

疑
義

が
生

じ
た

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

甲
乙

が
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（
適

用
）

第
1
3

条
こ

の
協

定
は

、
平

成
年

月
日

か
ら

適
用

し
、

甲
又

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
協

定
の

終
了

を
通

知
し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
は

継
続

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

が
記

名
押

印
の

う
え

、
そ

れ
ぞ

れ
１

通
を

保
有

す
る

。

平
成

年
月

日

甲
静

岡
県

静
岡

市
葵

区
追

手
町

９
番

６
号

静
岡

県
知

事
川

勝
平

太

乙
（
住

所
）
△

△
△

△
△

△

（
機

関
名

称
等

）
×

×
×

×
×

×

（
氏

名
）
○

○
○

○
○

○
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1
9
－

6
－

1
0

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

の
出

動
に

関
す

る
協

定
書

（
県

障
害

福
祉

課
）

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）と

●
●

病
院

（
以

下
「乙

」
と

い
う

。
）
と

は
、

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

設
置

運
営

要
綱

（
以

下
「
要

綱
」

と
い

う
。

）
第

３
条

第
２

項
に

基
づ

き
、

次
の

と
お

り
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
（D

is
as

te
r

P
sy

ch
ia

tr
ic

A
ss

is
ta

n
c
e

T
e
am

：
災

害
派

遣

精
神

医
療

チ
ー

ム
）
の

出
動

に
関

す
る

協
定

を
締

結
す

る
。

（目
的

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

出
動

さ
せ

る
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
が

被
災

現
場

等
に

出
動

し
て

行
う

精
神

科
医

療
の

提
供

及
び

精
神

保
健

活
動

の
支

援
に

つ
い

て
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（出
動

要
請

等
）

第
２

条
甲

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

出
動

基
準

に
基

づ
き

、
乙

に
対

し
、

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

の
出

動
を

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

（
1）

県
内

に
お

い
て

、
災

害
等

に
よ

り
精

神
科

医
療

の
低

下
や

精
神

保
健

活
動

の
需

要
が

見
込

ま
れ

る
場

合

（
2）

国
又

は
他

都
道

府
県

等
か

ら
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
の

出
動

要
請

が
あ

っ
た

場
合

（
3）

前
号

に
定

め
る

場
合

の
ほ

か
、

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

が
出

動
し

対
応

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
知

事
が

認
め

た
場

合

２
乙

は
、

要
綱

第
９

条
第

１
項

に
基

づ
く
甲

か
ら

の
要

請
を

受
け

、
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
の

出
動

が
可

能
と

判
断

し
た

場
合

に

は
、

要
綱

第
９

条
第

２
項

に
基

づ
き

、
速

や
か

に
甲

に
そ

の
旨

を
報

告
し

、
甲

の
指

示
に

従
い

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

を
出

動
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

３
甲

は
、

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

の
出

動
要

請
を

行
う

際
に

は
、

関
係

機
関

と
調

整
の

う
え

、
業

務
及

び
現

場
の

状
況

等
の

情
報

の
収

集
に

努
め

、
乙

に
提

供
す

る
も

の
と

す
る

。

４
乙

は
、

現
場

で
の

活
動

の
状

況
を

適
宜

、
甲

に
報

告
し

情
報

の
共

有
化

に
努

め
る

ほ
か

、
活

動
終

了
後

７
日

以
内

に
、

要
綱

第
1
0

条
第

６
項

に
定

め
る

「
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
活

動
記

録
報

告
書

」を
甲

に
提

出
す

る
も

の
と

す

（指
揮

命
令

系
統

等
）

第
３

条
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
は

、
被

災
都

道
府

県
の

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

調
整

本
部

の
指

揮
下

に
置

か
れ

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

活
動

を

行
う

も
の

と
す

る
。

（身
分

）

第
４

条
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
の

活
動

を
す

る
者

の
身

分
に

つ
い

て
は

、
乙

の
管

理
下

に
あ

る
も

の
と

す
る

。

（活
動

）

第
５

条
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
の

活
動

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

(1
)

被
災

し
た

地
域

精
神

科
医

療
機

関
の

機
能

の
補

完

(2
)

避
難

所
や

在
宅

の
精

神
疾

患
を

持
つ

被
災

者
へ

の
適

切
な

精
神

科
医

療
の

継
続

的
な

提
供

(3
)

災
害

の
ス

ト
レ

ス
に

よ
っ

て
新

た
に

生
じ

た
精

神
的

問
題

を
抱

え
る

一
般

住
民

へ
の

対
応

(4
)

支
援

者
（地

域
の

医
療

従
事

者
、

救
急

隊
員

、
行

政
職

員
等

）
の

支
援

(5
)

そ
の

他
必

要
な

業
務

２
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
は

、
被

災
地

域
の

精
神

保
健

医
療

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
、

被
災

地
域

で
活

動
す

る
他

の
災

害
保

健

医
療

体
制

と
連

携
し

て
、

支
援

活
動

を
行

う
。

３
活

動
に

当
た

っ
て

は
、

厚
生

労
働

省
（Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
事

務
局

）
が

作
成

す
る

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ
活

動
要

領
や

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

要
綱

等
に

準
拠

す
る

。

４
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
は

、
移

動
、

医
薬

品
等

の
医

療
資

器
材

の
調

達
、

生
活

手
段

等
に

つ
い

て
は

、
自

ら
確

保
し

な
が

ら
継

続
し

た
活

動
を

行
う

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

[資
料

編
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（費
用

弁
償

等
）

第
６

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
出

動
さ

せ
た

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

が
、

前
条

に
定

め
る

活
動

を
実

施
し

た
場

合
に

要
す

る
次

の
費

用
は

、
甲

が
弁

償
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

が
他

の
者

に
費

用
負

担
を

要
請

し
、

そ
の

者
が

費
用

負
担

し

た
場

合
を

除
く
。

（
1）

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

の
出

動
に

要
す

る
経

費
（時

間
外

勤
務

手
当

、
旅

費
）

（
2）

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

が
携

行
し

た
医

薬
品

等
を

使
用

し
た

場
合

の
実

費

（
3）

前
号

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

こ
の

協
定

の
実

施
の

た
め

に
要

し
た

経
費

の
う

ち
甲

が
必

要
と

認
め

た
経

費

（災
害

救
助

法
適

用
時

の
実

費
弁

償
）

第
７

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
乙

が
出

動
さ

せ
た

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

が
、

災
害

救
助

法
（
昭

和
22

年
法

律
第

1
18

号
。

以
下

「
救

助
法

」
と

い
う

。
）
第

７
条

の
規

定
に

よ
る

救
助

に
関

す
る

業
務

に
従

事
し

た
場

合
に

は
、

前
条

の
規

定
に

か
か

わ

ら
ず

甲
は

、
救

助
法

第
７

条
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
そ

の
実

費
を

弁
償

す
る

も
の

と
す

る
。

（待
機

に
係

る
費

用
）

第
８

条
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
の

待
機

に
要

す
る

費
用

は
、

甲
か

ら
の

要
請

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
乙

の
負

担
と

す
る

も
の

と
す

る
。

（損
害

賠
償

）

第
９

条
甲

は
、

甲
の

要
請

に
基

づ
き

、
乙

が
派

遣
し

た
静

岡
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
の

構
成

員
が

、
第

５
条

に
規

定
す

る
活

動
中

の
事

故
に

よ
り

、
負

傷
し

、
疾

病
に

か
か

り
、

又
は

死
亡

し
た

場
合

に
お

い
て

は
、

甲
が

他
の

者
に

費
用

負
担

を
要

請
し

、
そ

の
者

が
費

用
負

担
し

た
場

合
を

除
き

、
甲

が
補

償
す

る
。

（医
療

従
事

者
賠

償
責

任
へ

の
補

償
）

第
10

条
甲

の
要

請
に

基
づ

き
、

乙
が

派
遣

し
た

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ

の
構

成
員

が
、

第
５

条
に

規
定

す
る

活
動

中
に

行
っ

た

医
療

行
為

に
よ

り
、

患
者

へ
の

損
害

賠
償

責
任

が
生

じ
た

場
合

は
、

そ
の

損
害

が
当

該
業

務
に

従
事

し
た

静
岡

Ｄ
Ｐ

Ａ

Ｔ
構

成
員

の
故

意
又

は
重

大
な

過
失

に
よ

る
場

合
を

除
き

、
甲

が
賠

償
の

責
め

に
任

ず
る

。

（体
制

の
整

備
）

第
11

条
乙

は
、

災
害

時
に

迅
速

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

組
織

内
の

連
絡

、
派

遣
体

制
の

整
備

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（協
議

）

第
1
2

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

関
し

疑
義

が
生

じ
た

事
項

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

甲
乙

が
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（適
用

）

第
13

条
こ

の
協

定
は

、
締

結
の

日
か

ら
適

用
し

、
甲

又
は

乙
が

文
書

を
も

っ
て

協
定

の
終

了
を

通
知

し
な

い
限

り
、

そ

の
効

力
は

継
続

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

が
記

名
押

印
の

う
え

、
そ

れ
ぞ

れ
１

通
を

保
有

す
る

。

平
成

29
年

３
月

23
日

甲
静

岡
県

静
岡

市
葵

区
追

手
町

９
番

６
号

静
岡

県
知

事
川

勝
平

太

乙
静

岡
県

●
●

●
市

●
●

●
番

地

●
●

●
●

●
●

病
院

●
●

●
●
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-
1
2

災
害

時
に

お
け

る
福

祉
人

材
の

派
遣

協
力

等
に

関
す

る
協

定

（
県

地
域

福
祉

課
）

災
害

時
に

必
要

と
さ

れ
る

福
祉

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、

静
岡

県
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
と

静
岡

県
災

害
福

祉
広

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

（以
下

「乙
」と

い
う

。
）と

の
間

に
お

い
て

、
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

（目
的

）

第
１

条
こ

の
協

定
は

、
災

害
救

助
法

（昭
和
2
2

年
法

律
第
1
1
8

号
。

以
下

「
救

助
法

」と
い

う
。

）
が

適
用

さ
れ

る
程

度
の

災
害

が
発

生
し

、

か
つ

、
広

域
的

支
援

が
必

要
と

さ
れ

る
場

合
に

、
乙

に
よ

る
被

災
地

に
お

い
て

不
足

す
る

福
祉

人
材

の
派

遣
を

実
施

す
る

際
に

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

（派
遣

協
力

の
内

容
）

第
２

条
乙

に
よ

る
派

遣
協

力
の

内
容

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

災
害

発
生

時
に

被
災

自
治

体
に

お
け

る
避

難
所

や
福

祉
避

難
所

等
へ

静
岡

県
災

害
福

祉
広

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
要

領
に

定
め

る
福

祉
人

材
を

派
遣

し
、

要
配

慮
者

等
へ

の
福

祉
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

を
行

う
。

(
2)

そ
の

他
、

被
災

自
治

体
か

ら
福

祉
的

支
援

の
要

請
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

別
に

協
議

の
上

対
応

す
る

。

（派
遣

協
力

等
の

要
請

）

第
３

条
甲

は
、

災
害

が
発

生
し

、
前

条
に

掲
げ

る
支

援
の

必
要

が
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
乙

に
対

し
て

協
力

を
要

請
し

、
乙

は
可

能
な

限

り
こ

の
要

請
に

応
じ

る
。

２
前

項
の

規
定

に
よ

る
要

請
は

、
文

書
を

も
っ

て
行

う
。

た
だ

し
、

文
書

を
も

っ
て

要
請

す
る

時
間

が
な

い
場

合
に

は
口

頭
等

で
要

請
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

を
送

付
す

る
。

（報
告

）

第
４

条
乙

は
、

第
２

条
に

掲
げ

る
業

務
を

行
う

た
め

に
福

祉
人

材
を

派
遣

し
た

場
合

に
は

、
そ

の
業

務
内

容
を

甲
に

報
告

す
る

。

２
乙

は
派

遣
し

た
福

祉
人

材
に

事
故

又
は

物
的

損
害

が
発

生
し

た
と

き
は

、
甲

に
報

告
す

る
。

（派
遣

者
の

身
分

及
び

指
揮

命
令

）

第
５

条
乙

が
派

遣
す

る
福

祉
人

材
の

身
分

は
、

派
遣

元
の

法
人

等
に

帰
属

す
る

も
の

と
す

る
。

２
乙

が
派

遣
す

る
福

祉
人

材
に

対
す

る
現

場
に

お
け

る
指

揮
命

令
及

び
業

務
に

係
る

連
絡

調
整

は
、

被
災

自
治

体
及

び
社

会
福

祉
施

設

等
の

派
遣

先
の

責
任

者
が

行
う

。

（派
遣

に
要

す
る

費
用

）

第
６

条
乙

が
第

２
条

に
掲

げ
る

業
務

を
行

う
た

め
に

要
し

た
費

用
（
以

下
、

「
費

用
」と

い
う

。
）
の

負
担

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
と

お
り

と
す

る
。

(1
)

救
助

法
に

よ
る

救
助

費
の

支
弁

対
象

と
な

る
場

合
救

助
法

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

甲
が

費
用

を
負

担
す

る
。

(2
)

前
号

に
掲

げ
る

場
合

以
外

の
場

合
甲

と
被

災
自

治
体

が
協

議
の

上
決

定
す

る
。

（損
害

補
償

）

第
７

条
乙

が
福

祉
人

材
と

し
て

派
遣

し
た

者
に

つ
い

て
、

そ
の

責
に

帰
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

事
由

に
よ

り
死

亡
し

、
負

傷
し

、
若

し
く

は
疾

病
に

か
か

り
、

又
は

障
害

の
状

態
に

な
っ

た
場

合
に

は
、

労
働

者
災

害
補

償
保

険
法

の
適

用
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

甲
が

加
入

す
る

保

険
に

よ
り

補
償

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

[資
料

編
Ⅱ

]

（実
施

細
目

）

第
８

条
こ

の
協

定
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
こ

の
協

定
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

事
項

は
、

別
に

定
め

る
。

（疑
義

の
解

決
）

第
９

条
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

関
し

て
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
法

令
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
ほ

か
、

そ
の

都

度
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

。

（協
定

の
適

用
）

第
10

条
こ

の
協

定
は

、
平

成
29

年
３

月
29

日
か

ら
そ

の
効

力
を

有
す

る
も

の
と

し
、

甲
又

は
乙

が
文

書
を

も
っ

て
協

定
の

終
了

を
通

知
し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
を

継
続

す
る

。

上
記

の
協

定
の

成
立

の
証

と
す

る
た

め
、

こ
の

協
定

書
を

２
通

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
そ

の
１

通
を

所
持

す
る

。

平
成

2
9

年
３

月
29

日

（甲
）

静
岡

県
知

事
川

勝
平

太

（
乙

）
静

岡
県

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

代
表

社
会

福
祉

法
人

静
岡

県
社

会
福

祉
協

議
会

会
長

神
原

啓
文
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